
論

説
人
身
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害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性

｜

ド
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法
を
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と
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｜
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博
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む
す
び
に
代
え
て

一

は
じ
め
に

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
消
費
者
契
約
法
（
平
成
一
二
年
法
律
六
一
号
）
は
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損

）

一

九
九

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
責
任
の
全
部
を
免
除
す
る
条
項
を
無
効
と
す
る
（
同
法
八
条
一
項
一
号
）
と
と
も
に
、
責
任
の
一
部
だ
け
を
免

除

１
）

す
る
条
項
は
、
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
る
責
任
を
免
除
す
る
場
合
に
か
ぎ
り
無
効
と
す
る（

２
）
３
）

同
項
二
号
）。
同
法
制
定
ま
で
、
わ
が
国

で
は
、
契
約
に
よ
る

４
）

免
責
の
可
否
を
一
般
的
に
規
制
す
る
法
規
定
は
存
在

５
）

せ
ず
、
そ
の
効
力
い
か
ん
は
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
、

消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
契
約
（
消
費
者
契
約
）
に
限
っ
て
と
は
い
え
、
契
約
に
よ
る
免
責
の
許
容
さ
れ
る
限
界
が
一
般

的
に
法
定
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。

従
来
、
契
約
に
よ
る
免
責
は
、
解
釈
上
、
契
約
自
由
の
原
則
か
ら
、
公
序
良
俗
や
信
義
誠
実
の
原
則
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
有
効
と
解
さ

れ
て
い
て
、
伝
統
的
に
は
と
く
に
債
務
者
側
の
帰
責
性
に
着
目
し
て
、
債
務
者
自
身
の
故
意
に
よ
る
責
任
か
ら
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と

一
致
し
て
解
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
債
務
者
自
身
の
重
過
失
や
補
助
者
の
故
意
・
過
失
に
つ
い
て
は
免
責
の
可
否
に
つ
き
見
解
が
分
か
れ

て

６
）

い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
消
費
者
契
約
法
は
、
免
責
の
可
否
を
決
す
る
事
情
と
し
て
、（
債
務
者
本
人
と
履
行
補
助
者
と
を
区
別
せ
ず
に
）

債
務
者
側
の
帰
責
性
の
軽
重
と
、
こ
れ
に
加
え
て
、
責
任
排
除
か
責
任
制
限
か
と
い
う
免
責
の
範
囲
を
も
採
用
し
た
も
の
と
い

７
）

え
る
。

と
こ
ろ
で
、
か
の
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
七
七
年
四
月
一
日
に
約
款
規

８
）

制
法
が

９
）

民
法
の
特
別
法
と
し
て
施
行
さ
れ
、
約
款
規
制
法
一
一
条

七
号
は
、
重
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
か
ら
の
約
款
に
よ
る
免
責
を
、
対
消
費
者
取
引
に
限
っ
て
（
同
法
二
四
条
一
文
）
で
は
あ
る
が
、（
重

過
失
が
債
務
者
本
人
で
は
な
く
履
行
補
助
者
に
あ
る
場
合
も
含
め
て
、
ま
た
、
責
任
排
除
だ
け
で
な
く
責
任
制
限
も
）
無
効
と
し
て

10
）
11
）

い
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
に
債
務
法
現
代

12
）

化
法
が
施
行
さ
れ
て
民
法
の
債
務
法
の
部
分
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

約
款
規
制
法
は
民
法
に
統
合
さ
れ
、
重
過
失
に
つ
い
て
の
約
款
に
よ
る
免
責
の
禁
止
は
、
新
民
法
三
〇
九
条
七
号
ｂ
と
し
て
、
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
承
継
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
の
約
款
規
制
法
の
も
と
で
は
明
文
の
規
定
と
し
て
は
な
か
っ
た
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
約

款
に
よ
る
免
責
の
禁
止
が
、
こ
れ
も
対
消
費
者
取
引
に
限
っ
て
（
新
民
法
三
一
〇
条
一
項
一
文
）
で
は
あ
る
が
、
新
民
法
三
〇
九
条
七
号

ａ
と
し
て
あ
ら
た
に
条
文
化
さ
れ
て

13
）

い
る
。

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）

一
〇
〇

二

）

り て注をかけ を追い出しています★★字取



わ
が
国
で
も
、
債
務
者
側
の
帰
責
性
だ
け
で
な
く
、
賠
償
の
対
象
と
な
る
損
害
の
種
類
に
も
着
目
し
て
免
責
の
可
否
を
判
断
す
べ
き
こ

と
は
、
あ
る
程
度
古
く
か
ら
、
一
部
の
論
者
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て

14
）

き
た
し
、
最
近
に
も
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
禁
止
を
立
法
化

す
べ
き
か
を
検
討
し
た
論
考
が
み
ら

15
）

れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
わ
が
国
の
裁
判
例
や
学
説
が
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
を
契
約
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
免
責
す
る
こ
と

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
ん
で
き
た
か
を
簡
単
に
整
理
し
た
あ
と（
二
）、
ド
イ
ツ
で
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
禁
止
が
あ
ら
た

に
条
文
化
さ
れ
た
の
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
の
閣
僚
理
事
会
が
一
九
九
三
年
四
月
五
日
に
採
択
し
た
「
消
費
者
契

約
に
お
け
る
不
公
正

16
）

条
項
に
関
す
る

17
）

指
令
」（
以
下
、
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
と
い
う
。）
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
条
文
化

に
際
し
て
ド
イ
ツ
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
条
文
化
以
前
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
に
対

し
ど
の
よ
う
な
態
度
が
と
ら
れ
て
い
た
の
か（
三
）、
そ
し
て
、
条
文
化
さ
れ
た
後
、
こ
の
民
法
三
〇
九
条
七
号
ａ
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う

な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
の
か
（
四
）
を
み
る
こ
と
で
、
わ
が
国
で
の
今
後
の
議
論
へ
の
示
唆
を
得
た
い
。

二

わ
が
国
の
法
状
況

㈠

裁
判
例

ま
ず
、
わ
が
国
で
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
の
可
否
が
問
題
と
な
っ
た
裁
判
例
を
以
下
に
い
く
つ
か
み
て
お
こ
う
。

【J1】
大
阪
地
裁
昭
和
四
二
年
六
月
一
二
日

18
）

判
決
（
日
東
航
空
機
墜
落
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
）

日
東
航
空
の
旅
客
機
が
昭
和
三
八
年

に
墜
落
し
、
死
亡
し
た
乗
客
の
遺
族
が
航
空
会
社
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、
乗
客
の
死
傷
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
最

）

三

一
〇
一

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



高
限
度
額
を
一
〇
〇
万
円
と
す
る
日
東
航
空
の
約
款
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、「
人
間
の
生
命
、
身
体
は
人
の
生
存
の
根

本
的
基
礎
」で
あ
り
、「
本
件
の
如
き
人
身
事
故
、
人
的
損
害
の
損
害
賠
償
の
関
係
に
お
い
て
は
人
命
の
尊
重
と
か
被
害
者
な
い
し
そ
の
家

族
の
救
済
と
い
う
面
で
の
配
慮
が
強
く
要
請
さ
れ
る
」と
し
て
、
人
命
尊
重
、
私
人
の
権
利
保
護
、
被
害
者
救
済
の
見
地
を
い
う
一
方
で
、

企
業
の
保
護
・
育
成
の
要
請
も
看
過
し
が
た
い
と
し
て
、
結
局
、
責
任
限
度
を
制
限
す
る
こ
と
自
体
を
当
然
に
違
法
・
無
効
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
と

19
）

す
る
。
も
っ
と
も
、
賠
償
限
度
額
を
一
〇
〇
万
円
と
す
る
本
件
条
項
に
つ
い
て
は
、
人
身
事
故
に
つ
い
て
ま
で
責
任
制
限

を
有
効
と
認
め
る
の
は
、
航
空
運
送
企
業
の
発
展
を
保
護
・
助
成
す
る
た
め
で
、「
そ
の
た
め
に
何
に
も
ま
し
て
尊
重
さ
る
べ
き
人
命
の
尊

重
、
被
害
者
の
救
済
と
い
う
要
請
に
対
し
あ
え
て
譲
歩
を
求
め
る
も
の
」
な
の
で
、
責
任
制
限
は
企
業
の
健
全
な
維
持
・
発
展
に
必
要
な

最
少
限
度
に
と
ど
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
点

20
）

か
ら
、
一
〇
〇
万
円
と
い
う
限
度
額
は
、
実
際
の
損
害
額
に
比
し
て
著
し
く
低
額
だ
し
、

企
業
の
維
持
・
育
成
の
点
か
ら
み
て
も
必
要
最
小
限
の
限
度
額
と
は
い
え
ず
、
公
序
良
俗
違
反
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
す
る
。

【J2】
東
京
高
裁
平
成
元
年
五
月
九
日

21
）

判
決
（
雫
石
全
日
空
機
・
自
衛
隊
機
衝
突
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
）

全
日
空
の
旅
客
機
が
昭
和
四

六
年
に
自
衛
隊
訓
練
生
機
と
空
中
接
触
、
墜
落
し
、
全
日
空
（
お
よ
び
損
害
を
塡
補
し
た
損
害
保
険
会
社
）
が
国
に
対
し
損
害
賠
償
を
請

求
、
国
も
反
訴
に
よ
り
全
日
空
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
、
過
失
割
合
が
自
衛
隊
側
二
、
全
日
空
側
一
と
認
定
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、

両
者
間
の
求
償
関
係
に
つ
き
、
乗
客
の
人
身
損
害
に
対
す
る
賠
償
限
度
額
を
六
〇
〇
万
円
と
す
る
全
日
空
の
約
款
条
項
の
効
力
が
問
題
と

な
っ
た
。
判
決
は
、
公
衆
に
よ
る
航
空
の
利
用
を
困
難
に
せ
ず
、
航
空
運
送
の
健
全
な
発
展
を
阻
害
し
な
い
た
め
に
は
約
款
で
責
任
限
度

額
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、「
人
命
の
尊
重
、
事
故
被
害
者
の
救
済
の
見
地
か
ら
は
」で
き
る
か
ぎ
り
被
害
塡
補
に
足
る
損
害
賠
償
額

を
得
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
な
と

22
）

こ
ろ
、
本
件
条
項
の
金
額
は
、
航
空
企
業
の
保
護
・
育
成
と
い
う
目
的
を
考
慮
し
て
も
、
事
故
被
害
者
の

救
済
と
し
て
甚
だ
し
く
不
十
分
で
公
序
良
俗
違
反
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
す
る
。

）

四

一
〇
二

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



【J3】
富
山
地
裁
平
成
六
年
一
〇
月
六
日

23
）

判
決
（
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
溺
死
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
）

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
平
成
三

年
に
利
用
者
が
プ
ー
ル
で
溺
死
し
、
そ
の
父
親
が
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
運
営
会
社
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員
規
約
中
の
、
会
員
は
施
設
利
用
が
自
己
の
責
任
と
危
険
負
担
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
承
認
の
う
え
、

営
業
中
の
事
故
そ
の
他
施
設
利
用
に
際
し
て
の
事
故
に
つ
い
て
、
会
社
に
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
会
社
は
一
切

の
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
本
件
条
項
が
合
意
さ
れ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
か
り

に
合
意
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
会
社
に
「
契
約
上
の
債
務
不
履
行
が
あ
り
そ
の
結
果
会
員
の
生
命
・
身
体
に
重
大
な
侵
害
が
生
じ
た
場

合
に
お
い
て
も
」
会
社
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
旨
の
内
容
で
あ
る
と
し
た
ら
、
本
件
条
項
は
公
序
良
俗
違
反
に
よ
り
無
効
で
あ
る

と
す
る
。

【J4】
東
京
地
裁
平
成
一
二
年
一
月
二
八
日

24
）

判
決
（
語
学
研
修
先
ベ
ッ
ド
転
落
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
）

米
国
で
平
成
八
年
に
語
学
研

修
中
の
学
生
が
、
寮
の
一
メ
ー
ト
ル
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
の
高
さ
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
は
し
ご
も
な
く
落
下
防
止
の
手
す
り
も

な
い
ベ
ッ
ド
か
ら
就
寝
中
に
転
落
、
負
傷
し
、
語
学
研
修
を
企
画
・
募
集
し
た
業
者
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、
い
か
な

る
原
因
で
あ
れ
、
人
ま
た
は
物
に
対
す
る
損
失
、
損
害
、
損
傷
に
対
し
責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
業
者
の
免
責
特
約
の
効
力
が
問
題
と
な
っ

た
。
判
決
は
、
本
件
免
責
特
約
が
合
意
さ
れ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
本
件
免
責
特
約
は
、
文
脈
上
、
不
可
抗
力
に
よ
り
業
者
が
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
場
合
を
想
定
し
て
い
て
、
本
件
の
よ
う
な
安
全
配
慮
義
務
違
反
の
債
務
不
履
行
責
任
ま
で
免
除
す
る
も
の
で
は
な

く
、
か
り
に
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
あ
る
と
す
れ
ば
公
序
良
俗
違
反
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
す
る
。

【J5】
東
京
地
裁
平
成
一
三
年
六
月
二
〇
日

25
）

判
決
（
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
講
習
会
溺
水
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
）

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

）

五

一
〇
三

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



イ
ビ
ン
グ
講
習
会
の
受
講
生
が
平
成
九
年
に
海
洋
で
の
講
習
中
、
溺
れ
、
後
遺
障
害
が
残
り
、
講
習
会
の
講
師
お
よ
び
主
催
会
社
に
対
し

損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、
参
加
中
の
い
か
な
る
傷
害
そ
の
他
の
損
害
に
つ
い
て
、
予
測
可
能
性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

責
任
の
す
べ
て
を
自
分
が
個
人
的
に
負
い
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ト
ア
ー
及
び
パ
デ
ィ
は
い
か
な
る
結
果
に
つ
い
て
も

責
任
を
負
わ
ず
、「
発
生
し
う
る
個
人
的
傷
害
、
財
産
の
損
害
、
あ
る
い
は
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
に
よ
る
死
亡
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
損

害
賠
償
責
任
か
ら
」
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ト
ア
ー
及
び
パ
デ
ィ
を
「
免
除
し
、
請
求
権
を
放
棄
す
る
」
と
の
受
講
生
署

名
の
免
責
同
意
書
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
よ
う
に
生
命
の
危
険
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
対
価

を
得
て
講
習
会
を
開
催
す
る
場
合
は
、
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
講
師
に
お
い
て
受
講
生
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

「
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
人
間
の
生
命
・
身
体
の
よ
う
な
極
め
て
重
大
な
法
益
に
関
し
、
免
責
同
意
者
が
被
免
責
者
に
対
す
る
一

切
の
責
任
追
求
を
予
め
放
棄
す
る
と
い
う
内
容
の
前
記
免
責
条
項
は
、
被
告
ら
に
一
方
的
に
有
利
な
も
の
で
」
合
理
性
を
と
う
て
い
認
め

が
た
く
、「
人
間
の
生
命
・
身
体
に
対
す
る
危
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
免
責
同
意
者
が
被
免
責
者
の
故
意
、
過
失
に
関
わ
り
な
く
一
切
の
請

求
権
を
予
め
放
棄
す
る
と
い
う
内
容
の
免
責
条
項
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
限
度
で
公
序
良
俗
に
反
し
、
無
効
で
あ
る
」
と

26
）

す
る
。

【J6】
東
京
地
裁
平
成
一
五
年
一
〇
月
二
九
日

27
）

判
決
（
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
自
動
車
レ
ー
ス
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
）

富
士
ス
ピ
ー

ド
ウ
ェ
イ
で
平
成
一
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
自
動
車
レ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
前
の
予
備
走
行
中
に
競
技
車
両
ど
う
し
が
衝
突
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
負
傷
、
レ
ー
ス
主
催
者
ら
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、
事
故
に
つ
い
て
決
し
て
主
催
者
ら
に
損
害
賠
償
を
請
求
せ

ず
、
こ
の
こ
と
は
事
故
が
主
催
者
ら
の
手
違
い
な
ど
に
起
因
し
た
場
合
で
も
変
わ
ら
な
い
と
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
署
名
の
誓
約
書
の
効
力
が

問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
本
件
誓
約
書
の
効
力
を
文
字
ど
お
り
認
め
る
と
、「
主
催
者
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
へ
の
配
慮
を
故
意
又
は

過
失
に
よ
っ
て
怠
り
、
そ
の
結
果
、
重
大
な
結
果
を
伴
う
事
故
が
生
じ
た
場
合
で
も
」、
経
済
的
利
益
は
取
得
し
つ
つ
一
切
責
任
を
負
わ
な

）
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い
結
果
と
な
り
、
著
し
く
不
当
、
不
公
平
で
あ
っ
て
、
本
件
誓
約
書
は
、
提
出
し
な
い
と
レ
ー
ス
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
て
、

レ
ー
ス
参
加
希
望
者
の
参
加
の
自
由
を
不
当
に
制
約
し
、
主
催
者
の
一
方
的
優
位
を
背
景
に
提
出
を
義
務
づ
け
た
文
書
な
の
で
、
本
件
誓

約
書
の
う
ち
、
主
催
者
ら
の
故
意
・
過
失
に
か
か
わ
ら
ず
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
な
い
と
の
部
分
は
、
レ
ー
ス
参
加
希
望
者
に
一
方
的
に

不
利
益
を
課
す
も
の
で
、
公
序
良
俗
違
反
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と

28
）

す
る
。

こ
れ
ら
の
裁
判
例
は
、
い
ず
れ
も
下
級
審
で
は
あ
る
が
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
を
公
序
良
俗
違
反
と
し
て
無
効
と
す
る
。
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
被
害
が
人
身
に
及
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
着
眼
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
多
く
は
、
責
任
の
全
部
排
除
で
あ
る
（

【J5】
、

【J6】
）、

あ
る
い
は
、
条
項
に
よ
る
責
任
限
度
の
額
が
少
な
い
（

【J1】
、

【J2】
）
と
か
、
免
責
の
文
書
の
差
入
れ
が
強
い
ら
れ
て
い
た
（

【J6】
）
な
ど
、
他

の
事
情
も
併
せ
考
慮
し
て
公
序
良
俗
違
反
と
の
判
断
を
導
い
て
い
る
。

㈡

学
説

総
合
考
慮
に
よ
る
こ
う
し
た
裁
判
例
に
対
し
て
、
学
説
に
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
を
契
約
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
免
責
す
る
こ

と
の
問
題
性
を
独
立
に
論
じ
て
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
条
項
の
効
力
を
否
定
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
医
療
の
現
場
で
み
ら
れ
る
、
万
一
の
場
合
で
も
異
議
を
申
さ
な
い
な
ど
の
文
言
の
誓
約
書
や
手
術
承
諾
書
の
類
に
よ
る
免

責
を
対
象
と
し
て
の
論
述
で
あ
れ
ば
、
早
く
も
昭
和
三
〇
年
代
に
、
患
者
本
人
で
も
処
分
権
を
も
た
な
い
身
体
に
関
す
る
場
合
な
の
で
、

軽
過
失
に
つ
い
て
も
免
責
は
許
さ
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
免
責
は
公
序
良
俗
違
反
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
す
る

29
）

も
の
が
み
ら

30
）

れ
た
。

対
象
を
限
定
し
な
い
一
般
的
な
論
述
と
し
て
も
、
す
で
に
昭
和
五
〇
年
代
か
ら
、
軽
過
失
免
責
も
、
財
産
損
害
に
つ
い
て
は
有
効
だ
が
、

人
身
損
害
に
つ
い
て
は
無
効
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

31
）

も
の
、
諸
外
国
で
の
傾
向
を
踏
ま
え
て
、
被
侵
害
利
益
の
重
大
さ
（
生
命
損
害

）
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な
ど
）
や
被
害
者
層
の
広
さ
等
か
ら
被
害
者
の
保
護
が
特
に
要
請
さ
れ
る
場
合
は
、
免
責
約
款
に
は
よ
り
厳
し
い
規
制
が
加
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
す
る

32
）

も
の
が
み
ら
れ
る
。

昭
和
六
〇
年
代
に
も
、
企
業
と
消
費
者
の
よ
う
に
取
引
力
の
格
差
が
著
し
い
当
事
者
間
で
は
約
款
内
容
の
公
正
妥
当
性
が
求
め
ら
れ
、

最
低
限
の
公
正
妥
当
性
の
要
件
は
充
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る

33
）

も
の
、
人

身
事
故
は
起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
予
防
的
見
地
か
ら
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
は
軽
過
失
免
責
も
許
さ
れ
な
い
と
す
る

34
）

も
の
が
み
ら
れ

る
。近

年
も
、
人
身
侵
害
に
つ
い
て
事
業
者
の
責
任
を
免
除
す
る
条
項
は
、
被
侵
害
権
利
が
利
益
保
護
面
で
決
定
的
に
重
要
な
の
で
、
消
費

者
契
約
の
み
な
ら
ず
事
業
者
間
契
約
を
含
め
、
お
お
よ
そ
一
般
的
に
不
当
条
項
で
あ
る
と
す
る

35
）

も
の
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
特
約

は
無
効
と
す
る
の
が
一
般
論
と
し
て
は
正
当
で
あ
る
と
す
る

36
）

も
の
、
生
命
や
身
体
の
侵
害
に
関
わ
る
免
責
約
款
を
、
被
害
者
の
同
意
と
み

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る

37
）

も
の
が
み
ら

38
）

れ
る
。

学
説
の
こ
う
し
た
傾
向
を
受
け
て
か
、
消
費
者
契
約
法
（
平
成
一
二
年
法
律
六
一
号
）
の
制
定
に
向
け
て
の
作
業
の
な
か
で
、
一
時
期
、

人
身
損
害
に
つ
い
て
は
免
責
を
不
可
と
す
る
案
が
み
ら

39
）

れ
た
。
こ
の
案
は
立
法
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
は
免
責

を
許
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
声
は
そ
の
後
も
な
お
強
く
、
同
法
制
定
後
の
改
正
論
議
の
な
か
で
同
様
の
提
案
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
が
平
成
一
七
年
に
開
催
し
た
第
二
七
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
同
連
合
会
消
費
者
保
護
委

員
会
に
よ
る
同
法
改
正
試
案
は
、
そ
の
八
条
一
項
に
お
い
て
「
次
に
掲
げ
る
消
費
者
契
約
の
条
項
は
、
無
効
と
す
る
」
と
し
、
そ
の
二
号

の
二
に
お
い
て「
事
業
者
の
債
務
不
履
行
に
よ
り
消
費
者
の
生
命
又
は
身
体
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
の
一
部
を
免
除
す
る
条
項
」

を
挙

40
）

げ
る
。
そ
の
提
案
理
由
と
し
て
は
、
現
行
の
消
費
者
契
約
法
や
同
法
制
定
前
の
民
法
が
免
責
条
項
を
一
律
に
無
効
と
し
て
い
な
い
の

は
私
的
自
治
を
優
先
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
生
命
身
体
に
関
す
る
利
益
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
自
由
に
処
分
で
き
る
と
す
る
の
は
妥
当

）
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で
な
く
、
ま
し
て
や
、
将
来
の
損
害
内
容
が
不
明
確
な
契
約
段
階
で
約
款
等
の
契
約
条
項
に
よ
る
一
律
の
免
責
を
認
め
る
こ
と
は
そ
の
合

理
性
に
疑
問
が
あ
り
、
消
費
者
に
過
酷
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
多
い
こ
と
が
い
わ

41
）

れ
る
。
そ
の
後
、
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
の
平
成

二
二
年
度
消
費
者
保
護
委
員
会
夏
期
研
修
会
で
も
同
連
合
会
消
費
者
保
護
委
員
会
に
よ
る
消
費
者
取
引
法
試
案
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て

の
責
任
の
一
部
免
除
を
禁
止

42
）

す
る
。

「
平
成
一
九
年
度
消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
当
条
項
研
究
会
」の
報
告
書
も
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
に
つ
い
て
、
特
別
の
規
定
を

お
か
ず
に
、
経
済
的
損
害
と
同
様
に
消
費
者
契
約
法
八
条
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
足
り
る
か
ど
う
か
は
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
と

43
）

す
る
。

さ
ら
に
、
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
が
平
成
二
一
年
に
と
り
ま
と
め
た
「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」（
検
討
委
員
会
試
案
）

の
【
３．

１．

１．

32
】、【
３．

１．

１．

33
】
も
、
約
款
ま
た
は
消
費
者
契
約
の

44
）

条
項
で
あ
っ
て
、「
条
項
使
用
者
の
債
務
の
履
行
に
際

し
て
生
じ
た
人
身
損
害
に
つ
い
て
、
契
約
の
性
質
上
、
条
項
使
用
者
が
引
き
受
け
る
の
が
相
当
な
損
害
の
賠
償
責
任
を
全
部
ま
た
は
一
部

免
除
す
る
条
項
」を
、「
当
該
条
項
が
存
在
し
な
い
場
合
と
比
較
し
て
条
項
使
用
者
の
相
手
方
の
利
益
を
信
義
則
に
反
す
る
程
度
に
害
す
る

も
の
と
み

45
）

な
」
し
、
無
効
と

46
）

す
る
。
そ
の
提
案
理
由
と
し
て
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
は
、「
そ
の
法
益
の
重
要
性
お
よ
び
処

分
不
可
能
性
に
よ
り
」
全
部
免
除
に
つ
い
て
は
個
別
の
合
意
で
あ
っ
て
も
公
序
良
俗
違
反
に
よ
り
許
さ
れ
ず
、
契
約
の
性
質
上
、
条
項
使

用
者
が
引
き
受
け
る
の
が
相
当
な
損
害
の
賠
償
責
任
を
一
部
免
除
す
る
条
項
も
、
約
款
お
よ
び
消
費
者
契
約
の
条
項
に
つ
い
て
は
、「
人
間

の
生
命
・
身
体
と
い
う
重
要
な
法
益
に
か
か
わ
る
以
上
」、
相
手
方
の
利
益
を
信
義
則
に
反
す
る
程
度
に
害
す
る
も
の
と
し
て
無
効
と
す
べ

き
こ
と
が
い
わ
れ
、
そ
の
例
と
し
て
、
鉄
道
事
故
な
ど
で
旅
客
に
人
身
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
運
送
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
免
除
す
る
約
款
条
項
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
不
当
条
項
と
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
も
考
え
ら
れ
る
が
、
鉄
道
事
故
な
ど
に
お
い
て
、

人
身
損
害
に
つ
い
て
責
任
制
限
を
約
款
に
よ
り
認
め
る
こ
と
の
当
否
こ
そ
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
い
わ

47
）

れ
る
。

そ
れ
で
は
、
ド
イ
ツ
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
彼
地
で
の
状
況
を
次
に
み
よ
う
。

）
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三

債
務
法
改
正
に
い
た
る
ま
で

㈠

は
じ
め
に
｜

債
務
法
改
正
で
な
に
が
変
わ
っ
た
か
｜

も
と
も
と
、
ド
イ
ツ
民
法
で
は
、
契
約
に
よ
る
免
責
は
、
債
務
者
自
身
の
故
意
に
基
づ
く
責
任
に
つ
い
て
の
み
禁
止
さ
れ
、
履
行
補
助

者
の
故
意
に
つ
い
て
の
責
任
や
、
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
か
ら
の
免
責
は
許
容
さ
れ
て
い
た（
二
七
六
条
二
項
、
二
七
八
条

48
）

二
文
）。
二
〇

〇
二
年
施
行
の
債
務
法
改
正
に
よ
る
新
民
法
三
〇
九
条
七
号
は
、
対
消
費
者
取
引
に
限
っ
て
（
新
民
法
三
一
〇
条
一
項
一
文
）
で
は
あ
る

が
、
約
款
に
よ
る
免
責
に
つ
き
、
以
下
の
三
つ
の
点
で
こ
れ
に
対
し
て
修
正
を
加
え
る
。

一
点
目
は
、
免
責
が
許
容
さ
れ
る
故
意
・
過
失
の
程
度
で
、
故
意
の
み
が
免
責
不
可
だ
っ
た
の
が
、
重
過
失
に
つ
い
て
も
免
責
不
可
と

さ
れ
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
故
意
・
過
失
の
主
体
を
問
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
債
務
者
自
身
の
故
意
の
み
が
免
責
不
可
だ
っ
た
の
が
、

履
行
補
助
者
の
故
意
（
や
重
過
失
）
に
つ
い
て
も
免
責
不
可
と
さ
れ
た
こ
と
、
三
点
目
は
、
生
じ
た
損
害
の
種
類
を
問
う
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
生
命
、
身
体
ま
た
は
健
康
の
侵
害
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
軽
過
失
し
か
な
い
と
き
も
免
責
不
可
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
一
点
目
と
二
点
目
は
、
一
九
七
七
年
施
行
の
約
款
規
制
法
の
一
一
条
七
号
に
よ
り
す
で
に
実
現
さ
れ
て
い
て
、
二
〇
〇
二
年

施
行
の
債
務
法
改
正
に
よ
り
新
た
に
加
わ
っ
た
の
が
三
点
目
の
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
禁
止
で
あ
る
。

一
九
九
三
年
採
択
の
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
は
、
個
別
に
交
渉
さ
れ
な
か
っ
た
契
約
条
項
が
、
信
義
誠
実
の
要
請
に
反
し
て
、
消
費
者

の
不
利
益
に
、
契
約
当
事
者
の
契
約
上
の
権
利
お
よ
び
義
務
の
不
当
な
不
均
衡
を
惹
起
す
る
と
き
は
、
当
該
契
約
条
項
は
不
公
正
と
解
さ

れ
る
こ
と（
三
条
一
項
）、
加
盟
国
は
不
公
正
な
条
項
が
継
続
し
て
用
い
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
適
切
で
効
果
的
な
方
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
七
条
一
項
）
を
規
定
し
、
不
公
正
と
解
さ
れ
得
る
条
項
の
網
羅
的
で
は
な
い
指
示
的
な
リ
ス
ト
を
付
表
に
用
意

）

一
〇

一
〇
八

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



し
て
（
三
条
三
項
）、
そ
う
し
た
条
項
の
一
つ
と
し
て
「
営
業
者
の
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
よ
り
消
費
者
が
そ
の
生
命
を
失
い
ま
た
は
身
体

損
害
を
被
っ
た
場
合
の
営
業
者
の
法
律
上
の
責
任
を
排
除
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
ま
た
は
効
果
と
し
て
有
す
る
条
項
」
を

挙
げ
て
い
た（
付
表
一
号
ａ
）。
こ
の
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
禁
止
は
条
項
リ
ス
ト
の
筆
頭
に
置
か
れ
、
生
命
お
よ
び
健
康
の
高
い
位

置
づ
け
が
強
調
さ
れ
た
と
評
さ

49
）

れ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
二
〇
〇
二
年
施
行
の
債
務
法
改
正
で
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
不
可
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指

令
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
指
令
の
付
表
の
リ
ス
ト
は
、
そ
の
三
条
三
項
も
い
う
よ
う
に
、
不
公
正
と
解
さ
れ
得
る
条
項
の
リ
ス

ト
で
あ
っ
て
（
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
な
く
、
グ
レ
ー
リ
ス
ト
に
過
ぎ

50
）

な
い
。）、
加
盟
国
と
し
て
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
不
可
と
国
内
法

化
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

51
）
52
）

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
グ
レ
ー
リ
ス
ト
で
は
あ
っ
て
も
、
も
と
も
と
Ｅ
Ｃ
委
員
会
か
ら

は
有
用
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て

53
）

い
た
し
、
実
際
、
欧
州
司
法
裁
判
所
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
七
日

54
）

判
決
は
、
国
内
法
は
指
令
に
適
合
的
に

解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
判
示

55
）

す
る
。

も
っ
と
も
、
も
と
も
と
ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
〇
二
年
施
行
の
債
務
法
改
正
以
前
か
ら
す
で
に
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ

な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
次
に
、
債
務
法
改
正
前
の
裁
判
例
と
学
説
と
を
み
よ
う
。

そ
の
前
に
こ
こ
で
、
債
務
法
改
正
前
の
約
款
規
制
法
の
関
連
す
る
条
文
の
文
言
を
紹
介
し
て

56
）

お
く
。

約
款
規
制
法
九
条
（
一
般
条
項
）
は
、
一
項
に
お
い
て
、

「
約
款
の
規
定
は
、
約
款
使
用
者
の
契
約
相
手
方
を
信
義
誠
実
の
命
令
に
反
し
て
不
適
切
に
不
利
に
す
る
場
合
は
無
効
で
あ
る
」

と
規
定
し
、
二
項
に
お
い
て
、

「
規
定
が
、

１

逸
脱
さ
れ
る
法
律
規
制
の
本
質
的
な
基
本
思
想
と
相
容
れ
な
い
、
ま
た
は
、

）

一
一

一
〇
九

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



２

契
約
の
性
質
か
ら
生
じ
る
本
質
的
な
権
利
ま
た
は
義
務
を
、契
約
目
的
の
達
成
が
危
う
く
さ
れ
る
ほ
ど
に
制
限
す
る
場
合
は
、

疑
わ
し
き
と
き
は
不
適
切
に
不
利
に
す
る
も
の
と
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
し
て
い
た
。

ま
た
、
同
法
一
一
条
（
評
価
余
地
な
き
条
項
禁
止
）
は
、
七
号
（
重
大
な
過
責
の
場
合
の
責
任
）
に
お
い
て
、

「
約
款
で
は
、
約
款
使
用
者
の
重
過
失
的
な
契
約
違
反
に
、
ま
た
は
、
約
款
使
用
者
の
法
律
上
の
代
理
人
も
し
く
は
履
行
補
助
者
の

故
意
的
も
し
く
は
重
過
失
的
な
契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
の
排
除
ま
た
は
限
定
は
、
無
効
で
あ
る
。
…
」

と
規
定
し
、
同
法
二
四
条
（
人
的
適
用
範
囲
）
は
、
一
文
に
お
い
て
、

「
本
法
二
条
、
一
〇
条
お
よ
び
一
一
条
な
ら
び
に
民
法
施
行
法
二
九
条
ａ
の
規
定
は
、
事
業
者
、
公
法
上
の
法
人
ま
た
は
公
法
上
の

特
別
財
産
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
約
款
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」

と
規
定
し
、
二
文
に
お
い
て
、

「
一
文
の
場
合
に
お
い
て
、
九
条
は
、
一
〇
条
お
よ
び
一
一
条
に
挙
げ
ら
れ
た
契
約
規
定
を
無
効
な
ら
し
め
る
と
き
で
も
適
用
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
は
、
商
取
引
に
お
い
て
妥
当
す
る
慣
習
お
よ
び
慣
行
を
適
切
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
し
て
い
た
。

㈡

債
務
法
改
正
前
の
裁
判
例

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
次
節
㈢
で
み
る
よ
う
に
、
学
説
で
は
あ
る
程
度
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
裁

判
例
で
は
実
は
そ
う
で
も
な
く
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
裁
判
例
で
（
そ
れ
も
下
級
審
の
も
の
で
あ
る
。）
比
較
的
簡
単
な
論

述
の
も
と
に
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

）

一
二

一
一
〇

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



【D1】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
七
七
年
一
二
月
七
日

57
）

判
決（
頸
動
脈
造
影
後
遺
症
損
害
賠
償
請
求
事
件
）

頸
動
脈

造
影
を
受
け
て
後
遺
障
害
が
残
っ
た
患
者
が
、
措
置
前
に
頸
動
脈
造
影
の
リ
ス
ク
や
あ
り
得
る
結
果
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
と
し

て
、
病
院
設
置
者
と
医
師
と
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
病
院
規
定
が
故
意
・
重
過
失
に
つ
い
て
し
か
責
任
を
負
わ
な

い
と
し
て
い
た
こ
と
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
説
明
が
し
か
る
べ
く
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
請
求
を
そ
の
根
拠
に
つ
き

正
当
と
認
め
る
が
、
そ
れ
に
際
し
て
、
本
件
条
項
は
、
少
な
く
と
も
治
療
や
説
明
の
欠
陥
を
対
象
と
す
る
か
ぎ
り
、
良
俗
お
よ
び
信
義
誠

実
の
諸
原
則
に
反
す
る
（
民
法
一
三
八
、
二
四

58
）

二
条
）
の
で
、
承
認
で
き
な
い
と
す
る
。
そ
の
こ
と
の
説
明
と
し
て
、
判
決
は
、
①
被
告

病
院
設
置
者
は
多
く
の
医
療
分
野
で
独
占
的
地
位
を
有
す
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
過
失
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
と
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
乖
離
す
る
こ
と
は
耐
え
難
い
こ
と
、
②
財
産
利
益
し
か
一
般
的
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
商
工
業
に
お
け
る
と
異
な
り
、
患
者
と

医
師
な
い
し
病
院
と
の
間
の
関
係
で
は
、
生
命
・
健
康
と
い
う
価
値
の
よ
り
高
い
法
益
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
て
、
医
師
の
軽
過
失
で

あ
っ
て
も
、
患
者
に
、
予
測
不
可
能
な
結
果
を
も
た
ら
し
得
る
こ
と
、
③
病
気
や
事
故
の
際
に
医
師
を
頼
る
し
か
な
い
患
者
に
対
し
て
、

責
任
が
重
過
失
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
に
対
し
、
病
院
や
医
師
に
は
、
軽
過
失
の
結
果
を
も
カ
バ
ー
す
る
責

任
保
険
の
締
結
が
求
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
本
件
病
院
設
置
者
が
自
分
の
と
こ
ろ
の
医
師
に

よ
る
治
療
や
説
明
の
欠
陥
に
つ
い
て
の
責
任
を
制
限
し
よ
う
と
試
み
て
も
孤
立
無
援
で

59
）

あ
る
と
す
る
。

【D4】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
八
年
四
月
二
二
日

60
）

判
決（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
約
款
条
項
使
用
差
止
請
求
事
件
）

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
契
約
書
式
中
の
い
く
つ
か
の
約
款
条
項
の
使
用
差
止
め
を
消
費
者
団
体
が
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
は
故
意
お
よ
び
重
過
失
に
つ
い
て
し
か
責
任
を
負
わ
な
い
、
結
果
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
は
排
除
さ
れ
る
と
す
る
条
項
の
効
力
が

問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
請
求
を
認
容
す
る
が
、
そ
れ
に
際
し
て
、
軽
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
排
除
は
、
生
命
お
よ
び
健
康
へ
の
危
険
が

）

一
三

一
一
一

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



定
型
的
に
生
じ
る
行
為
を
も
対
象
と
す
る
か
ぎ
り
で
、
民
法
二
七
六
条
お
よ
び
二
七

61
）

八
条
の
基
本
思
想
に
よ
っ
て
、
約
款
規
制
法
九
条
一

項
お
よ
び
同
条
二
項
一
号
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
損
害
賠
償
義
務
の
存
在
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
法
益
を
保
護
す

る
こ
と
は
法
秩
序
の
放
棄
不
可
能
な
事
項
で
あ
る
こ
と
を

62
）

い
う
。

【D5】
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
九
年
八
月
二
三
日

63
）

判
決
（
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
事
故
損
害

賠
償
請
求
事
件
）

ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
企
画
の
参
加
者
が
、他
の
参
加
車
両
に
追
突
さ
れ
て
自
車
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
当
該
追
突
車
両

の
運
転
者
他
に
対
し
て
求
め
た
事
案
に
お
い
て（
講
習
企
画
の
主
催
者
で
あ
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
被
告
と
な
っ
て
い
な
い
。）、

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
公
募
条
項
中
の
、
主
催
者
は
参
加
者
に
対
し
て
、
人
損
、
物
損
、
財
産
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
を
引
き
受

け
ず
、
参
加
者
は
出
場
登
録
に
よ
り
、
企
画
に
関
連
し
て
被
っ
た
あ
ら
ゆ
る
事
故
ま
た
は
損
害
に
つ
い
て
、
参
加
車
両
の
運
転
者
他
に
対

す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
放
棄
し
、
自
己
の
危
険
に
お
い
て
企
画
に
参
加
す
る
と
す
る
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
い
く
つ
か

の
事
情
を
指
摘
し
て
、
本
件
条
項
が
信
義
誠
実
の
命
令
に
反
し
て
原
告
を
不
適
切
に
不
利
に
し
、
そ
れ
ゆ
え
約
款
規
制
法
九
条
に
よ
り
無

効
で
あ
る
と
し
て
、
被
告
に
よ
る
本
件
条
項
の
援
用
を
認
め
ず
、
請
求
を
ほ
ぼ
認
容
す
る
。
判
決
が
指
摘
す
る
い
く
つ
か
の
事
情
と
は
、

①
約
款
規
制
法
一
一
条
七
号
は
本
件
で
は
適
用
さ
れ
な
い
（
他
の
参
加
者
は
主
催
者
の
補
助
者
で
な
い
の
で
。）
が
、
重
過
失
に
よ
る
損
害

に
つ
い
て
責
任
を
排
除
す
る
条
項
を
無
効
と
す
る
同
号
に
あ
ら
わ
れ
た
原
則
は
、
同
法
九
条
に
お
い
て
、
法
律
規
制
の
本
質
的
な
基
本
思

想
と
し
て
妥
当
す
る
こ
と
（
本
件
で
は
追
突
車
両
の
運
転
者
に
は
重
過
失
が
あ
っ
た
と
認
定
さ
れ
て
い
た
。）、
②
被
告
は
価
格
が
低
廉
で

あ
る
と
の
い
わ
ゆ
る
価
格
論
拠
や
契
約
目
的
達
成
の
必
要
性
を
い
う
が
、
原
則
的
に
こ
れ
に
よ
っ
て
は
、
契
約
相
手
方
を
不
適
切
に
不
利

に
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
③
責
任
追
及
の
放
棄
は
、
本
件
企
画
の
特
殊
性
に
よ
っ
て
も
正
当
化
さ
れ
ず
、
守

ら
れ
な
い
と
定
型
的
に
生
命
や
健
康
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
注
意
義
務
は
、
原
則
的
に
、
免
責
の
対
象
と
な
り
得
な
い
こ
と
、

）

一
四

一
一
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④
車
両
保
険
を
指
摘
し
て
も
免
責
は
正
当
化
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

【D7】
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
九
五
年
三
月
三
〇
日

64
）

判
決（
減
量
ス
タ
ジ
オ
約
款
条
項
使
用
差
止
請
求
事
件
）

女
性
向
け

減
量
ス
タ
ジ
オ
の
い
く
つ
か
の
約
款
条
項
の
使
用
差
止
め
を
消
費
者
団
体
が
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
ス
タ
ジ
オ
は
重
過
失
ま
た
は
故
意

を
除
い
て
事
故
の
責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
請
求
を
認
容
す
る
が
、
そ
れ
に
際
し
て
、
た
と
え

ば
、
被
告
が
軽
過
失
で
場
所
や
器
具
を
き
ち
ん
と
し
た
状
態
に
保
た
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
事
故
が
起
き
た
と
き
は
、
被
告
は
、
本
件

条
項
に
よ
れ
ば
、
健
康
へ
の
危
険
や
侵
害
か
ら
顧
客
を
守
る
べ
き
本
質
的
な
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
約
款
規
制

法
九
条
二
項
一
号
と
相
容
れ
な
い
と

65
）

す
る
。

人
身
損
害
（
な
い
し
そ
の
危
険
）
が
生
じ
た
事
案
に
お
い
て
、
結
論
と
し
て
、
責
任
か
ら
の
免
責
を
認
め
な
か
っ
た
裁
判
例
で
あ
れ
ば
、

他
に
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら

66
）

れ
る
が
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
直
接
、
判
示
し
た
も
の
は
、
筆
者
の
み
る
か
ぎ

り
、
右
に
紹
介
し
た
裁
判
例
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
を
認
め
る
結
果
と
な
る
判
断
を
下
す
裁

判
例
も
、
以
下
の
と
お
り
、
一
部
に
み
ら
れ
る
。

【D2】
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
一
年
五
月
二
二
日

67
）

判
決（
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
講
習
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
）

ハ
ン
グ

ラ
イ
ダ
ー
学
校
の
講
習
参
加
者
が
墜
落
し
て
骨
折
し
、
講
師
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
申
込
書
式
中
の
、
墜
落
お
よ

び
そ
の
結
果
と
し
て
の
受
傷
に
つ
い
て
は
い
か
な
る
種
類
の
も
の
で
あ
れ
生
徒
な
い
し
講
習
参
加
者
自
身
が
責
任
を
負
う
と
す
る
条
項
の

効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
講
師
に
は
少
な
く
と
も
重
過
失
は
な
く
、
本
件
条
項
に
よ
り
軽
過
失
で
は
責
任
は
生
じ
な
い
（
本
件

）
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条
項
は
、
故
意
お
よ
び
重
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
を
対
象
と
す
る
か
ぎ
り
で
、
民
法
二
七
六
条
、
約
款
規
制
法
一
一
条
七
号
に
よ
り
無
効

だ
が
、
軽
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
を
対
象
と
す
る
か
ぎ
り
で
有
効
で
あ
る
。）
と
し
て
、
請
求
を
棄
却
す
る
。

【D3】
コ
ー
ブ
レ
ン
ツ
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
四
年
五
月
七
日

68
）

判
決（
オ
ー
ト
バ
イ
レ
ー
ス
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
）

オ
ー
ト
バ
イ

レ
ー
ス
の
参
加
者
が
事
故
に
遭
っ
て
（
カ
ー
ブ
で
コ
ー
ス
か
ら
逸
脱
し
、
逸
脱
箇
所
に
戻
ら
ず
短
絡
し
よ
う
と
し
て
そ
こ
に
あ
っ
た
穴
に

は
ま
り
転
倒
し
た
よ
う
で
あ
る
。）、
レ
ー
ス
主
催
者
他
に
対
し
て
慰
謝
料
の
支
払
い
を
求
め
る
と
と
も
に
、
主
催
者
他
が
事
故
に
よ
る
将

来
損
害
の
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
（
し
た
が
っ
て
、
掲
載
誌
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
人
身
損
害
が
生
じ
た
と
思
わ

れ
る
。）事
案
に
お
い
て
、
出
場
登
録
文
書
中
の
、
参
加
者
は
、
出
場
登
録
に
よ
り
、
企
画
に
関
連
し
た
被
っ
た
す
べ
て
の
事
故
ま
た
は
損

害
に
つ
い
て
、
事
故
ま
た
は
損
害
が
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
主
催
者
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
放
棄
す
る
と

す
る
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
主
催
者
に
は
重
過
失
は
な
く
、
原
告
は
軽
過
失
を
理
由
と
す
る
請
求
権
を
も
た
な
い
と

し
て
主
催
者
に
対
す
る
請
求
を
棄
却
す
る
が
、
本
件
条
項
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
軽
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
免
責
は
約
款
規
制
法
九
条
に

い
う
不
適
切
に
不
利
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
免
責
は
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
企
画
で
は
全
般
的
に
許
さ
れ
る
と
す
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
判
決
は
、
①
本
件
の
よ
う
な
レ
ー
ス
は
危
険
な
催
し
で
、
主
催
者
が
軽
過
失
に
つ
い
て
責
任
を
免
責
さ
れ
た
い
と
欲

す
る
の
は
衡
平
に
思
え
る
こ
と
、
②
軽
過
失
的
行
為
と
事
後
的
に
は
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
各
参
加
者
が
自
明
で
不
可
避
な
こ
と
と

し
て
受
忍
す
る
と
こ
ろ
の
事
象
が
、
レ
ー
ス
中
に
は
多
く
生
じ
得
る
の
で
、
レ
ー
ス
へ
の
参
加
に
は
リ
ス
ク
の
引
受
け
が
み
ら
れ
、
軽
過

失
に
基
づ
く
請
求
権
の
放
棄
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
③
原
告
は
、
責
任
排
除
は
、
レ
ー
ス
参
加
者
の
健
康
と
財
産
と
を
危
険
に
さ
ら
す
の

で
、
無
効
と
主
張
す
る
が
、
レ
ー
ス
参
加
者
は
、
レ
ー
ス
参
加
に
よ
り
、
再
三
、
自
分
の
健
康
と
生
命
と
を
リ
ス
ク
に
さ
ら
し
、
ま
た
、

他
の
参
加
者
の
軽
微
な
ル
ー
ル
違
反
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
て
も
そ
の
者
に
対
す
る
請
求
権
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
さ
ら
に
、
自
分
が
軽

）

一
六

一
一
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過
失
で
サ
ー
キ
ッ
ト
の
設
備
に
損
害
を
与
え
て
も
責
任
を
負
わ
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
主
張
は
妥
当
で
な
い
こ
と
を
い
う
。

【D6】
コ
ー
ブ
レ
ン
ツ
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
九
二
年
六
月
二
九
日

69
）

判
決
（
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
選
手
権
レ
ー
ス
事
故
損
害
賠
償

請
求
事
件
）

選
手
権
レ
ー
ス
の
参
加
者
が
、
他
の
参
加
車
両
に
衝
突
さ
れ
て
重
傷
を
負
い
、
当
該
衝
突
加
害
車
両
の
運
転
者
他
に
対
し
て

損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
（
レ
ー
ス
の
主
催
者
で
あ
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
被
告
と
な
っ
て
い
な
い
。）、
出
場
登
録

書
式
中
の
、
参
加
者
は
、
出
場
登
録
に
よ
り
、
企
画
に
関
連
し
て
被
っ
た
す
べ
て
の
事
故
ま
た
は
損
害
に
つ
い
て
、
事
故
ま
た
は
損
害
が

故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、参
加
者
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
放
棄
す
る
と
す
る
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。

判
決
は
、
加
害
運
転
者
に
は
軽
過
失
し
か
な
く
、
軽
過
失
や
危
険
に
つ
い
て
の
責
任
は
、
出
場
登
録
書
式
に
原
告
が
署
名
し
た
こ
と
で
排

除
さ
れ
る
と
し
て
請
求
を
棄
却
す
る
が
、
本
件
条
項
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
責
任
を
全
般
的
に
排
除
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
軽

過
失
と
道
路
交
通
法
上
の
危
険
に
つ
い
て
の
責
任
に
つ
い
て
の
み
責
任
を
排
除
す
る
も
の
で
、
約
款
規
制
法
九
条
二
項
に
い
う
不
適
切
に

不
利
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
判
決
は
、
①
故
意
責
任
か
ら
の
あ
ら
か
じ
め
の
免
除（
民
法
二
七
六
条
二
項
）

で
は
な
い
の
で
、
法
律
規
制
の
本
質
的
な
基
本
思
想
か
ら
の
乖
離
は
な
い
こ
と
、
②
約
款
規
制
法
一
一
条
七
号
違
反
で
も
な
い
こ
と
、
③

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
者
が
ス
ポ
ー
ツ
の
ル
ー
ル
を
守
り
事
故
に
い
た
っ
た
場
合
は
、
そ
の
時
々
の
被
害
者
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
侵
害
を
自
分

が
そ
の
者
に
加
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
こ
ろ
の
原
因
者
に
損
害
を
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
不
快
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
基
本
思

想
が
、
責
任
を
免
れ
し
め
る
方
向
で
根
本
に
あ
り
、
信
義
誠
実
の
原
則
が
妥
当
す
る
こ
と
を
い
う
。

な
お
、

【D3】
と

【D6】
の
判
決
の
読
み
方
と
し
て
、
理
由
付
け
（

【D3】
で
は
②
と
③
、

【D6】
で
は
③
）
に
危
険
の
引
受
け
の
考
え
方
が
み
ら

70
）

れ
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
免
責
条
項
が
な
く
て
も
、
そ
も
そ
も
責
任
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
事
案
と
判
決
は
み
て
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

）
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一
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★注と【D3】等が重ならないように注意★



判
決
は
、
あ
く
ま
で
、
条
項
の
効
力
か
ら
責
任
を
否
定
し
て
い
る
の
で
、
や
は
り
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
を
免
責
条
項
に
基
づ
き

否
定
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
裁
判
例
で
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
契
約
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
免
責
す
る
こ
と
の
不
許
容
性
が
い
く
つ
か
の
裁

判
例
に
お
い
て
明
言
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
不
許
容
性
が
普
遍
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
。

㈢

債
務
法
改
正
前
の
学
説

こ
う
し
た
裁
判
例
に
対
し
て
、
学
説
で
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
の
可
否
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
詳
細
な
議
論
が
み
ら
れ
る
。

筆
者
の
み
る
か
ぎ
り
こ
の
問
題
を
は
じ
め
て
論
じ
た
の
は
シ
ュ
ト
ル
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ル
は
、
一
九
六
一
年
に
、『
自
己
危
険
に
お
け
る
行

為
』
と
題
す
る
著
書
の
な

71
）

か
で
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
不
法
行
為
責
任
を
法
律
行
為
に
よ
っ
て
排
除
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
可
能
で
、
民
法

二
七
六
条
二
項
に
よ
り
故
意
に
つ
い
て
の
責
任
だ
け
は
あ
ら
か
じ
め
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
見
解
は
、
人
身
損

害
に
つ
い
て
の
不
法
行
為
責
任
の
排
除
に
か
か
わ
っ
て
は
、
疑
問
が
あ
る
と
す
る
。
シ
ュ
ト
ル
い
わ
く
、
身
体
の
完
全
性
と
い
う
法
益
に

つ
き
原
則
的
に
誰
も
処
分
権
を
有
し
な
い
こ
と
は
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
理
論
で
あ
る
が
、
こ
の
理
論
か
ら
、
身
体
へ
の
重
大
な
侵
害
に

つ
い
て
の
同
意
の
有
効
性
が
否
定
さ
れ
る
の
に
、
身
体
へ
の
重
大
な
侵
害
か
ら
生
じ
る
損
害
を
対
象
と
す
る
責
任
放
棄
が
否
定
さ
れ
な
い

と
い
う
の
は
、
自
分
に
は
理
解
で
き
な
い
、
と
。
シ
ュ
ト
ル
は
さ
ら
に
、
故
意
責
任
に
つ
い
て
の
み
免
除
を
禁
止
す
る
民
法
二
七
六
条
二

項
に
つ
い
て
、
同
項
は
債
務
不
履
行
責
任
に
の
み
適
用
さ
れ
る
と
理
解
す
る
。

こ
れ
に
続
い
て
、
ド
ィ
チ
ュ
が
一
九
七
四
年
に
「
職
業
責
任
か
ら
の
免
責
」
と
題
す
る
論
説
の
な

72
）

か
で
、
通
説
に
反
対
し
て
、
不
法
行

為
法
を
強
行
法
と
解
す
る

73
）

立
場
か
ら
、
少
な
く
と
も
生
命
や
身
体
の
保
護
が
問
題
と
な
る
と
き
は
、
免
責
は
認
め
ら
れ

74
）
75
）

な
い
と
し
、
不
法

行
為
規
範
を
任
意
法
と
解
す
る
こ
と
は
、
人
身
損
害
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
身
体
、
生
命
ま
た
は
健
康
を
害
さ
れ
た
者
の
世
話
に
か
か
わ
る

）

一
八

一
一
六
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損
害
に
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い
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公
の
利
益
に
反
し
も
す
る
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

そ
の
後
、
ヴ
ォ
ル
フ
が
こ
の
問
題
を
詳
細
に
論
じ
、
以
降
の
学
説
の
展
開
を
方
向
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
一
九
八
〇
年

に
、「
約
款
に
お
け
る
軽
過
失
免
責
の
諸
禁
止
」と
題
す
る
論
説
の
な

76
）

か
で
、
約
款
規
制
法
一
一
条
七
号
が
重
過
失
免
責
を
無
効
と
す
る
こ

と
か
ら
、
軽
過
失
免
責
は
許
さ
れ
る
と
推
論
さ
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
軽
過
失
免
責
が
許
さ
れ
な
い
例
外
的
場
合
が
あ
る
と
し
て
、
⑴

信
頼
保
護
の
特
別
な
必
要
が
あ
る
場
合
、
⑵
責
任
保
険
に
加
入
で
き
る
場
合
、
⑶
行
為
が
生
命
や
健
康
へ
の
危
険
を
定
型
的
に
と
も
な
う

場
合
の
三
つ
を
い
う
。
こ
の
⑶
の
場
合
に
つ
い
て
、
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
損
害
予
防
お
よ
び
公
正
な
損
害
分
配
は
法
律
規
制
の
本
質
的
な
基
本

思
想
に
属
す
る
重
要
事
項
で
あ
る
と
こ
ろ
、
軽
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
は
、
重
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
と
異
な
り
、
十
分
な
予
防
効
果
が

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
軽
過
失
免
責
は
原
則
的
に
、
損
害
予
防
思
想
の
侵
害
と
は
み
れ
な
い
と
し
つ
つ
も
、
生
命
や
健
康
と
い
っ
た
重
要

な
法
益
へ
の
危
険
が
存
す
る
場
合
は
損
害
予
防
は
特
に
重
要
な
事
項
な

77
）

の
で
、
生
命
や
健
康
へ
の
著
し
い
危
険
を
定
型
的
に
と
も
な
う
行

為
で
の
軽
過
失
免
責
は
、
約
款
規
制
法
九
条
二
項
一
号
違
反
で
あ
る
と

78
）

す
る
。

ヴ
ォ
ル
フ
は
、
一
九
八
四
年
に
も
、
ヴ
ォ
ル
フ
他
の
約
款
規
制
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
な

79
）

か
で
、
右
と
同
様
に
、
生
命
や
健
康
と
い
っ

た
法
益
を
損
害
賠
償
義
務
の
存
在
を
通
じ
て
保
護
す
る
こ
と
は
、
法
秩
序
の
放
棄
し
得
な
い
事
項
な
の
で
、
軽
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
排

除
は
、
生
命
お
よ
び
健
康
へ
の
定
型
的
な
危
険
が
生
じ
る
行
為
義
務
を
対
象
と
す
る
か
ぎ
り
で
、
約
款
規
制
法
九
条
二
項
一
号
と
の
連
携

の
も
と
民
法
二
七
六
条
お
よ
び
二
七
八
条
の
基
本
思
想
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と

80
）

し
た
う
え
で
、
判
例
は
制
限
解
釈
に
よ
り
同
様
の
結
論
を

導
く
が
、
生
命
お
よ
び
健
康
へ
の
定
型
的
な
危
険
に
か
か
わ
る
か
ぎ
り
、
一
義
的
に
表
現
さ
れ
た
責
任
免
責
で
あ
っ
て
も
無
効
と
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

バ
ズ
ド
ゥ
も
、
一
九
九
三
年
に
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
な

81
）

か
で
、
損
害
予
防
の
見
地
か
ら
人
身
損
害
に
つ
い
て
免

責
を
認
め
な
い
ヴ
ォ
ル
フ
の
こ
う
し
た
見
解
を
支
持
す
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ズ
ド
ゥ
は
、
非
商
人
に
対
す
る
関
係
で
の
軽
過
失
免
責
に
つ

）

一
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き
、
約
款
規
制
法
一
一
条
七
号
の
反
対
解
釈
か
ら
軽
過
失
免
責
が
常
に
有
効
と
推
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
約
款
規
制
法
九
条
に
よ
り
、

損
害
を
調
整
す
る
必
要
性
、
損
害
回
避
コ
ス
ト（
予
防
機
能
）、
付
保
可
能
性
な
ど
の
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
う

え
で
、
免
責
条
項
は
約
款
規
制
法
九
条
二
項
一
号
に
い
う
法
律
規
制
の
本
質
的
な
基
本
思
想
に
反
す
る
こ
と
が
あ
り
得
、
制
定
法
で
あ
る

責
任
法
は
、
そ
の
す
べ
て
の
細
目
が
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
に
し
て
も
、
約
款
規
制
に
お
け
る
指
導
形
象
に
属
し
、
こ
の
こ
と
は
、
と
く

に
重
要
な
と
り
わ
け
非
物
質
的
な
法
益
（
生
命
、
健
康
、
名
誉
）
の
保
護
が
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
は
、
損
害
予
防
が
前
面
に
出
て
く
る

の
で
、
大
き
な
意
味
を
も
つ
と

82
）

す
る
。

ま
た
、
グ
ラ
ー
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
は
、
一
九
九
三
年
に
、『
契
約
法
お
よ
び
諸
約
款
』
と
題
す
る
編
書
の
な
か
で
（
当

該
部
分
の
執
筆
者
も

83
）

同
氏
）、
憲
法
の
規
制
内
容
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
益
保
護
に
は
序
列
が
あ
っ
て
、
人
身
損
害
の
リ
ス
ク
は
物
的

損
害
の
リ
ス
ク
よ
り
も
高
位
に
あ
り
、
な
に
か
し
ら
の
附
随
義
務
の
違
反
に
よ
る
財
産
損
害
に
つ
い
て
の
法
的
保
護
が
最
下
位
に
あ
る
こ

と
、
人
身
損
害
の
リ
ス
ク
を
も
対
象
と
す
る
責
任
免
責
条
項
は
、
約
款
規
制
法
九
条
一
項
に
よ
り
無
効
で
あ
る

84
）

こ
と
、
民
法
八
二
三
条
一

85
）

項
が
身
体
、
生
命
、
健
康
の
保
護
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
人
身
損
害
が
つ
ね
に
全
範
囲
で
補
償
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ

と
を

86
）

い
う
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
当
時
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
を
部
分
的
に
許
容
す
る
論
者
も
一
部
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー
は
、
一
九
八
〇
年
に
、
シ
ュ
タ
ウ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
な

87
）

か
で
、
責
任
排
除
か
責
任
制

限
か
、
死
亡
か
身
体
侵
害
か
で
区
別
し
て
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
約
款
規
制
法
一
一
条
七
号
の
反
対
解
釈
か
ら
軽
過
失
に
つ

い
て
の
責
任
免
責
は
原
則
的
に
許
容
さ
れ
る
が
、
軽
過
失
に
つ
い
て
書
式
に
よ
る
責
任
免
責
が
許
さ
れ
な
い
場
合
の
一
つ
と
し
て
、
職
業

典
型
的
な
給
付
が
特
別
の
信
頼
関
係
に
基
い
て
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
人
自
身
の
世
話
に
つ
い
て
の
契
約
は
特
別
の
信
頼
関
係
を
基

礎
づ
け
る
の
で
、
入
院
契
約
、
宿
泊
契
約
、
旅
行
催
行
契
約
で
は
軽
過
失
の
身
体
侵
害
に
つ
い
て
も
責
任
排
除
は
許
さ
れ
ず
（
も
っ
と
も

一
一
八

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（

）
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〇

）

處

博

田

之

字取 て注りをかけ い出しています★を追★



適
切
に
責
任
限
定
す
る
の
は
許
さ
れ
る
。）、
し
た
が
っ
て
、
区
別
な
し
に
身
体
侵
害
を
も
対
象
と
す
る
責
任
免
責
条
項
は
全
体
と
し
て
無

効
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
約
款
使
用
者
に
よ
っ
て
契
約
相
手
方
の
死
亡
が
惹
起
さ
れ
た
と
き
は
、
書
式
に
よ
る
全
般
的
な
免
責
は
基
本
的

に
許
さ
れ
な
い
が
、
身
体
侵
害
に
つ
い
て
は
、
今
日
ほ
と
ん
ど
の
人
に
社
会
保
険
法
上
の
健
康
保
護
が
あ
る
の
で
、
重
過
失
あ
る
場
合
に

責
任
を
限
定
す
る
こ
と
は
通
常
、
許
さ
れ
る
と
す
る
。

ま
た
、
ツ
ィ
ー
ク
ラ
ー
も
、
一
九
九
〇
年
に
、「
約
款
に
お
け
る
契
約
締
結
上
の
過
失
責
任
の
制
限
」と
題
す
る
論
説
の
な

88
）

か
で
、
①
軽

過
失
責
任
は
ほ
と
ん
ど
予
防
機
能
を
有
し
な
い
こ
と
、
②
身
体
侵
害
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
は
十
分
な
社
会
保
険
法
上
の
保
護
が
あ
る
こ

と
、
③
生
命
・
健
康
・
所
有
権
と
い
っ
た
完
全
性
利
益
に
か
か
わ
る
損
害
は
ほ
と
ん
ど
予
見
不
可
能
で
、
約
款
使
用
者
の
保
険
費
用
は
価

格
を
通
じ
て
顧
客
が
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
完
全
性
利
益
に
つ
い
て
も
約
款
に
よ
る
軽
過
失
行
為
に
つ
い
て
の
免
責
は
許

さ
れ
る
と
す
る
（
も
っ
と
も
、
生
命
に
つ
い
て
だ
け
は
留
保
を
付
し
、
最
高
位
の
法
益
で
あ
る
生
命
は
代
替
不
可
能
で
保
険
に
付
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
と
し
て
、
以
上
の
論
拠
は
完
全
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
す
る
。）。

こ
の
よ
う
に
一
部
に
異
論
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
債
務
法
改
正
前
の
こ
の
時
代
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る

と
す
る
学
説
が
、
そ
の
後
も
相
次
い
で

89
）

い
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
一
九
九
三
年
に
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
、
ド
イ
ツ
で
は
一
九
九
六
年
に
約
款
規
制

法
が
一
部
改
正
さ

90
）

れ
た
が
、
そ
れ
は
消
費
者
契
約
に
関
す
る
特
則
と
し
て
二
四
条
ａ
を
新
設
す
る
な
ど
し
た
に
と
ど

91
）

ま
り
、
こ
の
時
点
で

は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
禁
止
は
条
文
化
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
学
説
で
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
立
場
が
、
通
説
と
し
て
の
地
位
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し

て
い
く
。
た
と
え
ば
、
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
一
九
九
四
年
に
、
ヴ
ォ
ル
フ
他
の
約
款
規
制
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
な

92
）

か
で
、
ま
た
、
ハ
イ
ン
リ

ヒ
ス
も
、
一
九
九
七
年
に
、
パ
ー
ラ
ン
ト
の
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
な

93
）

か
で
、
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
の
付
表
一
号
ａ
は
、
健
康
や
生

）
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命
の
侵
害
に
つ
い
て
の
責
任
は
約
款
規
制
法
九
条
二
項
一
号
に
よ
り
排
除
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
約
款
規
制
法
の
解
釈
を
強
固
に
す
る
と

評
す
る
。
バ
ズ
ド
ゥ
も
、
二
〇
〇
一
年
に
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
民
法
コ
ン
メ
ン
タ

94
）

ー
ル
の
な
か
で
、
判
例
は
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
免

責
を
約
款
規
制
法
九
条
二
項
一
号
に
よ
り
無
効
と
幾
度
も
解
し
て
き
た
が
、
こ
の
判
例
は
、
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
に
よ
っ
て
欧
州
レ
ベ

ル
の
付
加
的
支
柱
を
得
た
と
評
し
、
さ
ら
に
、
グ
ラ
ー
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
は
、
二
〇
〇
二
年
に
、「
債
務
法
改
正
後：

責
任
免
責
・
制
限
条
項
の
新
し
い
限
界
」
と
題
す
る
論
説
の
な

95
）

か
で
、
民
法
三
〇
九
条
七
号
ａ
に
よ
り
、
約
款
使
用
者
は
、
最
終
消
費
者

の
身
体
、
生
命
ま
た
は
健
康
へ
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
排
除
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と

は
す
で
に
債
務
法
改
正
前
か
ら
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
な
ら
、
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
の
付
表
一
号
が
そ
う
し
た
場
合
の
責
任
免

責
は
不
公
正
で
あ
る
と
明
示
的
に
規
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
説
明

96
）

す
る
。

も
っ
と
も
、Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
が
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
を
完
全
に
禁
止
し
た
こ
と
を
問
題
視
す
る
指
摘
も
一
部
に
み
ら
れ
た
。

ケ
ス
タ
ー
・
ヴ
ァ
ル
チ
ェ
ン
は
、
一
九
九
八
年
に
、
シ
ュ
タ
ウ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
な

97
）

か
で
、
レ
ー
ス
や
乗
馬
な
ど

危
険
な
レ
ジ
ャ
ー
に
消
費
者
が
か
か
わ
っ
て
い
て
事
故
が
起
き
た
と
き
、
自
動
車
保
有
者
や
動
物
保
有
者
責
任
の
責
任
（
道
路
交
通

98
）

法
七

条
や
民
法
八
三
三
条
一
文
に
規
定
さ
れ
る
危
険
責
任
で
あ
っ
て
、
故
意
・
過
失
を
要
件
と
し
な
い
｜

筆
者
注
）
で
リ
ス
ク
配
分
が
不
適

切
に
固
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
が
、
書
式
で
は
な
く
個
別
契
約
に
よ
る
場
合
で
も
（
条
件
が
個
別
に
交
渉
さ
れ

た
の
で
な
い
か
ぎ
り
）
排
除
で
き
な
い
と
さ
れ
る
の
は
、
私
的
自
治
へ
の
広
範
な
介
入
で
あ
っ
て
大
い
に
問
題
で
あ
る
と

99
）

す
る
。

㈣

民
法
三
〇
九
条
七
号
ａ
の
新
設

二
〇
〇
二
年
施
行
の
債
務
法
改
正
に
よ
り
民
法
三
〇
九
条
七
号
に
ａ
が
新
設
さ
れ
て
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
か
ら
約
款
に
よ
り

免
責
す
る
こ
と
が
、
対
消
費
者
取
引
に
限
っ
て
で
は
あ
る
（
民
法
三
一
〇
条
一
項
一
文
）
が
、
禁
止
さ
れ
た
。

）

二
二

一
二
〇

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



こ
こ
で
関
連
す
る
民
法
の
条
文
の
文
言
を
紹
介
し
て
お
く
。

民
法
三
〇
七
条
（
内
容
規
制
）
は
、
一
項
に
お
い
て
、

「
約
款
の
規
定
は
、
約
款
使
用
者
の
契
約
相
手
方
を
信
義
誠
実
の
命
令
に
反
し
て
不
適
切
に
不
利
に
す
る
場
合
は
無
効
で
あ
る
。
不

適
切
に
不
利
に
す
る
と
は
、
当
該
規
定
が
明
瞭
で
理
解
容
易
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
生
じ
う
る
」

と
規
定
し
、
二
項
に
お
い
て
、

「
規
定
が
、

１

逸
脱
さ
れ
る
法
律
規
制
の
本
質
的
な
基
本
思
想
と
相
容
れ
な
い
、
ま
た
は
、

２

契
約
の
性
質
か
ら
生
じ
る
本
質
的
な
権
利
ま
た
は
義
務
を
、契
約
目
的
の
達
成
が
危
う
く
さ
れ
る
ほ
ど
に
制
限
す
る
場
合
は
、

疑
わ
し
き
と
き
は
不
適
切
に
不
利
に
す
る
も
の
と
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
、
一
項
に
、
透
明
性
の
要
請
を
い
う
後
段
を
追
加
し
た
う
え
で
、
約
款
規
制
法
九
条
を
受
け
継
い
だ
も
の
で

100
）

あ
る
。

ま
た
、
民
法
三
〇
九
条
（
評
価
余
地
な
き
条
項
禁
止
）
は
、
七
号
（
生
命
、
身
体
、
健
康
の
侵
害
の
場
合
お
よ
び
重
大
な
過
責
の
場
合

の
責
任
排
除
）
に
お
い
て
、「
法
律
規
定
か
ら
の
乖
離
が
許
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、」
ま
ず
ａ
（
生
命
、
身
体
、
健
康
の
侵
害
）
と
し

て
、

「
約
款
使
用
者
の
過
失
的
な
義
務
違
反
に
、
ま
た
は
、
約
款
使
用
者
の
法
定
代
理
人
ま
た
は
履
行
補
助
者
の
故
意
的
ま
た
は
過
失
的

な
義
務
違
反
に
基
づ
く
生
命
、
身
体
ま
た
は
健
康
の
侵
害
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
の
排
除
ま
た
は
限
定
」

そ
れ
か
ら
ｂ
（
重
大
な
過
責
）
と
し
て
、

「
約
款
使
用
者
の
重
過
失
的
な
義
務
違
反
に
、
ま
た
は
、
約
款
使
用
者
の
法
律
上
の
代
理
人
も
し
く
は
履
行
補
助
者
の
故
意
的
も
し

く
は
重
過
失
的
な
義
務
違
反
に
基
づ
く
そ
の
他
の
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
の
排
除
ま
た
は
限
定

）

二
三

一
二
一

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）

★字取りをかけて注100を入れています★



は
、
約
款
で
は
無
効
で
あ
る
。
…
」

と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
、
文
言
を
若
干
改
め
た
う
え
で
約
款
規
制
法
一
一
条
七
号
を
ｂ
と
し
て
受
け
継
ぎ
、
そ
こ
に
ａ
を
追
加
し
た
も
の

で

101
）

あ
る
。

そ
し
て
、
民
法
三
一
〇
条
（
適
用
範
囲
）
は
、
一
項
に
お
い
て
、

「
三
〇
五
条
二
項
お
よ
び
三
項
な
ら
び
に
三
〇
八
条
お
よ
び
三
〇
九
条
は
、
事
業
者
、
公
法
上
の
法
人
ま
た
は
公
法
上
の
特
別
財
産

に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
約
款
に
対
し
て
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。
一
文
の
場
合
に
お
い
て
、
三
〇
七
条
一
項
お
よ
び
二
項
は
、
三
〇
八

条
お
よ
び
三
〇
九
条
に
挙
げ
ら
れ
た
契
約
規
定
を
無
効
な
ら
し
め
る
と
き
で
も
適
用
さ
れ
、
そ
の
際
は
、
商
取
引
に
お
い
て
妥
当
す

る
慣
習
お
よ
び
慣
行
を
適
切
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
す
る
。
こ
れ
も
、
文
言
を
若
干
改
め
た
う
え
で
、
約
款
規
制
法
二
四
条
を
受
け
継
い
だ
も
の
で

102
）

あ
る
。

な
お
、
民
法
三
〇
九
条
七
号
に
は
適
用
除
外
規
定
が
あ
っ
て
、
右
に
紹
介
し
た
部
分
に
続
け
て
、
同
号
三
文
は
、
市
街
電
車
、
ト
ロ
リ
ー

バ
ス
お
よ
び
路
線
交
通
の
自
動
車
に
つ
い
て
旅
客
運

103
）

送
法
に
よ
り
認
可
さ
れ
た
運
送
条
件
お
よ
び
運
賃
規
則
に
あ
る
責
任
制
限
に
つ
い
て

は
、
一
九
七
〇
年
二
月
二
七
日
の
市
街
電
車
交
通
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
交
通
お
よ
び
自
動
車
に
よ
る
路
線
交
通
の
た
め
の
一
般
運
送
約
款
に

つ
い
て
の

104
）

命
令
か
ら
旅
客
に
不
利
に
乖
離
す
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
同
号
の
ａ
も
ｂ
も
適
用
が
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
。
こ
の
適
用
除
外

規
定
は
約
款
規
制
法
の
当
時
か
ら
す
で
に

105
）

あ
り
、
債
務
法
改
正
に
よ
り
新
た
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
（
約
款
規
制
法
二
三
条
二
項

三
号
と
し
て
あ
っ
た
の
が
、
債
務
法
改
正
に
よ
り
位
置
が
変
わ
っ
て
、
民
法
三
〇
九
条
七
号
に
統
合
さ
れ
た
。）。
債
務
法
改
正
に
あ
た
っ

て
は
、
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
が
こ
う
し
た
適
用
除
外
を
も
た
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
例
外
を
認
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
疑

問
も
呈
さ

106
）

れ
た
が
、
こ
の
適
用
除
外
規
定
に
い
う
責
任
制
限
は
拘
束
力
の
あ
る
法
律
規
定
に
基
づ
く
も
の
で
、
問
題
な
い
と

107
）

さ
れ
、
約
款

規
制
法
時
代
か
ら
の
こ
の
適
用
除
外
規
定
は
維
持
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
、
も
と
も
と
旅
客
運
送
法
二
三

）

二
四

一
二
二

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



条
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
解
さ

108
）

れ
る
た
め
、
こ
の
適
用
除
外
規
定
に
よ
っ
て
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
が
許
容
さ
れ
る
も
の
で
は

109
）
110
）

な
い
。

話
し
を
も
と
に
戻
そ
う
。
一
九
九
三
年
に
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
が
採
択
さ
れ
て
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
が
禁
止
さ
れ
た
当
時
、

学
説
で
は
、
こ
の
禁
止
を（
同
様
に
約
款
規
制
法
を
上
回
る
保
護
を
内
容
と
す
る
他
の
い
く
つ
か
の
条
項
禁
止
と
と
も
に
）、
ド
イ
ツ
法
に

受
け
容
れ
る
こ
と
を
真
摯
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
指
摘
が
複
数
み
ら

111
）

れ
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
こ
の
禁
止
を
国
内
法

化
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
約
款
規
制
法
一
〇
条
お
よ
び
一
一
条
の
無
効
条
項
カ
タ
ロ
グ
は
、
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
が
不
公
正
と
解

さ
れ
る
と
し
た
条
項
の
カ
タ
ロ
グ
に
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、指
令
の
条
項
カ
タ
ロ
グ
は
指
示
的
な
も
の
で
し
か
な
い
の
で
、

約
款
規
制
法
の
改
正
は
必
須
で
は
な
い
と
さ
れ
た
の
で

112
）

あ
る
。
立
法
者
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
学
説
か
ら
、
適
応
を
意
識
的
に
放
棄
し

た
と
評

113
）

さ
れ
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
禁
止
が
国
内
法
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
学
説
で
は
賛
否
が
分
か
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
ザ
ル
ツ
ァ
ー
は
、
一
九
九
五
年
に
、「
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
の
ド
イ
ツ
法
お
よ
び
約
款
規
制
法
へ
の
転
換

（
個
別
問
題
）」
と
題
す
る
論
説
の
な

114
）

か
で
、
約
款
規
制
法
一
〇
、
一
一
条
と
指
令
の
条
項
カ
タ
ロ
グ
と
の
間
に
は
広
範
な
内
容
の
一
致
が

み
ら
れ
る
も
の
の
、
部
分
的
に
は
差
異
が
あ
り
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
免
責
条
項
に
つ
い
て
で
、
指
令
に
よ
れ
ば
、
人
身
損
害
に
つ
い
て

は
、
責
任
排
除
条
項
も
責
任
制
限
条
項
も
全
般
的
に
、
不
公
正
と
解
さ
れ
得
、
軽
過
失
責
任
に
つ
い
て
の
責
任
か
ら
の
免
責
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
ろ
う
の
で
、
こ
の
点
で
は
、
指
令
は
、
約
款
規
制
法
一
一
条
の
条
項
カ
タ
ロ
グ
に
比
べ
て
よ
り
厳
し
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、
約
款
規
制
法
の
責
任
排
除
・
制
限
条
項
に
つ
い
て
の
条
項
カ
タ
ロ
グ
規
制
を
変
更
す
る
必
要
は
な
く
、
な
ぜ

な
ら
、
ド
イ
ツ
の
判
例
は
、
今
後
、
不
公
正
性
と
い
う
基
準
を
適
用
し
て
い
く
な
か
で
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
は
、
指
令
の
付
表
一
号
ａ

を
指
向
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
し
、
約
款
規
制
法
一
〇
、
一
一
条
の
条
項
カ
タ
ロ
グ
が
改
訂
さ
れ
な
い
の
は
そ
の
か
ぎ
り
で

正
当
で
あ
る
と
す
る
。

）

学
院

）

二
五

一
二
三

札
幌

二
八

法
学
（

巻
二
号
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こ
れ
に
対
し
て
、
ヘ
ン
セ
ン
は
、
二
〇
〇
一
年
に
、
ウ
ル
マ
ー
他
の
約
款
規
制
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
な

115
）

か
で
、
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指

令
の
付
表
一
号
ａ
は
約
款
規
制
法
が
責
任
制
限
を
許
容
す
る
範
囲
を
明
ら
か
に
超
え
る
の
だ
か
ら
、
立
法
者
は
約
款
規
制
法
を
改
正
す
る

義
務
が
あ
っ
た
と
す
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
債
務
法
改
正
に
よ
り
よ
う
や
く
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
の
禁
止
が
条
文
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
民
法
三
〇
九

条
七
号
ａ
の
新
設
は
、
こ
の
よ
う
に
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
の
国
内
法
化
の
た
め
で
あ

116
）

っ
た
が
、
同
号
ａ
の
目
的
は
、
顧
客
の
身
体
的
完

全
性
へ
の
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
法
益
は
、
特
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
侵
害
を
金
銭
に
よ
り
補
償
し
て
も
限

界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
強
力
な
保
護
を
受
け
る
な
ど
と
学
説
で
は
説
明
さ

117
）

れ
る
。

前
々
節
㈡
、
前
節
㈢
で
み
た
よ
う
に
、
す
で
に
債
務
法
改
正
前
か
ら
、
学
説
上
（
ま
た
、
学
説
に
お
け
る
ほ
ど
普
遍
的
に
で
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
）、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
民
法
三
〇

九
条
七
号
ａ
の
新
設
に
よ
り
法
状
況
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は

118
）

な
い
。
し
か
し
、
同
号
ａ
に
よ
る
免
責
禁
止
は
、
実
務
的
に
は
、
債
務
法
改

正
に
と
も
な
う
約
款
規
制
の
変
更
で
最
重
要
な
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
と
い
わ

119
）

れ
る
。
す
で
に
約
款
規
制
法
の
も
と
で
、
約
款
使
用
者
は
、

法
律
上
の
規
制
を
自
分
に
有
利
に
変
更
す
る
余
地
が
、消
費
者
に
対
す
る
関
係
で
も
事
業
者
に
対
す
る
関
係
で
も
小
さ
く
な
っ
て
い
た
が
、

債
務
法
改
正
に
よ
り
、
対
消
費
者
取
引
で
は
そ
の
よ
う
な
余
地
は
も
は
や
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
対
事
業
者
取
引
で
も
さ
ら
に
小
さ
く
な
っ

た
と
い

120
）

わ
れ
、
な
か
で
も
免
責
条
項
は
法
的
に
無
意
味
に
な
っ
た
と
評
さ

121
）

れ
た
。
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二
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一
二
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四

債
務
法
改
正
後

㈠

債
務
法
改
正
後
の
裁
判
例

そ
れ
で
は
、
こ
の
新
し
い
民
法
三
〇
九
条
七
号
ａ
の
も
と
で
、
裁
判
例
や
学
説
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
み
せ
た
か
。
免
責
条
項
に
つ
い

て
民
法
三
〇
九
条
七
号
ａ
へ
の
適
合
性
が
問
題
と
さ
れ
た
裁
判
例
と
し
て
は
、
筆
者
の
み
る
か
ぎ
り
、
以
下
が
あ
る
。

【D8】
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ァ
・
オ
ー
ダ
ー
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
七
月
二
二
日

122
）

判
決
（
住
宅
賃
貸
借
約
款
条
項
使
用
差

止
請
求
事
件
）

住
宅
賃
貸
借
契
約
の
い
く
つ
か
の
約
款
条
項
の
使
用
差
止
め
を
、
賃
借
人
の
利
益
擁
護
団
体
が
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、

賃
貸
人
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
か
か
わ
る
事
故
を
理
由
と
す
る
賃
借
人
の
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
種
類
の
事
故
で
あ

れ
、
故
意
ま
た
は
重
過
失
あ
る
場
合
に
つ
い
て
し
か
責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
本
件
条
項
に
つ

き
請
求
を
認
容
す
る
が
、
そ
れ
に
際
し
て
、
軽
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
排
除
は
、
身
体
お
よ
び
生
命
へ
の
危
険
が
定
型
的
に
生
じ
る
行
為

を
も
対
象
と
す
る
か
ぎ
り
で
、
民
法
二
七
六
条
お
よ
び
二
七
八
条
の
基
本
思
想
に
よ
っ
て
、
民
法
三
〇
九
条
七
号
ａ
に
よ
り
無
効
で
あ
る

と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
損
害
賠
償
義
務
の
存
在
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
法
益
を
保
護
す
る
こ
と
は
法
秩
序
の
放
棄
不
可
能
な
事
項
で
あ

る

123
）

こ
と
、
い
わ
ゆ
る
本
質
的
な
義
務
に
つ
い
て
の
責
任
免
責
は
、
軽
過
失
に
つ
い
て
も
契
約
目
的
を
危
険
に
さ
ら
す
と
こ
ろ
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
備
を
き
ち
ん
と
危
険
の
な
い
よ
う
に
維
持
し
、
賃
借
人
の
健
康
や
生
命
に
危
険
や
侵
害
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
賃
貸
借

契
約
の
本
質
的
な
義
務
で
あ
る
こ
と
を

124
）

い
う
。

）
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【D9】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
二
〇
〇
四
年
四
月
二
日

125
）

判
決（
馬
購
入
代
金
返
金
等
請
求
事
件
）

購
入
し
た
馬
が
離
断

性
骨
軟
骨
症
を
患
っ
て
い
て
買
主
が
契
約
解
除
に
よ
る
代
金
返
還
等
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
契
約
が
重
過
失
お
よ
び
故
意
を
除
き
あ

ら
ゆ
る
責
任
な
い
し
瑕
疵
担
保
に
つ
い
て
責
任
を
排
除
し
て
い
る
こ
と
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
本
件
条
項
は
、
物
の
瑕
疵

に
よ
る
責
任
と
こ
れ
に
関
連
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
み
を
排
除
す
る
趣
旨
な
の
で
、
民
法
三
〇
九
条
七
号
ａ
に
違
反
し
な
い
な
ど
と
し

て
、
請
求
を
棄
却
す
る
。

【D10】
ハ
ム
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
二
〇
〇
五
年
二
月
一
〇
日

126
）

判
決（
中
古
車
売
買
契
約
解
除
事
件
）

中
古
の
乗
用
車
の
売
買
で
瑕
疵
を
理
由

に
買
主
が
売
主
に
対
し
契
約
を
解
除
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
瑕
疵
担
保
責
任
を
排
除
す
る
契
約
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判

決
は
、
瑕
疵
の
存
在
を
認
め
た
う
え
で
、
本
件
条
項
は
、
人
身
損
害
や
重
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
を
も
対
象
と
し
て
い
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
〇
九

条
七
号
ａ
お
よ
び
ｂ
違
反
に
よ
り
全
体
と
し
て
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
売
主
が
本
件
条
項
を
援
用
す
る
こ
と
を
認
め
ず
、
請
求
を
認
容
す

る
。【D11】

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
五
日

127
）

判
決
（
旅
行
社
約
款
条
項
使
用
差
止
請
求
事
件
）

旅
行
社
の
約
款

条
項
の
使
用
差
止
め
を
、
不
正
競
争
撲
滅
を
目
的
と
す
る
団
体
が
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
主
給
付
義
務
違
反
以
外
の
契
約
上
の
義
務
違

反
の
場
合
は
、
旅
行
社
は
故
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
る
と
き
の
み
責
任
を
負
い
、
ま
た
、
責
任
は
旅
行
代
金
額
に
、
い
ず
れ
に
し
て
も
予

見
可
能
で
典
型
的
な
損
害
に
制
限
さ
れ
る
と
す
る
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
本
件
条
項
は
民
法
三
〇
九
条
七
号
の
ａ
に

も
ｂ
に
も
違
反
す
る
と
し
て
請
求
を
認
容
す
る
が
、
そ
れ
に
際
し
て
、
旅
行
社
は
旅
行
媒
介
契
約
に
よ
り
注
意
義
務
や
助
言
義
務
を
も
負

い
、
こ
れ
ら
義
務
へ
の
違
反
が
あ
る
と
、
顧
客
の
生
命
、
身
体
、
健
康
に
損
害
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
た
と
え
ば
旅
行
に
健
康

）

二
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上
必
要
と
さ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
説
明
に
か
か
わ
っ
て
）
と
こ
ろ
、
民
法
三
〇
九
条
七
号
ａ
は
、
過
失
に
よ
る
説
明
義
務
違
反
に
つ
い

て
も
責
任
排
除
を
禁
じ
て
い
る
と
す
る
。

【D12】
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
九
年
二
月
二
六
日

128
）

判
決（
旅
行
代
金
返
金
等
請
求
事
件
）

旅
行
者
が
旅
行
給
付
の
瑕
疵
を
理
由
に
旅
行
主

催
者
に
対
し
旅
行
代
金
の
一
部
払
戻
し
と
休
暇
の
時
間
を
意
味
な
く
過
ご
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
旅

行
約
款
中
の
、
旅
行
者
の
契
約
上
の
請
求
権
の
消
滅
時
効
期
間
を
法
定
よ
り
も
短
く
一
年
と
す
る
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決

は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
〇
九
条
七
号
ａ
お
よ
び
ｂ
に
い
う
責
任
制
限
に
は
法
定
の
消
滅
時
効
期
間
の
短
縮
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
行
使
の
時
的

制
限
も
該
当
し
、
本
件
条
項
は
、
旅
行
の
瑕
疵
に
よ
る
責
任
を
、
生
命
、
身
体
、
健
康
の
侵
害
に
よ
る
損
害
や
旅
行
主
催
者
な
い
し
そ
の

履
行
補
助
者
の
重
過
失
の
場
合
を
除
外
す
る
こ
と
な
く
全
般
的
に
排
除
し
て
い
る
の
で
、
同
号
違
反
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
し
、
原
判
決

（
本
件
条
項
に
よ
る
時
効
消
滅
を
認
め
請
求
を
棄
却
し
て
い
た
。）
を
破
棄
し
、
旅
行
の
瑕
疵
に
つ
い
て
の
審
理
を
求
め
て
事
件
を
原
審
に

差
し
戻
す
。

い
ず
れ
も
、
人
身
損
害
が
生
じ
て
い
て
、
責
任
か
ら
の
免
責
を
受
け
よ
う
と
免
責
条
項
が
援
用
さ
れ
た
と
い
う
事
案
で
は
な
い
。
人
身

損
害
が
生
じ
る
場
面
で
、
責
任
か
ら
の
免
責
を
定
め
る
条
項
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
、
効
力
維
持
的
縮
減
、
す
な
わ
ち
、
法
律
規
定
に
違
反
し
許
さ
れ
な
い
約
款
条
項
を
、
当
該
法
律
規
定
に
違
反
せ

ず
許
さ
れ
る
限
界
に
ま
で
縮
減
的
に
解
釈
す
る
こ
と
で
当
該
条
項
の
効
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
許
さ
れ
な
い
と
す
る
の
が
判

例
・
通
説
な
の
で
（
許
さ
れ
る
と
す
る
反
対
説
も
あ

129
）

る
。）、

【D10】
や

【D12】
の
判
決
で
の
よ
う
に
、
当
該
事
案
で
は
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
そ
こ
で
の
約
款
条
項
が
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
を
も
内
容
と
す
る
が
た
め
に
民
法

）

二
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二
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院
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三
〇
九
条
七
号
ａ
違
反
と
し
て
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

㈡

債
務
法
改
正
後
の
学
説

学
説
は
ど
う
か
。
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
筆
者
の
み
る
か
ぎ
り
、
批
判
は
み
ら
れ
な
い
よ

130
）

う
で
、

学
説
の
関
心
は
す
で
に
、
こ
の
禁
止
が
及
ぶ
そ
の
射
程
距
離
い
か
ん
に
移
っ
て
い
る
。
以
下
に
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
民
法
三
〇
九
条
に
規
定
さ
れ
た
条
項
禁
止
は
、
条
文
上
、
対
消
費
者
取
引
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
（
民
法
三
一

〇
条
一
項
一
文
）
が
、
対
事
業
者
取
引
で
も
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
禁
止
さ
れ
る
か
。
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
は
、
二
〇
〇
三
年
に
、

「
新
し
い
債
務
法
｜

約
款
法
に
お
け
る
新
し
い
指
導
形
象
」と
題
す
る
論
説
の
な

131
）

か
で
、
生
命
、
身
体
、
健
康
と
い
う
法
益
が
最
高
位
に

あ
る
こ
と
は
、
契
約
相
手
方
が
事
業
者
で
あ
っ
て
も
異
な
ら
な
い
し
、
重
過
失
免
責
を
禁
止
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
〇
九
条
七
号
ｂ
に
つ
い
て
で

あ
れ
ば
、
判
例
は
、
対
事
業
者
取
引
で
少
な
く
と
も
徴
表
的
意
義
は
あ
る
と
認
め
て
い
る
の
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
〇
九
条
七
号
ａ
は
対
事
業
者

取
引
で
も
類
推
適
用
さ
れ
る
べ
き
で

132
）

あ
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
は
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
対
事
業
者
取
引
へ
の
適
用

云
々
は
、
相
手
方
で
あ
る
事
業
者
が
例
外
的
に
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
し
か
問
題
に
な
っ
て
こ
な
い
（
被
害
者
と
し
て
典
型
的
に
考
え
ら

れ
る
の
は
契
約
相
手
方
の
従
業
員
だ
が
、
従
業
員
の
請
求
権
は
、
約
款
使
用
者
と
契
約
相
手
方
と
の
間
に
有
効
な
約
款
に
よ
っ
て
は
排
除

さ
れ
な
い
。）と
指
摘
す
る
。
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
禁
止
が
対
事
業
者
取
引
で
も
妥
当
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
、
あ
ま

り
問
題
に
な
ら
な
い
と
し
つ
つ
も
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
の
が
学
説
に
お
け
る
多
数
で

133
）

あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
民
法
三
〇
九
条
七
号
ａ
は
、
条
文
の
文
言
上
、
明
示
的
に
過
失
責
任
の
み
を
対
象
と

134
）

し
て
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責

の
禁
止
を
い
う
。
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
の
付
表
一
号
ａ
は
故
意
・
過
失
の
有
無
を
問
題
と
せ
ず
、
危
険
責
任
を
も
対
象
と
し
て
免
責
を

禁
止
し
た
と

135
）
136
）

解
さ
れ
る
の
で
、
ド
イ
ツ
法
の
解
釈
と
し
て
、
故
意
・
過
失
を
要
件
と
は
し
な
い
危
険
責
任
に
つ
い
て
も
、
人
身
損
害
に
つ

）
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い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
危
険
責
任
に
つ
い
て
も
、
民
法
三
〇
七
条
二
項
一

号
に
よ
り
、
や
は
り
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
学
説
が
み
ら

137
）

れ
る
。

さ
ら
に
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
自
由
や
一
般
的
人
格
権
な
ど
の
他
の
高
度
に
人
格
的
な
法
益
に
つ
い
て
も
、
民
法
三
〇

九
条
七
号
ａ
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
免
責
を
許
さ
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
の
可
能
性
が
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
は
、

二
〇
〇
六
年
に
、
ウ
ル
マ
ー
他
の
約
款
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
な

138
）

か
で
、
こ
れ
ら
法
益
へ
の
加
害
は
金
銭
賠
償
に
よ
っ
て
は
部
分
的
に
し

か
償
え
な
い
だ
け
に
、
こ
の
こ
と
が
考
慮
に
値
す
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
結
論
と
し
て
は
、
一
般
的
人
格
権
で
は
総
合
考
慮
が
必
要
に

な
る
の
で
、
柔
軟
性
に
ま
さ
っ
た
三
〇
七
条
を
適
用
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
禁
止
は
、
そ
の
射
程
距
離
い
か
ん
に
つ
い
て
な
お
議
論
は
あ
る
も
の
の
、
こ

の
禁
止
そ
の
も
の
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
受
容
さ
れ
た
と
い
え
る
。
債
務
法
改
正
を
受
け
、
約
款
条
項
を
ど
の
よ
う
な
文
言
と
す
べ
き
か
実

務
向
け
に
解
説
す
る
い
く
つ
か
の

139
）

論
説
で
は
、
免
責
条
項
が
全
部
無
効
と
さ
れ
な
い

140
）

よ
う
、
条
項
に
は
、
人
身
損
害
は
責
任
排
除
や
制
限

の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
人
身
損
害
が
生
じ
る
場
面
で
、
責
任
か
ら
の
免
責
を
定
め
る
条
項
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
も
は
や
な
く
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

五

む
す
び
に
代
え
て

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
が
禁
止
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
経
過
を
以
上
の
と
お
り
み
て
き
た
。
そ
こ
で
ま
ず
気
付

か
さ
れ
る
の
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
を
許
さ
な
い
の
が
か
ね
て
よ
り
判
例
・
通
説
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
学
説

主
導
型
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
言
す
る
裁
判
例
は
多
く
は
な
く
、
そ
れ
も
下
級
審
の
も
の
だ
け
で
、

理
由
付
け
も
さ
ほ
ど
詳
細
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
で
は
、
シ
ュ
ト
ル
が
先
陣
を
切
っ
て
こ
の
問
題
を
論
じ
、
人
身
利
益

の
処
分
不
可
能
性
か
ら
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
賠
償
責
任
が
放
棄
不
可
能
な
こ
と
を
導
く
。
そ
の
後
、
ド
ィ
チ
ュ
が
、
不
法
行
為
責
任

を
（
通
説
に
反
対
し
て
）
強
行
法
規
と
理
解
す
る
特
殊
な
立
場
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
し
、

こ
れ
に
続
い
て
ヴ
ォ
ル
フ
が
、
損
害
予
防
の
見
地
を
強
調
し
つ
つ
こ
の
問
題
を
詳
細
に
論
じ
て
そ
の
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に

バ
ズ
ド
ゥ
が
続
き
、
ま
た
、
グ
ラ
ー
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
が
法
益
保
護
の
序
列
を
指
摘
し
て
、
や
は
り
そ
の
許
さ
れ
な

い
こ
と
を
い
う
。

も
っ
と
も
、
学
説
上
一
致
し
て
そ
の
不
許
容
性
が
い
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し
、
裁
判
例
で
も
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
を

認
め
る
結
果
と
な
る
判
断
を
下
す
も
の
も
一
部
に
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
学
説
で
は
、
そ
の
後
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
を
許
さ
な

い
の
が
判
例
・
通
説
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
こ
と
が
当
然
視
さ
れ
て
い
く
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
一
九
九
三
年
に
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令

が
採
択
さ
れ
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
立
場
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
揺
る
ぎ
の
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
実
質
的
な
理
由
で
あ
っ
た
の
は
、
お
お
よ

そ
次
の
二
つ
、
す
な
わ
ち
、
⑴
人
身
利
益
の
処
分
不
可
能
性
と
、
⑵
損
害
予
防
の
必
要
性
と
で
あ
っ
た
と
集
約
で
き
よ
う
。
⑴
は
シ
ュ
ト

ル
に
よ

141
）

っ
て
、
⑵
は
ヴ
ォ
ル
フ
や
バ
ズ
ド
ゥ
に
よ

142
）

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
援
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
⑴
人
身
利
益
の
処
分
不
可
能
性
か
ら
、
人
身
へ
の
侵
害
は
契
約
相
手
方
（
被
害
者
）
の
承
諾
が
あ
っ
て
も
許
さ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
は
い
え
て
も
、
不
幸
に
し
て
実
際
に
人
身
が
侵
害
を
受
け
た
と
き
に
発
生
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
（
財
産
権
で
し
か
な
く
、
処
分

不
可
能
な
人
格
権
で
は
も
は
や
な
い
。）
の
免
除
が
許
さ
れ
な
い
か
ど
う
か
は
別
論
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

143
）

れ
る
。

）

三
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こ
れ
に
対
し
て
、
⑵
損
害
発
生
を
予
防
す
る
必
要
性
は
、
た
し
か
に
、
免
責
が
有
効
と
さ
れ
て
事
故
が
起
き
て
も
損
害
賠
償
責
任
を
負

わ
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
れ
ば
、
事
業
者
に
よ
っ
て
は
、
事
故
が
起
き
て
被
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
手
間
や
コ
ス
ト
を
惜
し
ま
ず
に
可

能
な
か
ぎ
り
最
大
限
の
予
防
措
置
を
講
じ
よ
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
か
ず
、
い
い
加
減
な
対
応
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
損
害
予
防
の
必
要
性
か
ら
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
・
身
体
と
い
う
人
格
利
益
へ
の
侵
害
に
つ
い
て
は
、

損
害
賠
償
請
求
権
の
あ
ら
か
じ
め
の
免
除
を
認
め
な
い
と
い
う
の
は
、
発
想
と
し
て
そ
れ
な
り
に
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

損
害
賠
償
責
任
の
事
実
上
の
機
能
の
一
つ
と
し
て
損
害
発
生
の
予
防
が
あ
る
こ
と
は
そ
の
通
り
で
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
損
害
賠
償
責
任

の
本
質
は
生
じ
た
損
害
の
塡
補
で
あ

144
）

っ
て
、
筆
者
と
し
て
は
、
損
害
予
防
の
必
要
性
か
ら
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
を
一
律
に
無
効
と

解
す
る
こ
と
に
は
な
お
躊
躇
せ
ざ
る
を
得

145
）

な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
ド
イ
ツ
で
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
が
禁
止
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
が
必
然
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
の
国
内
法
化
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
以
上
は
、
そ
の
意
味
で
は
必
然
で
あ
っ
た
と
い
え
な
く
も
な

146
）

い
が
、
民
法
三
〇
九
条
七
号
ａ
が
異
論
も
な
く
立
法
さ
れ
た
の
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
は
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
の
こ
と
が
判
例
・

通
説
で
あ
る
と
の
認
識
が
基
礎
に
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
通
説
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、

そ
の
拠
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
が
そ
れ
ほ
ど
盤
石
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

わ
が
国
で
も
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
立
場
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
人
身
損
害
に
つ
い

て
免
責
が
許
さ
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
と
き
に
そ
の
理
由
と
し
て
な
に
が
い
わ
れ
て
き
た
の
か
を
み
た
と
き
、
人
身
損
害
と
い
う
だ
け
で
一

律
に
免
責
を
許
さ
な
い
こ
と
と
す
る
の
は
必
然
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
の
で

147
）

あ
る
。
免
責
条
項
に
対
す
る
内
容
規
制
で
は
、
債
務
者
側
の

帰
責
性
の
軽
重
の
ほ
か
、
免
責
の
範
囲（
責
任
の
完
全
排
除
が
部
分
的
な
制
限
か
）、
免
責
を
許
さ
な
い
と
し
た
と
き
の
債
務
者
側
の
負
担

や
こ
れ
に
対
す
る
自
衛
可
能
性
、
免
責
を
許
し
た
と
き
の
契
約
相
手
方
（
被
害
者
）
側
の
保
険
そ
の
他
に
よ
る
自
衛
可
能
性
、
免
責
に
よ

学

）

三
三

一
三
一

札
幌
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院
法
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八
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二
号

★ ★字取りをかけて注146を追い出しています



り
給
付
の
価
格
が
低
廉
に
な
っ
て
い
る
の
か
等
々
の
事
情
を
考
慮
し
て
そ
の
有
効
無
効
を
判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な

148
）

ろ
う
が
、
そ
う
し
た

総
合
考
慮
の
な
か
で
人
身
損
害
に
つ
い
て
も
免
責
の
可
否
を
判
断
し
て
い
く
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

（
注
）

１
）

一
部
を
免
除
す
る
と
は
、
損
害
賠
償
責
任
を
一
定
の
限
度
に
制
限
し
、
一
部
の
み
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
い
う
（
消
費
者
庁
企
画
課
編
『
逐
条
解

説

消
費
者
契
約
法

第
二
版
』（
平
成
二
二
年
）一
八
四
頁
）。
損
害
賠
償
額
の
上
限
を
定
め
た
り
、
基
準
額
を
定
め
る
な
ど
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
人
的
損
害
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
う
が
、
物
的
損
害
に
つ
い
て
は
負
わ
な
い
と
い
う
条
項
は
、
物
的
損
害
に
つ
い
て
は

全
部
を
免
除
し
て
い
る
の
で
、
一
部
免
除
に
は
該
当
せ
ず
、
全
部
免
除
と
し
て
消
費
者
契
約
法
八
条
一
項
一
号
に
よ
り
無
効
と
な
る
（
前
掲
『
逐
条

解
説

消
費
者
契
約
法

第
二
版
』二
〇
三
頁
）。
ま
た
、
た
と
え
一
部
の
責
任
を
負
う
と
特
約
し
て
い
て
も
、
額
が
あ
ま
り
に
低
い
場
合
も
、
全
部

免
除
と
し
て
や
は
り
同
号
に
よ
り
無
効
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
前
掲
『
逐
条
解
説

消
費
者
契
約
法

第
二
版
』
二
〇
一
頁
は
、
損
害
賠
償
責
任

の
九
〇
％
を
免
除
す
る
条
項
は
、
消
費
者
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す
る
条
項
と
し
て
同
法
一
〇
条
に
よ
り
無
効
と
な
り
う
る
と
す
る
。）。

２
）

債
務
の
履
行
に
際
し
て
さ
れ
た
不
法
行
為
に
よ
る
責
任
の
免
責
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
消
費
者
契
約
法
八
条
一
項
三
・
四
号
）。

３
）

な
お
、
条
項
が
軽
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
を
一
部
免
除
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
常
に
有
効
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
契
約
条
項
の
内
容
審
査
の
た
め

の
一
般
規
定
で
あ
る
同
法
一
〇
条
が
あ
る
た
め
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
同
条
の
意
味
で
消
費
者
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

無
効
と
な
る
（
消
費
者
庁
企
画
課
編
・
前
掲
（
注
⑴
）『
逐
条
解
説

消
費
者
契
約
法

第
二
版
』
一
八
五
頁
）。

４
）

本
稿
で
は
、
責
任
の
全
部
を
免
除
す
る
責
任
排
除
と
、
責
任
の
一
部
だ
け
を
免
除
す
る
責
任
制
限
と
を
総
称
す
る
も
の
と
し
て
免
責
と
い
う
語
を

用
い
る
こ
と
と
す
る
。

５
）

た
と
え
ば
、
売
買
契
約
に
つ
い
て
の
、
売
主
の
担
保
責
任
免
除
特
約
の
効
力
を
制
限
す
る
民
法
五
七
二
条
（
同
条
は
、
民
法
五
五
九
条
に
よ
り
、

他
の
有
償
契
約
に
も
準
用
さ
れ
る
。）
な
ど
、
個
別
の
法
規
定
で
あ
れ
ば
若
干
存
在
す
る
。

６
）

た
と
え
ば
、
債
務
者
自
身
の
故
意
に
つ
い
て
の
免
責
特
約
は
無
効
だ
が
、
重
過
失
に
つ
い
て
は
場
合
に
よ
り
、
履
行
補
助
者
の
故
意
・
過
失
に
つ

い
て
は
差
し
支
え
な
い
と
す
る
も
の
（
我
妻
栄
『
新
訂

債
権
総
論
（
民
法
講
義

）』（
昭
和
三
九
年
）
一
〇
一
、
一
一
一
頁
。
債
務
者
自
身
の
重

過
失
に
つ
い
て
は
、
責
任
免
除
特
約
の
効
果
は
疑
問
と
し
つ
つ
も
、
過
失
の
軽
重
に
つ
い
て
の
紛
争
を
避
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
債
務
者
が
不
当

）

三
四

一
三
二

人
身
損
害
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い
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有
効
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（
田
處

博
之
）



に
責
任
を
免
れ
る
意
図
を
有
さ
な
い
場
合
は
有
効
と
解
し
て
よ
い
と
す
る
。）、
故
意
に
つ
い
て
無
効
な
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
重
過
失
に
つ
い
て
も

原
則
無
効
と
解
す
べ
き
で
、
軽
過
失
に
つ
い
て
も
場
合
に
よ
り
、
た
と
え
ば
損
害
に
よ
り
場
合
分
け
し
て
財
産
損
害
に
つ
い
て
は
免
責
有
効
だ
が
、

人
身
損
害
に
つ
い
て
は
免
責
無
効
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
（
星
野
英
一
『
民
法
概
論

（
債
権
総
論
）

補
訂
版
』（
昭
和
五
六
年
）
六
一
〜
六

二
頁
）
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
現
在
で
は
、
故
意
・
重
過
失
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
は
無
効
で
あ
る
こ
と
が
当
然
視
さ
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
る
（
奥
田
昌
道
編
『
新
版

注
釈
民
法

⑽

債
権
⑴

債
権
の
目
的
・
効
力
⑵
』（
平
成
二
三
年
）
二
一
七
〜
二
一
八
頁
（
北
川
善
太
郎
・
潮

見
佳
男
執
筆
））。

７
）

窪
田
充
見
『
不
法
行
為
法

民
法
を
学
ぶ
』（
平
成
一
九
年
）
二
五
五
頁
を
参
照
。

８
）

G
esetz zu

r R
eg
elu
n
g d

es R
ech

ts d
er A

llg
em
ein
en G

esch
a
ftsb

ed
in
g
u
n
g
en

(A
G
B
-G
esetz)

v
o
m
 
9.12.1976,

B
G
B
l.
I S
.
3317.

こ
の
法
律
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
河
上
正
二
「
約
款
と
そ
の
司
法
的
規
制
（
一
）」
法
学
協
会
雑
誌
一
〇
二
巻
四
号
（
昭
和
六
〇
年
）
二
六
〜
二

七
頁
他
（
同
『
約
款
規
制
の
法
理
』（
昭
和
六
三
年
）
二
六
頁
他
に
所
収
）、
石
田
喜
久
夫
編
『
注
釈
ド
イ
ツ
約
款
規
制
法

改
訂
普
及
版
』（
平
成
一

一
年
）
を
参
照
。

９
）

B
u
rg
erlich

es G
esetzb

u
ch v

o
m
 
18.8.1896,

R
G
B
l.
S
.
195.

10
）

条
文
の
文
言
は
、
関
連
す
る
同
法
九
条
を
も
併
せ
て
、
三
㈠
で
紹
介
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
規
定
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
拙

著
「
契
約
に
よ
る
過
失
責
任
の
免
責
㈢
｜

ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
的
内
容
規
制
の
展
開
｜

」
早
稲
田
法
学
六
八
巻
三
・
四
号
（
平
成
五
年
）
四
四

〜
七
一
頁
を
参
照
。

11
）

対
事
業
者
取
引
で
の
重
過
失
免
責
も
、
一
般
条
項
で
あ
る
約
款
規
制
法
九
条
の
内
容
審
査
に
よ
り
無
効
と
解
さ
れ
る
可
能
性
が
条
文
上
留
保
さ
れ

て
い
て（
同
法
二
四
条
二
文
）、
実
際
、
対
事
業
者
取
引
で
も
、
自
身
の
ま
た
は
指
揮
的
職
員
の
重
過
失
に
つ
い
て
は
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ

て
い
た
。
指
揮
的
で
な
い
補
助
者
の
重
過
失
に
つ
い
て
は
、
免
責
の
可
否
が
争
わ
れ
て
い
た
が
、
や
は
り
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
裁
判
例
や
学

説
が
一
部
に
み
ら
れ
た
（
さ
し
あ
た
り
、
石
田
編
・
前
掲
（
注
⑻
）『
注
釈
ド
イ
ツ
約
款
規
制
法

改
訂
普
及
版
』
二
〇
九
〜
二
一
〇
頁
（
山
本
宣
之

執
筆
）、Ju

rg
en B

a
sed

o
w
,
in
:
M
u
n
ch
en
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
4.
A
u
fl.
2001,

11 N
r.
7 A

G
B
G
 
R
n
.
28;

H
elm

u
t H

ein
rich

s,

in
:
P
a
la
n
d
t,
K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
61.

A
u
fl.

2002,
11
 
N
r.
7
 
A
G
B
G
 
R
n
.
38 -39a

;
M
ich
a
el C

o
ester,

in
:
S
ta
u
d
in
g
er,

K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
13.

B
ea
rb
eitu

n
g 1998,

9 A
G
B
G
 
R
n
.
345 -346;

D
a
g
m
a
r C

o
ester-W

a
ltjen

,
in
:
S
ta
u
d
in
g
er,

1998,
11

 
N
r.
7 A

G
B
G
 
R
n
.
39;

H
o
rst-D

ieth
er H

en
sen

,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
A
G
B
-G
esetz.

K
o
m
m
en
ta
r,
9.
A
u
fl.
2001,

11 N
r.

）

三
五

一
三
三

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



7 R
n
.
29 -39;

M
a
n
fred W

o
lf,
in
:
W
o
lf /H

o
rn
/L
in
d
a
ch
er,

A
G
B
-G
esetz.

K
o
m
m
en
ta
r,
4.
A
u
fl.
1999,

11 N
r.
7 R

n
.
44 -58

を
参

照
。）。

な
お
、
一
九
七
七
年
四
月
一
日
に
約
款
規
制
法
が
施
行
さ
れ
た
当
初
は
、
同
法
一
一
条
な
ど
に
よ
る
条
項
禁
止
は
対
商
人
取
引
に
適
用
除
外
と
さ

れ
て
い
た
（
同
法
二
四
条
一
文
）
が
、
一
九
九
八
年
に
、
商
法
改
正
法
（G

esetz zu
r N

eu
reg

elu
n
g d

es K
a
u
fm
a
n
n
s-
u
n
d F

irm
en
rech

ts
 

u
n
d zu

r Ä
n
d
eru

n
g a

n
d
erer h

a
n
d
els-

u
n
d g

esellsch
a
ftsrech

tlich
er V

o
rsch

riften
(H
a
n
d
elsrech

tsrefo
rm
g
esetz

-
H
R
efG

)
v
o
m

 
22.6.1998,

B
G
B
l.
I S

.
1474

）
二
条
に
よ
り
、
商
人
（K

a
u
fm
a
n
n

）
が
、
こ
れ
よ
り
も
よ
り
広
い
概
念
で
あ
る
事
業
者
（U

n
tern

eh
m
er

）
に

置
き
換
え
ら
れ
た
。
債
務
法
改
正
に
よ
る
新
民
法
も
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
条
項
禁
止
は
対
事
業
者
取
引
に
適
用
除
外
と
さ
れ
る
（
新
民
法
三
一
〇
条

一
項
一
文
）（
さ
し
あ
た
り
、P

eter U
lm
er u

n
d C

a
rsten S

ch
a
fer,

in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
A
G
B
-R
ech

t.
K
o
m
m
en
ta
r,
11.

A
u
fl.
2011,

310 B
G
B
 
R
n
.
11 -12;

M
a
n
fred W

o
lf,
in
:
W
o
lf /L

in
d
a
ch
er /P

feiffer,
A
G
B
-R
ech

t.
K
o
m
m
en
ta
r,
5.
A
u
fl.
2009,

310 A
b
s.
1 B

G
B
 
R
n
.
6

を
参
照
。）。

12
）

G
esetz zu

r M
o
d
ern

isieru
n
g d

es S
ch
u
ld
rech

ts v
o
m
 
26.11.2001,

B
G
B
l.
I S

.
3138.

13
）

条
文
の
文
言
は
、
三
㈣
で
紹
介
す
る
。

14
）

古
く
に
は
、
広
瀬
久
和
「
免
責
約
款
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
（
研
究
報
告
）」
私
法
四
〇
号
（
昭
和
五
三
年
）
一
八
七
頁
、
星
野
・
前
掲
（
注
⑹
）

『
民
法
概
論

（
債
権
総
論
）

補
訂
版
』
六
二
頁
が
あ
る
。
二
㈡
で
改
め
て
紹
介
す
る
。

15
）

清
水
真
希
子
「
人
身
損
害
の
免
責
条
項
、
裁
判
管
轄
条
項
、
仲
裁
条
項
、
準
拠
法
条
項
」
消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
当
条
項
研
究
会
『
消
費
者
契

約
に
お
け
る
不
当
条
項
の
横
断
的
分
析
（
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
八
号
）』（
平
成
二
一
年
）
五
五
〜
六
六
頁
。

16
）

ド
イ
ツ
語
原
文
で
はm

iß
b
ra
u
ch
lich

e K
la
u
seln

な
の
で
（
フ
ラ
ン
ス
語
原
文
で
もles cla

u
ses a

b
u
siv
es

で
あ
る
。）、
濫
用
条
項
と
訳
出

す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
英
語
原
文
で
はu

n
fa
ir term

s

な
の
で
、
日
本
語
へ
の
多
く
の
訳
出
例
に
な
ら
っ
て
、
本
稿
で
は
不
公
正
条
項
と
訳
出
し
た
。

谷
本
圭
子
「
ド
イ
ツ
で
の
『
消
費
者
契
約
に
お
け
る
濫
用
条
項
に
関
す
る
Ｅ
Ｇ
指
令
』
国
内
法
化
の
実
現
｜

約
款
規
制
法
（
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
）
改
正
法

の
成
立
・
施
行
｜

」
立
命
館
法
学
二
四
七
号
（
平
成
八
年
）
五
〜
六
頁
注
四
、
石
原
全
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
約
款
規
制
法
の
改
正
」
一
橋
大
学
研
究

年
報
法
学
研
究
三
〇
号
（
平
成
九
年
）
八
頁
注
六
を
も
参
照
。

17
）

R
ich
tlin

ie 93 /13 /E
W
G d

es R
a
tes v

o
m
 
5.
A
p
ril 1993 u

b
er m

iß
b
ra
u
ch
lich

e K
la
u
seln in V

erb
ra
u
ch
erv

ertra
g
en
,A
B
lE
G N

r.

L 95
(1993),S

.29 -34.

こ
の
指
令
を
扱
っ
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
河
上
正
二
・
大
村
敦
志
「
Ｅ
Ｃ
消
費
者
関
連
指
令
（
仮
訳
）
｜

最
近
の
二
つ

）

三
六

一
三
四

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



の
重
要
指
令
（
資
料
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
三
四
号
（
平
成
五
年
）
三
四
、
四
一
〜
四
五
頁
、
新
美
育
文
「
消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
公
正
条
項
に
関
す
る
Ｅ

Ｃ
指
令
の
概
要
と
課
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
三
四
号
（
平
成
五
年
）
七
八
〜
八
八
頁
、
松
本
恒
雄
・
鈴
木
恵
・
角
田
美
穂
子
「
消
費
者
契
約
に
お
け

る
不
公
正
条
項
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
指
令
と
独
英
の
対
応
」
一
橋
論
叢
一
一
二
巻
一
号
（
平
成
六
年
）
一
〜
二
二
頁
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ク
ン
ツ
／
鈴
木
恵
訳

「
消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
公
正
条
項
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
指
令
と
そ
の
ド
イ
ツ
国
内
法
化
」
関
東
学
院
法
学
六
巻
一
号
（
平
成
八
年
）
一
三
一
〜
一
四
五

頁
、
谷
本
・
前
掲
（
注

）
立
命
館
法
学
二
四
七
号
一
〜
四
三
頁
、
石
原
・
前
掲
（
注

）
一
橋
大
学
研
究
年
報
法
学
研
究
三
〇
号
三
〜
四
二
頁
、

松
本
恒
雄
「
消
費
者
取
引
に
お
け
る
不
公
正
な
契
約
条
項
の
規
制
｜

Ｅ
Ｕ
指
令
と
の
対
比
で
見
た
日
本
法
の
現
状
｜

」『
民
法
に
お
け
る
「
責
任
」

の
横
断
的
考
察
（
伊
藤
進
教
授
還
暦
記
念
）』（
平
成
九
年
）
三
七
〜
五
八
頁
、
鹿
野
菜
穂
子
「
不
公
正
条
項
規
制
に
お
け
る
問
題
点
（
一
）（
二
）
｜

Ｅ
Ｕ
加
盟
各
国
の
最
近
の
動
き
を
手
掛
か
り
に
｜

」
立
命
館
法
学
二
五
六
号
（
平
成
一
〇
年
）
二
〇
〇
〜
二
三
一
頁
、
二
五
七
号
（
平
成
一
〇
年
）

一
〜
二
三
頁
、
石
田
編
・
前
掲
（
注
⑻
）『
注
釈
ド
イ
ツ
約
款
規
制
法

改
訂
普
及
版
』
三
三
一
〜
三
三
八
頁
（
神
谷
遊
訳
）、
イ
ブ
ニ
ル
イ
・
サ
ー

ジ
ュ
／
原
田
智
枝
訳
「
消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
公
正
条
項
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
指
令
｜

本
指
令
は
そ
の
目
的
を
達
成
で
き
る
の
か
」
鹿
野
菜
穂
子
・

谷
本
圭
子
編
『
国
境
を
越
え
る
消
費
者
法
』（
平
成
一
二
年
）
一
八
一
〜
二
一
三
頁
が
あ
る
。

18
）

下
民
集
一
八
巻
五
・
六
号
六
四
一
頁
、
判
時
四
八
四
号
二
一
頁
、
判
タ
二
〇
七
号
二
〇
三
頁
。

19
）

判
決
は
、
こ
の
こ
と
を
い
う
に
際
し
、
①
運
送
人
の
責
任
制
限
の
企
業
経
営
上
の
必
要
性
な
い
し
合
理
性
、
②
こ
れ
を
禁
ず
る
こ
と
が
必
ず
し
も

一
般
乗
客
に
と
っ
て
有
利
と
は
い
え
な
い
こ
と
（
乗
客
の
収
入
の
多
寡
に
よ
り
賠
償
額
を
異
に
す
る
と
、
巨
額
な
賠
償
債
務
に
備
え
て
運
賃
が
高
額

に
な
り
、
比
較
的
少
額
な
賠
償
し
か
得
ら
れ
な
い
大
衆
の
負
担
の
も
と
に
高
額
所
得
者
に
賠
償
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
し
、
責
任
制
限
を
認

め
て
も
乗
客
は
任
意
保
険
に
よ
り
損
害
塡
補
を
図
り
得
る
。）、
③
国
際
条
約
等
で
も
運
送
人
の
有
限
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
判
決
は
、
運
送
人
な
い
し
そ
の
使
用
人
の
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
り
損
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
責
任
制
限
条
項
の
援
用
は
許
さ
れ
な
い

と
す
る
。

20
）

判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
よ
る
べ
き
な
の
は
、
約
款
が
企
業
者
の
一
方
的
設
定
に
か
か
る
も
の
で
、
乗
客
は
事
実
上
そ
の
適
用
を
強
制
さ
れ

る
に
近
い
こ
と
の
反
面
で
あ
る
と
す
る
。

21
）

判
時
一
三
〇
八
号
二
八
頁
。

22
）

判
決
は
、
そ
の
ほ
か
、
自
動
車
事
故
等
で
は
損
害
賠
償
額
に
限
度
が
な
い
こ
と
、
約
款
は
企
業
が
一
方
的
に
決
定
す
る
も
の
で
旅
客
の
側
に
契
約

内
容
の
選
択
・
変
更
の
余
地
が
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

）

三
七

一
三
五

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



23
）

判
時
一
五
四
四
号
一
〇
四
頁
。

24
）

判
時
一
七
一
六
号
八
九
頁
、
判
タ
一
〇
三
四
号
一
六
〇
頁
。

25
）

判
タ
一
〇
七
四
号
二
一
九
頁
。

26
）

な
お
、
会
社
側
は
、
軽
過
失
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
の
限
度
で
免
責
条
項
は
有
効
で
あ
る
と
も
主
張
し
た
が
、
判
決
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
は
重
過
失
が
あ
る
の
で
、
か
り
に
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
も
、
責
任
は
免
れ
な
い
と
す
る
。

27
）

判
時
一
八
四
三
号
八
頁
。

28
）

判
決
は
、
主
催
者
ら
が
主
張
す
る
レ
ー
ス
参
加
者
の
自
己
責
任
に
つ
い
て
も
、
主
催
者
ら
の
無
過
失
・
不
可
抗
力
に
よ
り
発
生
し
た
事
故
に
つ
い

て
の
自
己
責
任
で
し
か
な
く
、
主
催
者
ら
の
故
意
・
過
失
に
よ
り
発
生
し
た
事
故
に
つ
い
て
ま
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
損
害
賠
償
請
求
権
を
放
棄
し
た
と

す
る
の
は
相
当
で
な
い
と
す
る
。

29
）

加
藤
一
郎
「
医
師
の
責
任
」『
損
害
賠
償
責
任
の
研
究

上
（
我
妻
先
生
還
暦
記
念
）』（
昭
和
三
二
年
）
五
二
四
〜
五
二
五
頁
。
医
療
の
現
場
で
の

誓
約
書
等
に
つ
き
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
免
責
の
効
力
を
否
定
す
る
こ
う
し
た
立
場
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、
落

合
威
「
免
責
約
款
」
根
本
久
編
『
裁
判
実
務
体
系

第
一
七
巻

医
療
過
誤
訴
訟
法
』（
平
成
二
年
）
四
九
頁
、
莇
立
明
・
中
井
美
雄
編
『
医
療
過
誤

法
』（
平
成
六
年
）
六
九
頁
（
高
嶌
英
弘
執
筆
）、
大
谷
實
『
医
療
行
為
と
法

新
版
補
正
第
二
版
』（
平
成
九
年
）
九
三
頁
が
あ
る
。

な
お
、
医
療
の
現
場
で
の
誓
約
書
等
に
よ
る
免
責
の
可
否
を
扱
っ
た
裁
判
例
と
し
て
は
以
下
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
免
責
を
否
定
す
る
が
、
人
身
損

害
に
つ
い
て
の
免
責
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
阪
地
裁
昭
和
三
七
年
九
月
一
四
日
判
決（
下
民
集
一
三
巻
九
号
一
八
五
二
頁
、

判
時
三
一
四
号
一
二
頁
）（「
誓
約
の
趣
旨
は
、
病
気
に
は
医
師
の
最
善
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
不
測
の
事
態
の
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
こ
と
を
認
め
、
そ

の
よ
う
な
際
苦
情
を
言
わ
な
い
、
と
い
う
趣
旨
の
も
の
…
で
あ
っ
て
、
…
不
法
行
為
に
つ
い
て
ま
で
も
そ
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
抛
棄
す
る
…
と
は

到
底
解
せ
ら
れ
な
い
。
仮
り
に
、
そ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
右
誓
約
は
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
」と
す
る
。）

（
控
訴
審
の
大
阪
高
裁
昭
和
四
〇
年
八
月
一
七
日
判
決
（
判
時
四
二
八
号
六
一
頁
）
も
、
右
原
判
決
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。）、
静
岡
地
裁
浜
松
支
部

昭
和
三
七
年
一
二
月
二
六
日
判
決
（
下
民
集
一
三
巻
一
二
号
二
五
九
一
頁
）（「
誓
約
書
は
単
な
る
『
例
文
』
の
類
…
で
あ
っ
て
急
迫
し
た
病
苦
に
喘

ぐ
患
者
か
ら
斯
か
る
誓
約
書
を
徴
し
て
自
己
の
過
失
の
責
を
免
れ
ん
と
す
る
の
は
失
当
で
…
効
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
。）、
そ
の

控
訴
審
判
決
で
あ
る
東
京
高
裁
昭
和
四
二
年
七
月
一
一
日
判
決
（
判
時
四
九
六
号
四
五
頁
）（「
誓
約
書
は
開
胸
手
術
を
受
け
よ
う
と
す
る
患
者
が
手

術
の
直
前
に
…
差
入
れ
た
も
の
で
、
…
病
院
側
の
過
失
を
予
め
宥
恕
し
、
或
い
は
そ
の
過
失
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
を
予
め
放
棄
し
た
…
と
解

）

三
八

一
三
六

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



す
る
こ
と
は
、
他
に
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
患
者
に
…
酷
に
失
し
衡
平
の
原
則
に
反
す
る
…
か
ら
」、
免
責
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。）。

30
）

な
お
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
で
あ
る
こ
と
を
明
示
的
に
理
由
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
す
で
に
大
正
九
年
に
手
術
承
諾
書
に
よ
る
免
責

の
効
力
を
否
定
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
（
山
崎
佐
『
医
事
法
制
学
』（
大
正
九
年
）
四
二
五
〜
四
二
六
頁
）。
同
書
は
、
当
事
者
と
い
え
ど
も
、
不
法

行
為
を
あ
ら
か
じ
め
承
諾
す
る
こ
と
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
こ
と（
こ
れ
を
認
め
る
と
不
法
行
為
を
奨
励
し
か
ね
な
い
）、
す
で
に
発
生
し
た
損
害
賠

償
請
求
権
を
放
棄
す
る
の
は
有
効
だ
が
、
診
療
前
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
は
発
生
し
て
い
な
い
の
で
、
放
棄
は
不
可
能
な
こ
と
を
い
う
。

31
）

星
野
・
前
掲
（
注
⑹
）『
民
法
概
論

（
債
権
総
論
）

補
訂
版
』
六
二
頁
。

32
）

広
瀬
・
前
掲
（
注

）
私
法
四
〇
号
一
八
七
頁
。

33
）

山
下
友
信
「
約
款
に
よ
る
取
引
」
竹
内
昭
夫
・
龍
田
節
編
『
現
代
企
業
法
講
座

第
四
巻

企
業
取
引
』（
昭
和
六
〇
年
）
二
七
頁
。

34
）

山
本
豊
「
免
責
条
項
の
内
容
的
規
制
の
た
め
の
基
準
に
つ
い
て
」
私
法
四
九
号
（
昭
和
六
二
年
）
二
一
四
頁
（
同
『
不
当
条
項
規
制
と
自
己
責
任
・

契
約
正
義
』（
平
成
九
年
）
一
五
五
頁
に
所
収
）。

35
）

潮
見
佳
男
『
債
権
総
論

（
債
権
関
係
・
契
約
規
範
・
履
行
障
害
）

第
二
版
』（
平
成
一
五
年
）
四
一
五
頁
。
同
書
は
、
さ
ら
に
、
警
備
契
約
や

介
護
契
約
な
ど
人
身
保
護
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
契
約
で
は
、
引
き
受
け
ら
れ
た
人
身
保
護
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
免
責
の
余
地

を
認
め
る
こ
と
に
合
理
性
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
事
業
者
の
故
意
・
過
失
に
よ
る
人
身
侵
害
を
免
責
す
る
こ
と

は
、
被
害
法
益
の
重
要
性
か
ら
不
当
と
の
判
断
に
傾
く
と
す
る
。
同
旨
の
論
述
は
、
潮
見
佳
男
・
角
田
美
穂
子
「
不
当
条
項
リ
ス
ト
を
め
ぐ
る
諸
問

題
」
河
上
正
二
ほ
か
『
消
費
者
契
約
法
｜

立
法
へ
の
課
題
｜

（
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
四
号
）』（
平
成
一
一
年
）
一
七
二
〜
一
七
三
頁
、
奥
田
編
・
前
掲

（
注
⑹
）『
新
版

注
釈
民
法

⑽

』
二
四
五
頁
（
北
川
・
潮
見
執
筆
）
に
も
み
ら
れ
る
。

36
）

加
藤
雅
信
「
債
務
不
履
行
の
諸
問
題

新
民
法
体
系

債
権
総
論

第
12
回
）」
法
学
教
室
二
八
二
号
（
平
成
一
六
年
）
七
六
頁
（
同
『
債
権

総
論

（
新
民
法
体
系

）』（
平
成
一
七
年
）一
六
九
頁
に
所
収
）。
た
だ
し
、
通
常
の
医
師
が
引
き
受
け
た
が
ら
な
い
危
険
な
手
術
を
す
る
契
約
等
、

軽
過
失
免
責
に
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
場
合
は
有
効
と
す
る
。

37
）

窪
田
・
前
掲
（
注
⑺
）『
不
法
行
為
法
』
二
五
四
頁
。
被
害
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
生
命
や
身
体
へ
の
侵
害
の
場
合
も
不
法
行
為
責
任
は
免
除
さ
れ

る
が
、
同
意
の
完
全
性
、
真
摯
性
が
必
要
で
、
免
責
約
款
で
は
同
意
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。

38
）

そ
の
ほ
か
、
藤
田
寿
夫
「
債
務
不
履
行
責
任
と
そ
の
免
責
条
項

特
集

強
行
法
と
任
意
法
｜

債
権
法
規
定
と
異
な
る
合
意
・
特
約
の
効
力
）」

法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
八
四
号
（
平
成
二
四
年
）
六
頁
は
、
被
侵
害
利
益
の
重
大
性
か
ら
、
過
失
に
よ
り
生
じ
た
人
身
損
害
を
免
責
す
る
特
約
は
公
序
良

）

三
九

一
三
七

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



俗
に
反
し
な
い
か
が
問
題
に
な
る
と
す
る
。
ま
た
、
清
水
・
前
掲
（
注

）『
消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
当
条
項
の
横
断
的
分
析
』
六
三
、
六
五
頁
は
、

生
命
・
身
体
に
関
す
る
利
益
は
合
意
に
よ
っ
て
処
分
で
き
な
い
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
身
損
害
の
責
任
免
除
制
限
条
項
は
無
効
と
解
す
る
こ
と

に
な
る
と
す
る
。

39
）

経
済
企
画
庁
国
民
生
活
局
消
費
者
行
政
第
一
課
編
『
消
費
者
契
約
法
（
仮
称
）
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
｜

国
民
生
活
審
議
会
消
費
者
政
策
部

会
中
間
報
告
と
関
連
資
料
｜

』（
平
成
一
〇
年
）
八
、
五
二
頁
。
無
効
と
さ
れ
る
不
当
条
項
リ
ス
ト
に
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
事
業
者
の
責
任
を

排
除
ま
た
は
制
限
す
る
条
項
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

40
）

近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
消
費
者
保
護
委
員
会
編
『
消
費
者
契
約
法
の
改
正
｜

も
っ
と
使
え
る
消
費
者
契
約
法
を
目
指
し
て
｜
（
第
二
七
回
近
畿

弁
護
士
会
連
合
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
分
科
会

基
調
報
告
書
）』（
平
成
一
七
年
）四
頁
。「
消
費
者
契
約
に
お
け
る
事
業
者
の
債
務
の
履
行
に

際
し
て
さ
れ
た
当
該
事
業
者
の
不
法
行
為
に
よ
り
消
費
者
の
生
命
又
は
身
体
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
の
一
部
を
免
除
す
る
条
項
」
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
（
同
項
四
号
の
二
）。
な
お
、
責
任
の
全
部
を
免
除
す
る
条
項
は
、
損
害
の
種
類
を
問
わ
ず
無
効
と
さ
れ
る
（
同
項
一
号
、
三
号
）。

41
）

近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
消
費
者
保
護
委
員
会
編
・
前
掲
（
注

）『
消
費
者
契
約
法
の
改
正
』
三
六
〜
三
七
頁
。

42
）

近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
消
費
者
保
護
委
員
会
平
成
二
二
年
度
夏
期
研
修
実
行
委
員
会
編
『
消
費
者
取
引
法
試
案
｜

統
一
消
費
者
法
典
の
実
現
を

め
ざ
し
て
｜
（
消
費
者
法
ニ
ュ
ー
ス
別
冊
）』（
平
成
二
二
年
）
七
三
頁
。
現
行
法
が
人
身
損
害
に
つ
い
て
特
別
の
扱
い
を
し
て
い
な
い
の
は
問
題
で

あ
る
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
示
さ
れ
て
な
い
。

43
）

平
成
一
九
年
度
消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
当
条
項
研
究
会
「
平
成
一
九
年
度
消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
当
条
項
研
究
会
報
告
書
（
内
閣
府
平
成
一

九
年
度
消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
当
条
項
の
実
態
に
関
す
る
調
査
請
負
事
業
報
告
書
）」（
平
成
二
〇
年
）
五
頁
。h

ttp
: //w

w
w
.co
n
su
m
er.g

o
.jp
/

k
a
n
k
eih
o
u
rei /k

eiy
a
k
u
/sa

n
k
o
u
/file /h

o
u
k
o
k
u
sy
o
.p
d
f

（
平
成
二
四
年
一
月
三
一
日
閲
覧
）

消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
当
条
項
研
究
会
『
消

費
者
契
約
に
お
け
る
不
当
条
項
の
横
断
的
分
析
（
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
八
号
）』（
平
成
二
一
年
）
の
一
七
九
〜
二
八
二
頁
に
も
資
料
と
し
て
収
録
さ
れ

て
い
る
。

44
）

た
だ
し
、
個
別
の
交
渉
を
経
て
採
用
さ
れ
た
消
費
者
契
約
の
条
項
を
内
容
規
制
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
方
向
性
が
あ
り
得
る
こ
と
を
留
保
す
る
。

45
）

た
だ
し
、
法
令
に
よ
り
損
害
賠
償
責
任
が
制
限
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
制
限
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
、
条
項
使
用
者
の
相
手
方

の
利
益
を
害
す
る
も
の
と
み
な
す
。

46
）

民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
（
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
六
号
）』（
平
成
二
一
年
）
一
一
一
〜
一
一
二
、
一
一
三

）

四
〇

一
三
八

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



〜
一
一
四
頁
。

47
）

民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
・
前
掲
（
注

）『
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
』
一
一
五
頁
。
同
編
『
詳
解
・
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針

｜

契
約
お
よ
び
債
権
一
般
⑴
』（
平
成
二
一
年
）
一
二
三
〜
一
二
四
頁
を
も
参
照
。

48
）

債
務
法
改
正
前
の
民
法
二
七
六
条
二
項
は
、
故
意
に
よ
る
責
任
を
債
務
者
に
対
し
て
あ
ら
か
じ
め
免
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
二
七
八

条
二
文
は
、
履
行
補
助
者
の
故
意
・
過
失
に
よ
る
債
務
者
の
責
任
に
は
二
七
六
条
二
項
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
た
（
債
務

法
改
正
後
も
、
二
七
六
条
二
項
が
同
条
三
項
に
繰
り
下
が
っ
た
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
。）。
ド
イ
ツ
民
法
の
こ

の
よ
う
な
立
場
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
拙
著
「
契
約
に
よ
る
過
失
責
任
の
免
責
㈠
｜

ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
的
内
容
規
制
の
展
開

｜

」
早
稲
田
法
学
六
六
巻
四
号
（
平
成
三
年
）
二
二
〜
四
〇
頁
を
参
照
。

49
）

G
u
id
o C

h
risten

sen
,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
11.

A
u
fl.

注

）,
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G
B
 
R
n
.
6.

50
）

N
o
rb
ert R

eich
,
E
u
ro
p
a
isch

es V
erb

ra
u
ch
ersch

u
tzrech

t.
B
in
n
en
m
a
rk
t u
n
d V

erb
ra
u
ch
erin

teresse,
2.
A
u
fl.
1993,

S
.
264.

51
）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
の
国
内
法
化
と
し
て
、
こ
の
付
表
を
法
文
化
せ
ず
、
法
律
案
の
理
由
書
に
注
釈
付
き
で
取
り
入
れ
た
に

と
ど
ま
る
（
鹿
野
・
前
掲
（
注

）
立
命
館
法
学
二
五
六
号
二
二
四
頁
を
参
照
。）
こ
と
の
、
加
盟
国
と
し
て
の
義
務
違
反
性
が
争
わ
れ
た
事
案
に
お

い
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
五
月
七
日
判
決
（E

u
G
H
(G
erich

tsh
o
f d

er E
u
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p
a
isch

en G
em
ein
sch

a
ften
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U
rt.
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R
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S
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d
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S
.
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=
E
u
Z
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2002,
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n
m
.
v
o
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T
h
o
m
a
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P
feiffer

）
は
、
付
表
は
、
不
公
正
と
解
さ
れ
得
る
条
項
の
網
羅
的
で
は
な
い
指
示
的
な
リ
ス
ト
で
あ
っ
て
（
リ
ス
ト
に
挙
げ
ら
れ
た
条
項
が
必
然
的

に
不
公
正
と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
し
、
反
対
に
、
リ
ス
ト
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
条
項
が
不
公
正
と
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
、
ま
た
、
付
表
の

リ
ス
ト
は
国
内
官
庁
が
条
項
の
不
公
正
性
に
つ
い
て
決
定
す
る
に
際
し
て
の
裁
量
の
余
地
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。）、
こ
の
リ
ス
ト
は
指
令
三

〜
七
条
か
ら
生
じ
る
請
求
権
を
超
え
る
請
求
権
を
消
費
者
に
認
め
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
国
内
法
規
定
の
構
成
部
分
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
な
ど
と
し
て
、
義
務
違
反
を
否
定
す
る
。
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
今
野
裕
之
「
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
と

国
内
法
化
の
不
備
（
Ｅ
Ｃ
企
業
法
判
例
研
究
65
）」
国
際
商
事
法
務
三
二
巻
八
号
（
平
成
一
九
年
）
一
〇
八
六
〜
一
〇
八
八
頁
を
参
照
。

52
）

こ
の
付
表
の
リ
ス
ト
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
新
美
・
前
掲
（
注

）
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
三
四
号
八
一
〜
八
二
頁
、
松
本
ほ
か
・

前
掲
（
注

）
一
橋
論
叢
一
一
二
巻
一
号
三
〜
四
頁
を
参
照
。

53
）

松
本
ほ
か
・
前
掲
（
注

）
一
橋
論
叢
一
一
二
巻
一
号
一
四
頁
注
七
を
参
照
。

）

四
一

一
三
九

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



54
）

E
u
G
H
,
U
rt.

v
.
27.6.2000,

v
erb

u
n
d
en
e R

ech
tssa

ch
en
 
C
-240 /98 b

is C
-244 /98,

S
a
m
m
lu
n
g
 
d
er R

ech
tsp
rech

u
n
g
 
2000,

S
.

I-04941
=
D
B
 
2000,

2056 -2058 m
it A

n
m
.
v
o
n A

n
sg
a
r S
ta
u
d
in
g
er
=
E
u
Z
W
 
2000,

506 -508
=
E
W
iR 2000,

A
rt.
3 R

L 93 /13 /E
W
G
,

783
(L
S
)
m
it A

n
m
.
v
o
n R

o
b
ert F

reita
g
=
JZ 2001,

245 -246 m
it A

n
m
.
v
o
n A

n
d
rea

s S
ch
w
a
rtze.

55
）

合
意
に
よ
る
管
轄
を
定
め
た
契
約
条
項
（
消
費
者
と
営
業
者
と
の
間
の
契
約
に
、
個
別
に
交
渉
さ
れ
る
こ
と
な
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。）
の
不

公
正
性
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
判
決
は
、
本
件
条
項
が
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
の
付
表
の
一
号
ｑ
に
あ
た
る
と
し
た
う
え
で
、
国
内
裁
判

所
は
、
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
の
前
ま
た
は
後
に
発
布
さ
れ
た
国
内
法
規
定
を
適
用
す
る
に
際
し
て
は
、
こ
れ
を
、
可
能
な
か
ぎ
り
、
指
令
の
文
言

お
よ
び
目
的
を
顧
慮
し
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
指
令
適
合
的
解
釈
の
必
要
性
か
ら
、
と
り
わ
け
、
国
内
裁
判
所
は
、
み
ず
か
ら
の
管
轄
が
不

公
正
な
条
項
に
よ
っ
て
約
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
み
ず
か
ら
の
管
轄
を
職
権
に
よ
り
否
定
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
解
釈
を
優
先
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
判
示
す
る
。
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
野
村
秀
敏
「
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
と
合
意
管
轄
条
項
（
Ｅ
Ｃ
企
業
法
判

例
研
究
50
）」
国
際
商
事
法
務
三
一
巻
五
号
（
平
成
一
五
年
）
六
八
五
〜
六
九
一
頁
を
参
照
。

56
）

二
〇
〇
二
年
施
行
の
債
務
法
改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
時
点
で
の
文
言
で
紹
介
し
て
あ
る
。
紹
介
し
た
部
分
で
、
一
九
七
七
年
の
約
款
規
制
法
施

行
当
初
と
内
容
的
に
異
な
っ
て
い
る
点
と
し
て
、
二
四
条
（
人
的
適
用
範
囲
）
の
と
こ
ろ
で
適
用
除
外
が
対
商
人
取
引
か
ら
対
事
業
者
取
引
へ
と
拡

大
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
注

を
参
照
。

57
）

N
JW
 
1979,

2355 -2356
=
V
ersR

 
1979,

1016.

下
級
審
判
決
だ
が
、
確
定
し
て
い
る
。

58
）

本
件
は
、
約
款
規
制
法
施
行
前
の
事
案
で
あ
る
。
当
時
の
良
俗
違
反
理
論
や
信
義
誠
実
原
則
に
よ
る
免
責
条
項
に
対
す
る
内
容
規
制
に
つ
い
て
は
、

さ
し
あ
た
り
、
拙
著
・
前
掲
（
注

）
早
稲
田
法
学
六
六
巻
四
号
四
一
〜
四
三
頁
、
拙
著
「
契
約
に
よ
る
過
失
責
任
の
免
責
（
二
）
｜

ド
イ
ツ
に
お

け
る
司
法
的
内
容
規
制
の
展
開
｜

」
早
稲
田
法
学
六
七
巻
三
号
（
平
成
四
年
）
一
〜
四
頁
を
参
照
。

59
）

判
決
は
こ
こ
で
、
次
節
㈢
で
紹
介
す
る
ド
ィ
チ
ュ
の
論
説
（E

rw
in D

eu
tsch

,
F
reizeich

n
u
n
g
 
v
o
n
 
d
er B

eru
fsh
a
ftu
n
g
,
V
ersR

 
1974,

305

）が
、
の
ち
に
紹
介
す
る
部
分
の
直
前
で
、
医
師
、
歯
科
医
、
薬
剤
師
、
病
院
は
通
例
、
責
任
を
制
限
せ
ず
、
医
師
や
病
院
で
は
職
業
倫
理
感
や

信
頼
の
待
受
け
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
免
責
へ
の
思
い
が
生
じ
な
か
っ
た
と
す
る
の
を
援
用
す
る
。

60
）

N
JW

-R
R
 
1988,

1082 -1083.

61
）

当
時
の
民
法
二
七
六
条
は
、
債
務
不
履
行
に
つ
き
、
債
務
者
は
、
別
段
の
定
め
が
な
い
か
ぎ
り
、
故
意
お
よ
び
過
失
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と

を
定
め
て
い
た
（
現
行
規
定
は
文
言
は
変
更
さ
れ
た
が
、
内
容
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。）。
民
法
二
七
八
条
は
履
行
補
助
者
の
故
意
・
過
失
に
つ

）

四
二

一
四
〇

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



い
て
債
務
者
の
責
任
を
定
め
る
（
当
時
も
今
も
同
様
で
あ
る
。）。

62
）

判
決
は
こ
こ
で
、
ヴ
ォ
ル
フ
の
論
説
（M

a
n
fred

 
W
o
lf,

F
reizeich

n
u
n
g
sv
erb

o
te
 
fu
r
 
leich

te
 
F
a
h
rla
ssig

k
eit
 
in
 
A
llg
em
ein
en

 
G
esch

a
ftsb

ed
in
g
u
n
g
en
,
N
JW
 
1980,

2440

）、
ヴ
ォ
ル
フ
他
の
約
款
規
制
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
中
の
ヴ
ォ
ル
フ
の
論
述
（M

a
n
fred W

o
lf,
in
:

W
o
lf /H

o
rn
/L
in
d
a
ch
er,

A
G
B
-G
esetz.

K
o
m
m
en
ta
r,
1984,

11 N
r.
7 R

n
.
30

）、
ウ
ル
マ
ー
他
の
約
款
規
制
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
中
の
ヘ

ン
セ
ン
の
論
述
（H

o
rst-D

ieth
er H

en
sen

,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
A
G
B
-G
esetz.

K
o
m
m
en
ta
r,
5.
A
u
fl.
1987,

A
n
h
.

9 -11

(S
p
o
rtstu

d
io
s)
R
n
.
671

）
を
援
用
す
る
。
い
ず
れ
も
次
節
㈢
で
紹
介
す
る
。

63
）

D
B
 
1989,

2065 -2066
=
N
JW

-R
R
 
1989,

1333 -1335.

下
級
審
判
決
だ
が
、
確
定
し
て
い
る
。

64
）

N
JW

-R
R
 
1995,

1467 -1468.

65
）

判
決
は
こ
こ
で
、
前
掲
（
注

）
【D4】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
八
年
四
月
二
二
日
判
決
を
援
用
す
る
。

66
）

そ
の
よ
う
な
裁
判
例
と
し
て
、
以
下
が
あ
る
。
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
直
接
、
判
示
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
学
説
で
人

身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
主
張
さ
れ
る
（
次
節
㈢
で
み
る
。）
と
き
に
、
こ
う
し
た
裁
判
例
も
、
本
文
に
掲
げ
た
裁
判
例
と
な
ら
ん

で
援
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
目
に
つ
い
た
も
の
だ
け
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
併
せ
て
紹
介
し
て
お
く
。

連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
五
八
年
一
〇
月
二
一
日
判
決
（B

B
 
1958,

1224
=
N
JW
 
1959,

38 -39

）

電
気
の
配
線
工
事
の
瑕
疵
に
よ
り
乳
牛
が
感

電
死
し
、
そ
の
所
有
者
が
電
力
会
社
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
電
気
供
給
約
款
中
の
免
責
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判

決
は
、
本
件
条
項
は
、
電
気
供
給
の
途
絶
等
に
よ
る
顧
客
の
損
害
を
対
象
と
し
、
本
件
の
よ
う
な
積
極
的
債
権
侵
害
に
よ
り
顧
客
の
物
件
に
発
生
し

た
損
害
を
対
象
と
し
な
い
と
し
て
、
請
求
を
認
容
す
る
。

連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
六
九
年
六
月
一
八
日
判
決
（N

JW
 
1969,

1708 -1710
=
N
JW
 
1969,

2043
(L
S
)
m
it A

n
m
.
v
o
n U

lrich L
o
ew
en
-

h
eim

）

新
車
の
買
主
が
車
の
欠
陥
で
事
故
に
な
っ
た
と
主
張
し
て
、
売
主
で
あ
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
売
買

契
約
約
款
の
責
任
排
除
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
車
は
売
主
の
も
と
で
引
渡
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
判
決
は
、
本
件
条
項

は
引
渡
検
査
に
は
及
ば
な
い
、
引
渡
検
査
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
最
大
限
の
注
意
を
も
っ
て
実
施
し
て
い
る
と
買
主
が
信
頼
す
る
こ
と
が
も
し
許
さ
れ
な

い
の
な
ら
、
引
渡
検
査
は
買
主
に
と
っ
て
意
味
を
も
た
な
い
で
あ
ろ
う
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
、
そ
う
し
た
注
意
義
務
へ
の
違
反
に
よ
る
請
求
権
か
ら
免

責
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
、
明
瞭
で
誤
解
の
な
い
規
定
で
も
っ
て
そ
の
こ
と
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
な
ど
と
し
て
、
本
件
条
項
に

よ
る
責
任
排
除
を
認
め
ず
、
原
判
決
（
本
件
条
項
に
よ
る
責
任
排
除
を
認
め
、
ま
た
、
主
張
の
欠
陥
が
す
で
に
引
渡
時
に
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
が
な

）

四
三

一
四
一

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



い
な
ど
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
て
い
た
。）
を
破
棄
し
、
事
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
（
注
⑽
）
早
稲
田
法
学

六
八
巻
三
・
四
号
四
〇
頁
注
八
五
を
も
参
照
。

連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
六
九
年
七
月
二
日
判
決
（N

JW
 
1969,

1903 -1905

）

電
気
を
供
給
す
る
郡
企
業
局
の
従
業
員
の
配
線
誤
り
で
火
事
に

な
っ
た
と
主
張
し
て
、
お
も
ち
ゃ
工
場
の
工
場
主
が
郡
に
対
し
損
害
賠
償
が
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
電
気
供
給
約
款
中
の
免
責
条
項
の
効
力
が
問

題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
本
件
条
項
は
、
電
力
会
社
が
惹
起
し
た
す
べ
て
の
損
害
に
つ
い
て
一
般
的
に
免
責
す
る
も
の
で
は
な
く
、
瑕
疵
あ
る
契
約

履
行
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
で
し
か
な
い
と
こ
ろ
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
よ
う
な
損
害
で
は
な
く
、
積
極
的
契
約
侵
害
の

結
果
、
顧
客
の
物
件
に
直
接
及
ぼ
さ
れ
た
損
害
な
の
で
、
被
告
は
、
本
件
条
項
を
援
用
で
き
な
い
と
し
て
、
請
求
を
そ
の
根
拠
に
つ
き
正
当
と
認
め

る
。ミ

ュ
ン
ヒ
ェ
ン
第
一
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
七
二
年
一
〇
月
六
日
判
決
（V

ersR
 
1974,

377 -378

）

排
気
装
置
の
取
付
け
の
瑕
疵
で
ト
ラ
ッ
ク
が

炎
上
し
、
積
荷
等
の
損
害
を
ト
ラ
ッ
ク
所
有
者
に
塡
補
し
た
運
送
保
険
会
社
が
取
付
作
業
に
あ
た
っ
た
自
動
車
修
理
業
者
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め

た
事
案
に
お
い
て
、
い
か
な
る
法
的
根
拠
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
積
極
的
債
権
侵
害
や
不
法
行
為
も
含
め
て
、
直
接
お
よ
び
間
接
の
す
べ
て
の
損
害

に
つ
い
て
責
任
は
排
除
さ
れ
、
責
任
は
引
き
渡
さ
れ
た
修
理
依
頼
物
件
へ
の
損
害
に
限
定
さ
れ
る
と
す
る
約
款
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判

決
は
、
本
件
条
項
に
よ
り
被
告
が
負
担
す
る
リ
ス
ク
の
小
さ
さ
と
依
頼
者
に
転
嫁
さ
れ
る
リ
ス
ク
の
大
き
さ
、
危
険
の
支
配
可
能
性
、
依
頼
者
の
専

門
知
識
の
欠
如
な
ど
か
ら
、
本
件
条
項
は
信
義
誠
実
原
則
に
反
し
無
効
で
あ
る
と
し
、
請
求
を
認
容
す
る
。
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲（
注

）
早
稲
田
法
学
六
七
巻
三
号
六
七
頁
注
五
四
を
も
参
照
。

連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
六
年
七
月
一
三
日
判
決
（V

ersR
 
1976,

1175 -1177

）

柵
で
囲
わ
れ
公
衆
が
自
由
に
入
れ
る
動
物
公
園
で
、
子
ど
も

と
訪
れ
た
利
用
者
が
販
売
機
で
買
っ
た
餌
を
ダ
マ
ジ
カ
に
与
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
ダ
マ
ジ
カ
に
角
で
突
き
倒
さ
れ
、
負
傷
し
、
公
園
を
経
営
す

る
市
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
入
場
は
自
己
の
危
険
に
お
い
て
さ
れ
る
と
す
る
掲
示
中
の
指
示
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判

決
は
、
本
件
掲
示
は
気
付
く
の
が
困
難
で
、
原
告
が
本
件
指
示
を
読
ん
で
い
た
と
は
認
定
で
き
ず
、
ま
た
、
本
件
状
況
の
も
と
で
は
、
本
件
指
示
が
、

不
注
意
に
行
為
し
な
い
よ
う
に
と
の
一
般
的
な
警
告
を
超
え
る
意
味
を
も
つ
か
ど
う
か
疑
わ
し
く
、
さ
ら
に
、
市
は
、
動
物
公
園
へ
の
来
訪
や
餌
や

り
な
ど
を
通
じ
て
の
動
物
と
の
接
触
を
市
民
に
促
す
一
方
で
、
来
訪
者
が
動
物
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
と
き
は
あ
ら
ゆ
る
責
任
か
ら
免
れ
よ
う
と
す

る
の
は
矛
盾
的
行
為
な
の
で
、
掲
示
に
よ
る
責
任
排
除
を
援
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
権
利
行
使
で
あ
ろ
う
な
ど
と
し
て
、
責
任
排
除
を
認
め
ず
、

過
失
相
殺
に
よ
り
半
額
に
つ
き
請
求
を
認
容
す
る
。

）

四
四
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連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
八
年
二
月
一
五
日
判
決
（W

M
 
1978,

515 -518

）

天
然
ガ
ス
へ
の
転
換
工
事
に
際
し
て
配
管
工
事
の
瑕
疵
に
よ
り
ガ

ス
爆
発
が
起
き
て
住
民
が
死
亡
し
、
工
事
を
実
施
さ
せ
た
市
に
対
し
遺
族
が
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
ガ
ス
企
業
は
供
給
の
途
絶
や
異

常
を
可
能
な
限
り
す
み
や
か
に
除
去
す
る
よ
う
努
め
る
が
、（
定
め
ら
れ
た
発
熱
量
や
圧
力
か
ら
乖
離
し
た
場
合
も
含
め
）値
引
き
や
損
害
賠
償
は
決

し
て
な
い
こ
と
、
ガ
ス
企
業
は
、
顧
客
の
設
備
を
検
査
し
た
こ
と
あ
る
い
は
検
査
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
ま
た
、
顧
客
の
設
備
を
管
網
に
接
続
し
た

こ
と
で
責
任
を
引
き
受
け
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
規
定
す
る
市
企
業
局
の
約
款
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
前
者
の
条
項
は

ガ
ス
供
給
の
途
絶
等
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
の
賠
償
請
求
権
を
排
除
す
る
も
の
で
、
本
件
で
は
適
用
さ
れ
な
い
し
、
後
者
の
条
項
は
、
ガ
ス
企
業
の

供
給
設
備
や
こ
れ
な
い
し
こ
れ
へ
の
作
業
に
由
来
す
る
損
害
に
は
適
用
さ
れ
な
い
な
ど
と
し
て
、
本
件
条
項
に
よ
る
責
任
排
除
を
認
め
ず
、
請
求
を

そ
の
根
拠
に
つ
き
正
当
と
認
め
る
。

連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
八
年
四
月
一
九
日
判
決
（B

G
H
Z
 
71,

226 -234
=
M
D
R
 
1978,

837 -838 m
it A

n
m
.
v
o
n
 
E
g
o
n
 
S
ch
n
eid
er
=

V
ersR

 
1978,

737 -739
）

上
水
道
が
大
腸
菌
で
汚
染
さ
れ
て
い
て
ひ
ど
い
消
化
不
良
を
患
っ
た
と
主
張
し
て
、
住
民
が
給
水
事
業
連
合
に
対
し
慰

謝
料
の
支
払
い
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
故
意
あ
る
場
合
を
除
き
、
事
業
連
合
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
給
水
の
制
限
、
中
断
、
水
圧
の

変
化
、
水
質
そ
の
他
の
理
由
に
よ
る
も
の
も
含
め
て
排
除
さ
れ
る
と
す
る
約
款
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
原
告
が
主
張
す
る
よ
う

に
、
も
し
給
水
管
が
最
初
か
ら
不
適
切
に
敷
設
さ
れ
、
約
束
さ
れ
た
給
付
が
き
ち
ん
と
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

本
件
条
項
は
適
用
さ
れ
な
い
し
、か
り
に
行
き
止
ま
り
の
支
管
に
問
題
は
な
か
っ
た
が
、被
告
に
よ
る
年
二
回
以
上
の
間
隔
で
の
洗
浄
が
必
要
で
あ
っ

た
と
し
た
な
ら
、
被
告
は
こ
の
監
視
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
、
機
関
ま
た
は
指
揮
的
職
員
に
重
過
失
が
あ
っ
た
と
き
は
、
本
件
条
項
を
援
用
で
き
ず
、

そ
こ
で
は
、
可
能
な
限
り
細
菌
の
な
い
水
を
供
給
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
給
水
企
業
の
注
意
義
務
に
は
厳
し
い
要
求
が
課
せ
ら
れ
る
と

す
る
（
第
一
審
判
決
が
本
件
条
項
に
よ
り
請
求
を
棄
却
し
て
い
た
の
を
、
原
判
決
は
、
本
件
条
項
は
設
計
の
瑕
疵
や
重
過
失
で
の
監
視
義
務
違
反
を

対
象
と
し
な
い
と
し
て
破
棄
し
、
事
件
を
第
一
審
に
差
し
戻
し
て
い
た
が
、
本
判
決
は
、
原
審
は
請
求
権
の
原
因
に
つ
い
て
み
ず
か
ら
判
断
す
べ
き

で
あ
っ
た
と
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
し
事
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。）。
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
（
注
⑽
）
早
稲
田
法
学
六
八
巻
三
・

四
号
二
二
〜
二
三
頁
、
四
〇
頁
注
八
五
を
も
参
照
。

連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
八
年
七
月
五
日
判
決
（N

JW
 
1978,2241 -2243

）

中
古
車
の
買
主
が
、
以
前
の
所
有
者
が
正
し
く
な
い
タ
イ
ヤ
を
装

着
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
事
故
に
な
り
、
売
主
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
売
買
目
的
物
に
つ
い
て
保
障
は
し
な
い
、
解
除
、

代
金
減
額
、
損
害
賠
償
の
請
求
権
は
存
し
な
い
な
ど
と
す
る
約
款
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
不
法
行
為
の
成
立
を
肯
定
し
請
求
を

）

四
五

一
四
三

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



認
容
す
る
が
、
そ
れ
に
際
し
て
、
被
告
が
機
械
の
状
態
に
問
題
が
な
い
と
明
示
的
に
保
証
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
被
告
は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
損
害

賠
償
請
求
権
か
ら
自
己
を
免
責
さ
せ
、
保
証
を
価
値
な
き
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
な
ら
、
そ
の
こ
と
を
誤
解
の
な
い
よ
う
に
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
本
件
条
項
は
、
少
な
く
と
も
本
件
の
特
殊
性
の
も
と
で
は
、
そ
の
種
の
包
括
的
な
責
任
排
除
と
し
て
十
分
で
な
い
と
す
る
。

ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
〇
年
一
月
二
四
日
判
決
（B
B 1980,496

）

プ
ー
ル
の
利
用
者
が
、
清
掃
時
に
用
い
ら
れ
た
洗
剤
で

す
べ
り
や
す
く
な
っ
て
い
た
階
段
で
転
倒
し
、
プ
ー
ル
を
経
営
す
る
地
方
自
治
体
に
対
し
慰
謝
料
の
支
払
い
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
施
設
へ
の

入
場
・
利
用
は
自
己
の
危
険
に
お
い
て
さ
れ
る
も
の
と
し
、
施
設
の
瑕
疵
に
起
因
す
る
人
身
な
い
し
物
的
損
害
に
つ
い
て
自
治
体
が
責
任
を
負
う
の

は
機
関
や
従
業
員
に
故
意
・
重
過
失
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
す
る
施
設
の
条
例
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
本
件
条
項
は
一
義
的
で

な
く
、
階
段
の
清
掃
に
際
し
て
の
社
会
安
全
義
務
違
反
と
い
う
本
件
事
例
を
十
分
な
明
確
性
を
も
っ
て
対
象
と
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
本
件
の
責

任
原
因
は
条
項
に
い
う
施
設
の
瑕
疵
に
あ
た
ら
な
い
な
ど
と
し
て
、
本
件
条
項
の
援
用
を
認
め
ず
、
自
治
体
の
責
任
を
肯
定
す
る
。

連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
八
二
年
二
月
一
六
日
判
決
（V

ersR
 
1982,

492 -495

）

レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
プ
ー
ル
で
当
時
一
四
歳
六
か
月
の
少
年
が

プ
ー
ル
用
イ
カ
ダ
か
ら
飛
び
込
ん
で
水
底
に
頭
を
打
ち
、
横
断
麻
痺
の
障
害
が
残
り
、
施
設
経
営
者
ら
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、

プ
ー
ル
の
利
用
は
自
己
の
危
険
に
お
い
て
さ
れ
る
も
の
と
し
、
も
し
損
害
が
生
じ
て
も
責
任
は
負
わ
な
い
と
す
る
掲
示
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。

判
決
は
、
不
法
行
為
の
加
害
者
が
掲
示
な
ど
で
明
ら
か
に
し
た
要
求
に
対
し
、
不
法
行
為
の
被
害
者
が
明
示
的
に
異
議
を
唱
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
社
会
生
活
上
の
基
本
的
な
安
全
確
保
義
務
へ
の
違
反
に
つ
い
て
の
責
任
追
及
を
放
棄
し
た
と
み
る
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
、
信
義
誠
実
に
よ
り
補
充
的
契
約
解
釈
が
か
か
っ
て
く
る
の
で
、
被
害
者
が
責
任
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
責
任

排
除
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
と
く
に
本
件
で
の
よ
う
に
生
命
や
健
康
へ
の
危
険
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
よ

う
な
補
充
的
契
約
解
釈
は
大
い
に
抑
制
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
り
責
任
追
及
の
放
棄
を
肯
定
す
る
に
は
、
社
会
生

活
上
の
安
全
確
保
義
務
を
負
っ
て
い
る
者
か
ら
の
す
べ
て
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
よ
と
の
要
求
を
被
害
者
は
衡
平
上
、
拒
め
な
い
と
い
う
こ
と
の
確

認
が
必
要
な
と
こ
ろ
、
本
件
で
は
こ
の
こ
と
は
あ
た
ら
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
逆
に
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
経
営
者
に
社
会
生
活
上
の
基
本
的
な
安
全
確

保
義
務
違
反
が
あ
っ
た
場
合
は
責
任
リ
ス
ク
の
被
害
者
へ
の
転
嫁
は
許
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
、
イ
カ
ダ
の
安
全
確
保
に
瑕
疵
が
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
違

反
で
あ
る
こ
と
、
信
義
誠
実
に
反
し
て
い
る
の
は
、
施
設
経
営
者
に
対
し
て
請
求
を
行
う
原
告
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
利
用
を
促
し
て
お
き

な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
責
任
か
ら
み
ず
か
ら
を
免
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
経
営
者
の
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
掲
示
に
よ
る
責
任
排
除
を
否
定
す
る（
原

判
決
も
本
件
掲
示
に
よ
る
責
任
排
除
を
否
定
し
、
過
失
相
殺
の
う
え
請
求
を
そ
の
根
拠
に
つ
き
正
当
と
認
め
て
い
た
が
、
本
判
決
は
、
施
設
経
営
者

）

四
六

一
四
四

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
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は
、
イ
カ
ダ
を
別
の
被
告
で
あ
る
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
団
体
に
譲
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
カ
ダ
に
つ
き
な
お
社
会
生
活
上
の
安
全
確
保
義

務
を
負
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
原
審
は
十
分
な
認
定
を
し
て
い
な
い
な
ど
と
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
し
事
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。）。

ケ
ル
ン
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
八
年
一
一
月
九
日
判
決
（N

JW
 
1990,776 -777

）

自
費
診
療
の
患
者
が
麻
酔
事
故
で
死
亡
し
、
遺
族
が
大

学
病
院
他
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
大
学
病
院
の
入
院
約
款
中
の
、
報
酬
請
求
の
権
限
が
あ
る
教
授
お
よ
び
そ
の
受
任
者
に

よ
る
自
費
診
療
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
損
害
に
つ
い
て
は
病
院
の
責
任
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
す
る
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
本
件
条

項
は
不
意
打
ち
効
の
あ
る
異
常
な
も
の
で
、
責
任
排
除
条
項
は
、
患
者
の
健
康
の
保
護
を
目
指
す
診
療
契
約
の
指
導
形
象
に
原
則
的
に
矛
盾
し
、
リ

ス
ク
負
担
を
許
さ
れ
な
い
か
た
ち
で
移
動
さ
せ
る
の
で
、
本
件
条
項
は
契
約
内
容
と
な
っ
て
い
な
い
、
責
任
を
変
更
す
る
条
項
を
も
し
そ
れ
で
も
有

効
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
条
項
の
存
在
と
射
程
距
離
と
を
患
者
に
明
示
的
に
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
件
で
は
そ
の
よ
う
な
指
示

を
欠
い
て
い
る
な
ど
と
し
て
、
麻
酔
医
と
病
院
に
対
す
る
請
求
を
認
容
す
る
。

ハ
ム
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
〇
日
判
決
（N

JW
-R
R 1992,243 -244

）

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
の
い
く
つ
か
の
約
款
条

項
の
使
用
差
止
め
が
求
め
ら
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
顧
客
は
施
設
を
自
己
の
危
険
に
お
い
て
利
用
し
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
は
重
過
失
お
よ
び

軽
過
失
の
場
合
は
責
任
を
負
わ
な
い
、会
員
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
加
入
し
て
い
る
責
任
保
険
の
枠
内
で
責
任
を
負
い
、
そ
れ
以
上
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
排
除
さ
れ
る
と
す
る
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。

判
決
は
請
求
を
認
容
す
る
が
、
本
件
条
項
に
つ
い
て
、
軽
過
失
の
事
例
に
限
っ
た
と
し
て
も
、
約
款
規
制
法
九
条
違
反
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
す
る

（
そ
の
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。）。

ト
リ
ー
ア
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
九
二
年
一
〇
月
二
九
日
判
決
（N

JW
 
1993,1474 -1476

）

ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者
の
う
ち
約
三
〇
名
が

大
音
響
で
聴
覚
障
害
を
起
こ
し
、
そ
の
う
ち
一
人
が
主
催
者
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
入
場
券
裏
面
に
、
物
的
損
害
お
よ
び
身

体
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
と
印
刷
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
被
告
は
、
聴
衆
の
聴
覚
に
対
す
る
危
険
に
対

し
少
な
く
と
も
重
過
失
で
目
を
つ
ぶ
り
、
原
告
の
予
想
し
得
べ
き
健
康
損
害
を
防
止
す
る
の
に
必
要
で
可
能
な
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
し
た
う
え

で
、
被
告
は
、
入
場
券
裏
面
の
こ
の
小
さ
く
印
刷
さ
れ
た
刷
込
み
で
も
っ
て
は
社
会
安
全
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
排
除
で
き
な
い
こ
と
、

判
読
困
難
で
、
対
応
す
る
掲
示
も
な
か
っ
た
こ
の
刷
込
み
は
、
契
約
へ
の
組
入
れ
要
件
（
約
款
規
制
法
二
条
一
項
）
を
満
た
さ
ず
、
契
約
内
容
と
な

り
得
な
い
こ
と
、
聴
衆
が
主
催
者
の
こ
う
し
た
要
求
に
黙
示
的
に
服
し
た
と
認
定
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
な
社
会
安
全
義
務
の
違
反
に
よ
る
責
任
の

場
合
、
で
き
な
い
こ
と
、
責
任
排
除
は
、
聴
衆
が
信
義
誠
実
に
反
す
る
や
り
方
で
不
適
切
に
不
利
に
さ
れ
る
の
で
、
約
款
規
制
法
九
条
一
項
に
も
反

）

四
七

一
四
五

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



す
る
こ
と
を
判
示
し
。
慰
藉
料
請
求
を
ほ
ぼ
認
容
す
る
。

連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
〇
年
九
月
二
七
日
判
決
（N

JW
 
2001,292 -302

）

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
連
盟
が
推
奨
す
る
新
車
販
売
約
款
に
つ
き
い

く
つ
か
の
条
項
の
使
用
差
止
め
を
消
費
者
保
護
団
体
が
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
軽
過
失
の
場
合
、
売
主
は
制
限
的
に
責
任
を
負
う
、
責
任
は
、
損

害
が
保
険
給
付
を
上
回
り
、
第
三
者
損
害
が
自
動
車
保
有
者
の
た
め
の
責
任
保
険
に
つ
い
て
の
法
律
の
枠
内
で
賠
償
さ
れ
な
い
場
合
に
の
み
存
在
す

る
、
そ
こ
で
の
責
任
額
は
、
自
動
車
保
有
者
の
責
任
保
険
に
つ
い
て
の
法
律
に
よ
る
そ
の
時
々
の
最
低
保
険
額
に
制
限
さ
れ
る
と
す
る
条
項
の
効
力

が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
本
件
条
項
は
身
体
お
よ
び
生
命
の
侵
害
の
場
合
に
も
約
款
使
用
者
の
責
任
を
制
限
す
る
の
で
、
契
約
相
手
方
を
不
適

切
に
不
利
益
に
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
決
定
を
要
し
な
い
な
ど
と
し
た
う
え
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
件
条
項
は
、
透
明
性

の
要
請
に
反
し
約
款
規
制
法
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
請
求
を
認
容
す
る
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
二
〇
〇
一
年
六
月
六
日
決
定
（M

D
R
 
2001,

1106 -1107 m
it A

n
m
.
v
o
n K

la
u
s L
u
tzen

k
irch

en

）

賃
借

家
屋
の
平
屋
根
笠
木
の
欠
陥
で
浸
水
し
家
具
が
損
傷
し
た
の
で
、
賃
借
人
が
賃
貸
人
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
賃
借
物
件
の
瑕

疵
に
よ
り
物
的
な
い
し
財
産
損
害
が
生
じ
て
も
、
賃
貸
人
は
故
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
る
場
合
に
し
か
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
し
、
軽
過
失
で
惹

起
さ
れ
た
物
的
な
い
し
財
産
損
害
に
つ
い
て
賃
貸
人
の
責
任
を
排
除
す
る
契
約
書
式
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
決
定
は
、
そ
の
遵
守
が
契
約
の
き

ち
ん
と
し
た
履
行
を
は
じ
め
て
可
能
に
す
る
と
こ
ろ
の
契
約
義
務
に
つ
い
て
、
違
反
の
責
任
を
約
款
に
よ
り
制
限
す
る
こ
と
は
、
当
該
義
務
の
空
洞

化
を
招
く
の
で
約
款
規
制
法
九
条
二
項
二
文
に
よ
り
許
さ
れ
な
い
と
す
る
い
わ
ゆ
る
枢
要
義
務
論
を
展
開
し
（
こ
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た

り
、
拙
著
・
前
掲
（
注
⑽
）
早
稲
田
法
学
六
八
巻
三
・
四
号
六
〜
二
七
頁
を
参
照
。）、
賃
貸
人
の
保
守
義
務
は
こ
の
枢
要
義
務
に
あ
た
る
と
し
た
う

え
で
、
住
居
賃
貸
借
契
約
の
契
約
目
的
に
は
居
住
者
が
そ
こ
に
滞
在
す
る
権
利
だ
け
で
な
く
、
私
物
を
住
居
に
持
ち
込
み
そ
こ
で
保
管
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
、
屋
根
笠
木
に
損
傷
が
あ
る
と
、
居
住
者
は
、
生
命
お
よ
び
健
康
な
ら
び
に
居
住
空
間
の
喪
失
の
危
険
の
み
な
ら

ず
、
持
ち
込
ん
だ
物
品
へ
の
損
傷
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
の
で
、
本
件
条
項
は
約
款
規
制
法
九
条
に
反
す
る
と
す
る
（
本
件
条
項
を
無
効
と
し
て
請

求
を
認
容
し
よ
う
と
し
た
原
審
が
、
本
件
条
項
の
有
効
性
に
つ
い
て
法
的
決
定
を
求
め
て
き
た
の
に
対
し
、
本
決
定
は
右
記
の
よ
う
に
判
断
し
た
。）。

67
）

E
n
tsch

eid
u
n
g
ssa

m
m
lu
n
g zu

m
 
A
G
B
-G
esetz

(A
G
B
E
),
B
d
.
2
(E
n
tsch

eid
u
n
g
en a

u
s d
em
 
Ja
h
re 1981),

N
r.
70 zu

11 N
r.
7
=

B
B
 
1981,

1851 -1852 m
it A

n
m
.
v
o
n A

lfred G
era

u
er
=
N
JW
 
1981,

1963.

下
級
審
判
決
だ
が
確
定
し
て
い
る
。

68
）

E
n
tsch

eid
u
n
g
ssa

m
m
lu
n
g zu

m
 
A
G
B
-G
esetz

(A
G
B
E
),
B
d
.
5
(E
n
tsch

eid
u
n
g
en a

u
s d
em
 
Ja
h
re 1984),

N
r.
56 zu

9
=
V
ersR

 
1984,

1053 -1054.

下
級
審
判
決
だ
が
確
定
し
て
い
る
。

）

四
八

一
四
六

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



69
）

V
ersR

 
1993,

1164 -1165.

下
級
審
判
決
だ
が
確
定
し
て
い
る
。

70
）

【D3】
に
つ
きH

elm
u
t H

ein
rich

s,
in
:
P
a
la
n
d
t,
K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
52.

A
u
fl.

1993,
9 A

G
B
G
 
R
n
.
43

、
【D6】
に
つ
きH

elm
u
t

 
H
ein
rich

s,
in
:
P
a
la
n
d
t,
61.

A
u
fl.

注

）,
9 A

G
B
G
 
R
n
.
43

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

71
）

H
a
n
s S

to
ll,
D
a
s H

a
n
d
eln a

u
f eig

en
e G

efa
h
r.
E
in
e rech

tsv
erg

leich
en
d
e U

n
tersu

ch
u
n
g
,
1961,

S
.
274 F

n
.
1.

こ
の
著
書
を
紹

介
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
前
田
達
明
「H

a
n
s S
to
ll

著
『
自
己
危
険
に
も
と
づ
く
行
為
』（
紹
介
）」
法
学
論
叢
八
五
巻
四
号
（
昭
和
四
四
年
）
六

八
〜
九
八
頁
（
同
『
判
例
不
法
行
為
法
』（
昭
和
五
三
年
）
二
三
一
〜
二
七
一
頁
に
所
収
）
が
あ
る
が
、
本
文
に
掲
げ
た
部
分
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い

（
八
五
頁
（『
判
例
不
法
行
為
法
』
二
五
五
頁
に
所
収
）
を
参
照
）。

72
）

D
eu
tsch

注

）,V
ersR

 
1974,

305.

73
）

な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
、
民
法
典
制
定
前
の
一
時
期
、
損
害
賠
償
責
任
を
強
行
法
と
解
す
る
立
場
が
一
定
程
度
支
持
さ
れ
て
い
た
。
拙
著
「
一
九
世

紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
過
失
責
任
の
免
責
｜

強
行
法
理
論
を
め
ぐ
る
判
例
で
の
議
論
を
中
心
に
｜

」『
民
法
学
と
比
較
法
学
の
諸
相

（
山
畠
正

男
・
五
十
嵐
清
・
藪
重
夫
先
生
古
稀
記
念
）』（
平
成
一
〇
年
）
一
五
五
〜
一
八
五
頁
を
参
照
。

74
）

ド
ィ
チ
ュ
は
、
こ
こ
で
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
教
科
書
中
の
キ
ッ
プ
の
論
述
（B

ern
h
a
rd
 
W
in
d
sch

eid
,
L
eh
rb
u
ch
 
d
es

 
P
a
n
d
ek
ten

rech
ts,

B
d
.
2,
9.
A
u
fl.
1906,

455 N
r.
12,

S
.
975 -976

(b
ea
rb
eitet v

o
n T

h
eo
d
o
r K

ip
p
)

）、
シ
ュ
タ
ウ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
民

法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
中
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
論
述
（A

lfred W
ern

er,
in
:
S
ta
u
d
in
g
er,

K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
9.
A
u
fl.
1930,

276 IV
,
S
.

292 -293

）、『
自
己
危
険
に
お
け
る
行
為
』
と
題
す
る
シ
ュ
ト
ル
の
著
書
（S

to
ll,
D
a
s H

a
n
d
eln a

u
f eig

en
e G

efa
h
r

注

）,S
.
274 N

r.
1

）

を
同
旨
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
援
用
す
る
が
、
キ
ッ
プ
の
論
述
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
、
ア
ク
イ
リ
ア
法
（L

ex A
q
u
ilia

）
に
基
づ
く
不
法

行
為
は
非
故
意
行
為
で
も
成
立
し
、
有
責
性
は
不
注
意
で
足
り
る
こ
と
（
さ
し
あ
た
り
、
春
木
一
郎
「L

ex
 
A
q
u
ilia

ニ
付
テ
」
鳩
山
秀
夫
編
『
私

法
論
集
（
土
方
教
授
在
職
二
十
五
周
年
記
念
）』（
大
正
六
年
）
一
九
〜
二
〇
頁
、
乾
（
前
田
）
達
明
「
不
法
行
為
法
に
つ
い
て
の
一
考
察
㈠
｜

違

法
性
と
過
失
を
め
ぐ
っ
て
｜

」
法
学
論
叢
八
一
巻
四
号
（
昭
和
四
二
年
）
二
七
頁
注
七
を
参
照
｜

筆
者
注
）
を
述
べ
る
も
の
で
、
ま
た
、
ヴ
ェ
ル

ナ
ー
の
論
述
は
、
す
で
に
ド
イ
ツ
普
通
法
（g

em
ein
es R

ech
t

）
で
は
、
過
失
責
任
の
契
約
に
よ
る
軽
減
が
、
契
約
外
の
（
不
法
行
為
）
責
任
に
つ

い
て
も
許
さ
れ
る
の
か
が
争
わ
れ
て
い
て
、
民
法
典
に
つ
い
て
も
八
二
三
条
（
不
法
行
為
に
つ
い
て
の
規
定
で
、
一
項
が
他
人
の
生
命
、
身
体
、
健

康
、
自
由
、
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
を
違
法
に
侵
害
し
た
者
は
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
を
、
二
項
が
他
人
の
保
護

を
目
的
と
す
る
法
律
に
違
反
し
た
者
は
同
様
の
義
務
を
負
う
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
規
定
す
る
｜

筆
者
注
）
の
責
任
を
契
約
に
よ
り
軽
減
で
き
る
か
と

）

四
九

一
四
七

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



い
う
同
様
の
問
題
が
あ
り
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
〇
八
年
四
月
二
四
日
判
決
（R

G
Z 68,

358 -367
=
JW
 
1908 N

r.
38,

465 -467

）（
運
河
当
局
の

過
失
で
係
柱
に
き
ち
ん
と
固
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
汽
船
が
艀
に
衝
突
し
て
艀
が
損
傷
し
、
損
害
賠
償
が
求
め
ら
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
運
河
管
理

当
局
の
運
河
水
先
案
内
人
他
の
職
員
に
過
失
が
あ
っ
て
も
、
ラ
イ
ヒ
は
船
舶
が
被
っ
た
損
害
の
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
と
す
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
皇
帝

運
河
（
現
在
の
キ
ー
ル
運
河
）
営
業
規
則
一
条
二
項
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
。
判
決
は
、
民
法
八
二
三
条
の
責
任
は
契
約
に
よ
っ
て
排
除
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
本
件
条
項
を
無
効
と
す
る
｜

筆
者
注
）
が
こ
れ
を
否
定
に
解
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
、
人
身
損

害
に
つ
い
て
免
責
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。

75
）

ド
ィ
チ
ュ
は
、
一
九
七
六
年
に
も
『
責
任
法

第
一
巻

一
般
理
論
』
と
題
す
る
著
書
の
な
か
で
（E

rw
in D

eu
tsch

,
H
a
ftu
n
g
srech

t,B
d
.1:

A
llg
em
ein
e L

eh
ren

,
1976,

20 III 4,
S
.
333

）、
同
様
の
趣
旨
を
述
べ
る
。

76
）

W
o
lf

注

）,N
JW
 
1980,

2433 -2440.

77
）

ヴ
ォ
ル
フ
は
、
軽
過
失
責
任
が
法
秩
序
の
放
棄
不
可
能
な
基
本
事
項
と
な
る
法
益
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
生
命
お
よ
び
健
康
が
考
え
ら
れ
る

と
し
、
そ
れ
に
際
し
て
、
ド
ィ
チ
ュ
の
論
説
（D

eu
tsch

注

）,V
ersR

 
1974,

305

）
を
援
用
す
る
。

78
）

ヴ
ォ
ル
フ
は
、
こ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
裁
判
例
を
挙
げ
る
が
、
い
ず
れ
も
人
身
損
害
（
な
い
し
そ
の
危
険
）
が
生
じ
た
事
案
で
は
あ
る
も
の
の
、

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
直
接
、
判
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
挙
げ
ら
れ
た
裁
判
例
は
、
前
掲
（
注

）
連
邦
通
常
裁
判
所
一

九
五
八
年
一
〇
月
二
一
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
六
九
年
六
月
一
八
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
六
九

年
七
月
二
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
第
一
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
七
二
年
一
〇
月
六
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九

七
八
年
二
月
一
五
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
八
年
四
月
一
九
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
八
年
七

月
五
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
〇
年
一
月
二
四
日
判
決
で
あ
る
。

79
）

W
o
lf,
in
:
W
o
lf /H

o
rn
/L
in
d
a
ch
er

注

）,
11 N

r.
7 R

n
.
30.

80
）

ヴ
ォ
ル
フ
は
、
こ
こ
で
、
自
著
の
論
説
（W

o
lf

注

）,N
JW
 
1980,

2440

）
を
援
用
し
、
ま
た
、（
生
命
で
な
く
）
身
体
侵
害
の
場
合
に
つ
い

て
反
対
に
解
す
る
説
と
し
て
、
こ
の
あ
と
紹
介
す
る
シ
ュ
タ
ウ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
中
の
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー
の
論
述
（P

eter
 

S
ch
lo
sser,

A
G
B
-G
esetz

(S
o
n
d
era

u
sg
a
b
e d
es A

G
B
G
 
a
u
s S
ta
u
d
in
g
ers K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
12.

A
u
fl.),

1980,
11 N

r.
7 R

n
.

44

）
を
挙
げ
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
ま
た
、
こ
こ
で
い
く
つ
か
の
裁
判
例
を
も
挙
げ
る
が
、
裁
判
例
は
い
ず
れ
も
人
身
損
害
（
な
い
し
そ
の
危
険
）
が

生
じ
た
事
案
で
は
あ
る
も
の
の
、
前
掲
（
注

）
【D1】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
七
七
年
一
二
月
七
日
判
決
を
除
き
、
人
身
損

）

五
〇

一
四
八

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
直
接
、
判
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
挙
げ
ら
れ
た
裁
判
例
は
、
前
掲
（
注

）
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
六
九

年
六
月
一
八
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
【D1】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
七
七
年
一
二
月
七
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
連
邦
通
常

裁
判
所
一
九
七
八
年
二
月
一
五
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
八
年
四
月
一
九
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
上
級

ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
〇
年
一
月
二
四
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
八
二
年
二
月
一
六
日
判
決
で
あ
る
。

81
）

Ju
rg
en B

a
sed

o
w
,
in
:
M
u
n
ch
en
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
3.
A
u
fl.
1993,

11 N
r.
7 A

G
B
G
 
R
n
.
104,

107.

82
）

バ
ズ
ド
ゥ
は
、
こ
こ
で
、
前
掲
（
注

）
【D5】
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
九
年
八
月
二
三
日
判
決
と
、
付
随
的
に
前
掲
（
注

）

【D4】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
八
年
四
月
二
二
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
ハ
ム
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
九
一
年
一
〇
月
一

〇
日
判
決
、
ヴ
ォ
ル
フ
の
論
説
（W

o
lf

注

）,N
JW
 
1980,

2440

）
と
を
援
用
す
る
。

83
）

F
ried

rich
 
G
ra
f v

o
n
 
W
estp

h
a
len
,
in
:
d
ers.

(H
rsg

.),
V
ertra

g
srech

t u
n
d
 
A
G
B
-K
la
u
selw

erk
e,
L
o
seb

la
tta
u
sg
a
b
e,
1993,

F
reizeich

n
u
n
g
sk
la
u
seln b

ei leich
ter F

a
h
rla
ssig

k
eit R

n
.
58 -59,

95.

84
）

グ
ラ
ー
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
は
、
こ
こ
で
、
前
掲
（
注

）
【D4】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
八
年
四
月

二
二
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
【D5】
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
九
年
八
月
二
三
日
判
決
、
前
掲
（
注

）
ハ
ム
上
級
ラ
ン
ト
裁
判

所
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
〇
日
判
決
を
援
用
す
る
。

85
）

同
項
に
つ
い
て
は
、
注

を
参
照
。

86
）

グ
ラ
ー
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
は
、
一
九
八
五
年
に
、
同
書
の
も
と
と
な
っ
た
レ
ー
ヴ
ェ
他
の
約
款
規
制
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の

な
か
で
も
（F

ried
rich G

ra
f v
o
n W

estp
h
a
len
,
in
:
L
o
w
e /G

ra
f v
o
n W

estp
h
a
len
/T
rin
k
n
er,

G
ro
ß
k
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
A
G
B
-G
esetz,

B
d
.
3:
E
in
zelk

la
u
seln u

n
d K

la
u
selw

erk
e,
2.
A
u
fl.
1985,

F
reizeich

n
u
n
g
sk
la
u
seln b

ei leich
ter F

a
h
rla
ssig

k
eit R

n
.
33

）、
ま
た
、

一
九
八
三
年
に
、「
約
款
規
制
法
九
条
に
よ
る
軽
過
失
の
場
合
の
責
任
免
責
・
責
任
制
限
条
項
の
有
効
性
限
界
」
と
題
す
る
論
説
の
な
か
で
も
（F

ried
-

rich G
ra
f v
o
n W

estp
h
a
len
,
D
ie W

irk
sa
m
k
eitsg

ren
zen v

o
n H

a
ftu
n
g
sfreizeich

n
u
n
g
s-
u
n
d H

a
ftu
n
g
sb
eg
ren

zu
n
g
sk
la
u
seln

 
b
ei leich

ter F
a
h
rla
ssig

k
eit g

em
.
9 A

G
B
-G
esetz,

W
M
 
1983,

980

）、
本
文
に
掲
げ
た
う
ち
の
前
段
と
同
様
の
こ
と
を
す
で
に
述
べ
て
い

た
（
た
だ
し
、
根
拠
条
文
は
約
款
規
制
法
九
条
二
項
一
号
な
い
し
二
号
で
あ
っ
た
。）。

さ
ら
に
、
グ
ラ
ー
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
は
、
一
九
九
〇
年
に
、
同
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
製
造
物
責
任
法
（G

esetz u
b
er

 
d
ie H

a
ftu
n
g fu

r feh
lerh

a
fte P

ro
d
u
k
te
(P
ro
d
u
k
th
a
ftu
n
g
sg
esetz

-
P
ro
d
H
a
ftG

)
v
o
m
 
15.12.1989,

B
G
B
l.
I S

.
2198

）
を
扱
っ
た

）

五
一

一
四
九

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



「
新
し
い
製
造
物
責
任
法
」
と
題
す
る
論
説
の
な
か
で
も
（F

ried
rich G

ra
f v
o
n W

estp
h
a
len
,
D
a
s n
eu
e P

ro
d
u
k
th
a
ftu
n
g
sg
esetz,

N
JW

 
1990,

91

）、
今
般
、
同
法
一
四
条
は
同
法
に
よ
る
製
造
者
の
損
害
賠
償
責
任
が
強
行
規
定
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
た
が
、
責
任
免
責
が
約
款
規
制
法

九
条
の
評
価
基
準
の
も
と
で
有
効
か
ど
う
か
は
争
い
が
あ
る
も
の
の
、
製
造
物
の
欠
陥
が
健
康
や
身
体
の
侵
害
を
招
く
場
合
は
、
責
任
免
責
条
項
は

約
款
規
制
法
九
条
二
項
一
号
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
肉
体
や
生
命
、
健
康
の
保
護
は
憲
法
の
価
値
秩
序
の
な

か
で
高
位
に
あ
り
、
約
款
条
項
で
の
責
任
免
責
が
こ
の
価
値
決
定
に
反
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
い
う
。

な
お
、
一
九
九
〇
年
一
月
一
日
施
行
の
製
造
物
責
任
法
の
一
四
条
が
製
造
物
責
任
か
ら
の
免
責
を
禁
止
し
た
趣
旨
は
製
造
物
利
用
者
の
保
護
に

あ
っ
た
（B

T
D
ru
ck
s 11 /2447,

S
.
25

）
が
、
対
商
人
取
引
で
も
、
ま
た
、
約
款
で
な
く
個
別
の
約
定
に
よ
る
場
合
に
も
こ
の
禁
止
が
及
ぶ
も
の

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
き
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
の
批
判
も
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、R

u
d
ig
er K

ra
u
se,

in
:
S
o
erg

el,
K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 

B
G
B
,
13.

A
u
fl.
2005,

14 P
ro
d
H
a
ftG

14 R
n
.
1;
G
erh

a
rd W

a
g
n
er,

in
:
M
u
n
ch
en
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
5.
A
u
fl.
2009,

P
ro
d
H
a
ftG

14 R
n
.
1 -2

を
参
照
。

87
）

S
ch
lo
sser,

A
G
B
G

注

）,
11 N

r.
7 R

n
.
37,

40,
44.

88
）

C
h
risto

p
h E

d
u
a
rd Z

ieg
ler,

D
ie B

esch
ra
n
k
u
n
g d

er H
a
ftu
n
g a
u
s cu

lp
a in co

n
tra
h
en
d
o in A

llg
em
ein
en G

esch
a
ftsb

ed
in
g
u
n
-

g
en
,
B
B
 
1990,

2346.

89
）

そ
の
よ
う
な
学
説
と
し
て
、
た
と
え
ば
以
下
が
あ
る
。H

elm
u
t H

ein
rich

s,
in
:
P
a
la
n
d
t,
K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
46.

A
u
fl.
1987,

9
 

A
G
B
G A

n
m
.6)c)d

d
)

（
軽
過
失
に
つ
い
て
の
責
任
排
除
が
約
款
規
制
法
九
条
に
よ
り
無
効
と
な
る
場
合
の
一
つ
と
し
て
、
約
款
使
用
者
の
相
手
方

の
健
康
ま
た
は
生
命
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
を
挙
げ
る
。）;H

en
sen

,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
5.
A
u
fl.

注

）,A
n
h
.

9 -11
(S
p
o
rt-

stu
d
io
s)
R
n
.671

（
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ジ
オ
の
約
款
に
つ
き
、
事
業
者
は
、
器
具
の
欠
陥
に
よ
る
軽
過
失
で
惹
起
さ
れ
た
健
康
損
害
に
つ
い
て
も
責
任

を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。）;H

en
d
rik H

eferm
eh
l,
in
:
E
rm
a
n
,
H
a
n
d
k
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
8.
A
u
fl.
1989,

9 R
n
.
316

（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
約
款
に
つ
き
、顧
客
の
健
康
や
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
り
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
施
設
や
器
具
を
管
理
し
て
き
ち
ん
と
し

た
状
態
に
置
く
べ
き
義
務
は
、
契
約
の
性
質
上
、
本
質
的
な
義
務
で
あ
り
、
こ
の
義
務
か
ら
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
。）;

C
o
ester,

in
:

S
ta
u
d
in
g
er,

1998

注

）,
9 A

G
B
G
 
R
n
.
340

（
約
款
使
用
者
が
、
顧
客
の
生
命
お
よ
び
健
康
に
つ
い
て
特
別
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
き

は
、
免
責
は
無
効
で
あ
り
、
生
命
お
よ
び
健
康
の
保
護
義
務
は
、
原
則
的
に
、
約
款
規
制
法
九
条
二
項
二
号
に
い
う
本
質
的
な
義
務
で
あ
る
と
す
る
。）.

90
）

G
esetz zu

r Ä
n
d
eru

n
g d

es A
G
B
-G
esetzes u

n
d d

er In
so
lv
en
zo
rd
n
u
n
g v

o
m
 
19.7.1996,

B
G
B
l.
I S

.
1013.

）

五
二

一
五
〇

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



91
）

ド
イ
ツ
の
約
款
規
制
法
が
消
費
者
契
約
か
否
か
を
問
わ
ず
、
約
款
を
規
制
す
る
の
に
対
し
、
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
は
消
費
者
契
約
を
対
象
と
し
、

両
者
は
規
制
対
象
を
異
に
す
る
。
そ
こ
で
、
指
令
の
国
内
法
化
に
際
し
、
消
費
者
契
約
に
関
し
て
、
指
令
に
対
応
し
た
規
制
を
用
意
す
る
こ
と
と
し

た
の
が
二
四
条
ａ
で
あ
る
（
さ
し
あ
た
り
、
谷
本
・
前
掲
（
注

）
立
命
館
法
学
二
四
七
号
一
〜
四
三
頁
、
石
原
・
前
掲
（
注

）
一
橋
大
学
研
究

年
報
法
学
研
究
三
〇
号
三
〜
四
二
頁
、
鹿
野
・
前
掲
（
注

）
立
命
館
法
学
二
五
六
号
二
一
一
〜
二
一
四
頁
、
石
田
編
・
前
掲
（
注
⑻
）『
注
釈
ド
イ

ツ
約
款
規
制
法

改
訂
普
及
版
』
三
一
五
〜
三
一
九
頁
（
谷
本
圭
子
執
筆
）
を
参
照
。）。

92
）

M
a
n
fred W

o
lf,
in
:
W
o
lf /H

o
rn
/L
in
d
a
ch
er,

A
G
B
-G
esetz.

K
o
m
m
en
ta
r,
3.
A
u
fl.
1994,

A
n
h
.
N
r.
1a E

G
-R
ich
tlin

ie R
n
.
14.

93
）

H
elm

u
t H

ein
rich

s,
in
:
P
a
la
n
d
t,
K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
56.

A
u
fl.
1997,

24a A
G
B
G
 
R
n
.
26.

94
）

B
a
sed

o
w
,
in
:
M
u
n
ch
K
o
m
m
B
G
B
,
4.
A
u
fl.

注

）,
11 N

r.
7 A

G
B
G
 
R
n
.
4.

95
）

F
ried

rich
 
G
ra
f v

o
n
 
W
estp

h
a
len
,
N
a
ch
 
d
er
 
S
ch
u
ld
rech

tsrefo
rm
:
N
eu
e
 
G
ren

zen
 
fu
r
 
H
a
ftu
n
g
sfreizeich

n
u
n
g
s-
u
n
d

 
H
a
ftu
n
g
sb
eg
ren

zu
n
g
sk
la
u
seln

,
B
B
 
2002,

210.
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）

グ
ラ
ー
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
こ
の
論
述
は
、
対
消
費
者
取
引
を
前
提
と
し
て
の
も
の
だ
が
、
同
氏
は
、
一
九
九
七
年
に
、「
商

人
取
引
に
お
け
る
責
任
免
責
・
制
限
条
項
の
不
奏
功
」
と
題
す
る
論
説
の
な
か
で
（F

ried
rich G

ra
f v
o
n W

estp
h
a
len
,
D
ie N

u
tzlo

sig
k
eit

 
v
o
n H

a
ftu
n
g
sfreizeich

n
u
n
g
s-
u
n
d H

a
ftu
n
g
sb
eg
ren

zu
n
g
sk
la
u
seln im

 
k
a
u
fm
a
n
n
isch

en V
erk

eh
r,
D
B
 
1997,

1807

）、
人
身
損
害

に
つ
い
て
免
責
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
対
商
人
取
引
で
も
同
様
に
妥
当
す
る
と
す
る
。

97
）

C
o
ester-W

a
ltjen

,
in
:
S
ta
u
d
in
g
er,

1998

注

）,
11 N

r.
7 A

G
B
G
 
R
n
.
38.

98
）

S
tra
ß
en
v
erk

eh
rsg

esetz v
o
m
 
19.12.1952,

B
G
B
l.
I S

.
837.

99
）

も
っ
と
も
、
ケ
ス
タ
ー
・
ヴ
ァ
ル
チ
ェ
ン
は
、
こ
れ
に
続
け
て
、
指
令
が
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責
を
禁
止
し
た
こ
と
は
約
款
規
制
法
の
改
正
を

迫
る
も
の
で
は
な
く
、
責
任
の
制
限
や
排
除
の
問
題
は
約
款
規
制
法
九
条
に
よ
り
判
断
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
以
上
の
基
本
思
想
を
考
慮
す
る
余
地
が

あ
る
と
す
る
。

100
）

B
T
D
ru
ck
s 14 /6040,

S
.
153 -154;

T
h
o
m
a
s L

a
p
p u

n
d E

rw
in S

a
la
m
o
n
,
in
:
ju
ris P

ra
x
isk
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
5.
A
u
fl.
2010,

307 R
n
.
2;
M
ich
a
el C

o
ester,

in
:
S
ta
u
d
in
g
er,

K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
2006,

307 R
n
.
1;
M
a
n
fred W

o
lf,
in
:
W
o
lf /L

in
d
a
ch
er /

P
feiffer,

5.
A
u
fl.

注

）,
307 B

G
B
 
R
n
.
3.

101
）

B
T
D
ru
ck
s 14 /6040,

S
.
156;

C
h
risten

sen
,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
11.

A
u
fl.

注

）,
309 N

r.
7 B

G
B
,
R
n
.
5.

ｂ
で
は
、

）

五
三

一
五
一

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



「
契
約
違
反
」
が
「
義
務
違
反
」
に
改
め
ら
れ
、
ま
た
、
契
約
締
結
上
の
過
失
に
つ
い
て
の
一
節
が
削
除
さ
れ
た
。

102
）

B
T
D
ru
ck
s 14 /6040,

S
.
160;

Ju
rg
en B

a
sed

o
w
,
in
:
M
u
n
ch
en
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
5.
A
u
fl.
2007,

310 R
n
.
2;
W
o
lf,
in
:

W
o
lf /L

in
d
a
ch
er /P

feiffer,
5.
A
u
fl.

注

）,
310 A

b
s.
1 B

G
B
 
R
n
.
3.
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）

P
erso

n
en
b
efo

rd
eru

n
g
sg
esetz

(P
B
efG

)
v
o
m
 
21.3.1961,

B
G
B
l.
I S

.
241.
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）

V
ero

rd
n
u
n
g
 
u
b
er d

ie
 
A
llg
em
ein
en
 
B
efo

rd
eru

n
g
sb
ed
in
g
u
n
g
en
 
fu
r
 
d
en
 
S
tra
ß
en
b
a
h
n
-
u
n
d
 
O
b
u
sv
erk

eh
r
 
so
w
ie
 
d
en

 
L
in
ien
v
erk

eh
r m

it K
ra
ftfa

h
rzeu

g
en v

o
m
 
27.2.1970,

B
G
B
l.
I S

.
230.

105
）

路
線
交
通
の
運
送
契
約
の
内
容
は
、
原
則
的
に
、
本
文
に
挙
げ
た
一
九
七
〇
年
二
月
二
七
日
の
命
令
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
、
運
送
条
件
は
契
約
と

し
て
の
性
質
を
有
し
な
い
の
で
、
そ
の
か
ぎ
り
で
約
款
規
制
法
に
よ
る
規
制
は
か
か
っ
て
こ
な
い
が
、
路
線
交
通
に
お
い
て
、
一
般
運
送
約
款
か
ら

乖
離
し
た
特
別
の
運
送
条
件
が
認
可
官
庁
の
同
意
の
も
と
用
い
ら
れ
る
と
き
、
こ
の
特
別
の
運
送
条
件
は
私
法
上
の
約
款
で
あ
っ
て
、
約
款
規
制
法

に
よ
る
内
容
規
制
に
服
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
適
用
除
外
規
定
で
も
っ
て
、
こ
の
命
令
や
旅
客
運
送
法
に
み
ら
れ
る
、
本
来
は
約
款
規
制
法
一
一
条
七
、

八
号
に
よ
っ
て
は
許
さ
れ
な
い
は
ず
の
責
任
制
限
を
、
特
別
の
運
送
条
件
に
お
い
て
可
能
に
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た（P

eter S
ch
lo
sser,in

:S
ta
u
d
in
-

g
er,

1998

注

）,
23 A

G
B
G
 
R
n
.
26;

N
o
rb
ert H

o
rn
,
in
:
W
o
lf /H

o
rn
/L
in
d
a
ch
er,

4.
A
u
fl.

注

）,
23 R

n
.
200;

Ju
rg
en

 
B
a
sed

o
w
,
in
:
M
u
n
ch
K
o
m
m
B
G
B
,
4.
A
u
fl.

注

）,
23 A

G
B
G
 
R
n
.
31;

P
eter U

lm
er,

in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
9.
A
u
fl.

注

）,
23 R

n
.
40

）。

106
）

B
T
D
ru
ck
s 14 /6857,

S
.
16;

C
h
risten

sen
,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
11.

A
u
fl.

注

）,
309 N

r.
7 B

G
B
 
R
n
.
8.

107
）

B
T
D
ru
ck
s 14 /6857,

S
.
52;

C
h
risten

sen
,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
11.

A
u
fl.

注

）,
309 N

r.
7 B

G
B
 
R
n
.
8.
B
a
sed

o
w
,

in
:
M
u
n
ch
K
o
m
m
B
G
B
,
5.
A
u
fl.

注
（

））,
310 R

n
.
31

を
も
参
照
。
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
一
条
二
項
は
、「
拘
束
力
の
あ
る
法
規
定
に
、

ま
た
は
、
加
盟
国
や
Ｅ
Ｃ
が
｜

特
に
運
送
領
域
で
｜

当
事
者
で
あ
る
国
際
条
約
の
規
定
や
原
則
に
基
づ
く
契
約
条
項
に
は
、
本
指
令
の
規
定
は

適
用
さ
れ
な
い
」
と
規
定
す
る
。

108
）

同
条
は
、「
物
的
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
」
と
の
見
出
し
の
も
と
に
「
事
業
者
は
、
物
的
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
を
各
旅
客
に
対
し
、
損
害
が
一
〇

〇
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
ず
、
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
ら
な
い
か
ぎ
り
で
、
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
本
文
に
挙
げ

た
一
九
七
〇
年
二
月
二
七
日
の
命
令
の
一
四
条
が
「
責
任
」
と
の
見
出
し
の
も
と
に
、
事
業
者
は
、
旅
客
の
死
傷
お
よ
び
旅
客
の
携
行
品
へ
の
損
害

に
つ
き
、
一
般
規
定
に
よ
り
責
任
を
負
う
こ
と
、
事
業
者
は
、
物
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
各
旅
客
に
対
し
最
大
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
ま
で
し
か
責
任
を

）

五
四

一
五
二

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



負
わ
な
い
が
、
当
該
物
的
損
害
が
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
る
と
き
は
こ
の
責
任
限
定
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
。
旅
客
運
送
法
二
三
条

は
、
一
九
六
一
年
の
制
定
当
初
、
そ
の
一
項
一
文
に
お
い
て
、「
事
業
者
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
旅
客
に
対
し
て
負
う
責
任
を
排
除
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
明
文
を
も
っ
て
規
定
し
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
六
月
二
八
日
の
第
三
次
法
訂
正
法
（D

rittes R
ech

tsb
erein

ig
u
n
g
sg
esetz v

o
m

 
28.6.1990,

B
G
B
l.
I S
.1221

）
二
八
条
に
よ
り
こ
の
部
分
は
削
除
さ
れ
た
。
す
で
に
一
九
七
八
年
一
月
四
日
の
責
任
法
（H

a
ftp
flich

tg
esetz v

o
m

 
4.1.1978,

B
G
B
l.
I S

.
145

）
七
条
な
ど
が
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
排
除
を
禁
止
し
て
い
た
の
で
、
運
送
法
に
お
い
て
改
め
て
禁
止
を
規
定
す

る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（M

ich
a
el B

a
u
er,

P
erso

n
en
b
efo

rd
eru

n
g
sg
esetz.

K
o
m
m
en
ta
r,
2010,

23 R
n
.
2

）。

109
）

H
o
rn
,
in
:
W
o
lf /H

o
rn
/L
in
d
a
ch
er,

4.
A
u
fl.

注

）,
23 R

n
.
200

を
参
照
。

110
）

適
用
除
外
を
定
め
る
規
定
と
し
て
は
、
他
に
も
民
法
三
一
〇
条
二
項
が
あ
り
、
同
項
は
、
三
〇
八
条
お
よ
び
三
〇
九
条
は
、
供
給
条
件
が
、
料
金

表
顧
客
へ
の
電
気
、
ガ
ス
、
遠
隔
暖
房
の
熱
お
よ
び
水
の
供
給
の
た
め
の
約
款
に
つ
い
て
の
（
諸
）
命
令
か
ら
顧
客
に
不
利
に
乖
離
し
な
い
か
ぎ
り
、

特
別
需
用
家
へ
の
供
給
網
か
ら
の
電
気
、
ガ
ス
、
遠
隔
暖
房
の
熱
お
よ
び
水
の
供
給
に
つ
い
て
の
契
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
。
特
別
需
要
家

は
か
り
に
消
費
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
料
金
表
顧
客
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
供
給
事
業
に
は
特
別
需
要
家
向

け
の
約
款
を
一
般
供
給
約
款
に
合
わ
せ
た
も
の
と
す
る
自
由
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
に
よ
る
。
こ
れ
も
、
文
言
を
若
干
改
め
た
う
え

で
、
約
款
規
制
法
二
三
条
二
項
二
号
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
（B

T
D
ru
ck
s 14 /6040,

S
.
160;

B
a
sed

o
w
,
in
:
M
u
n
ch
K
o
m
m
B
G
B
,
5.

A
u
fl.

注
（

））,
310 R

n
.
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W
o
lf,
in
:
W
o
lf /L

in
d
a
ch
er /P

feiffer,
5.
A
u
fl.

注

）,
310 A

b
s.
2 B

G
B
 
R
n
.
3;
U
lm
er u

n
d
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ch
a
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in
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U
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er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
11.

A
u
fl.

注

）,
310 B

G
B
 
R
n
.
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）。
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K
a
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,
W
ie
 
a
n
d
ert
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d
a
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G
B
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Z
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579;
H
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u
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H
ein
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D
ie
 
E
G
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u
b
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m
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b
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u
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lich

e K
la
u
seln in V

erb
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u
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g
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,
N
JW
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ein
h
a
rd D

a
m
m
,E
u
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p
a
isch
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erb

ra
u
ch
erv

ertra
g
s-

rech
t u

n
d A

G
B
-R
ech
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Z
u
r U

m
setzu

n
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er E
G
-R
ich
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ie u
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iß
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u
ch
lich

e K
la
u
seln

 
in
 
V
erb

ra
u
ch
erv

ertra
g
en
,
JZ

 
1994,

175.
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）

B
T
D
ru
ck
s 13 /2713,

S
.
6.
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）

C
o
ester,

in
:
S
ta
u
d
in
g
er,

1998

注

）,
9 A

G
B
G
 
R
n
.
88.
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Jo
a
ch
im
 
S
ch
m
id
t-S
a
lzer,

T
ra
n
sfo
rm
a
tio
n d

er E
G
-R
ich
tlin

ie u
b
er m

iß
b
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u
ch
lich

e K
la
u
seln in V

erb
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u
ch
erv
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g
en

 
v
o
m
 
5.4.1993 in d

eu
tsch

es R
ech

t u
n
d A

G
B
-G
esetz:

E
in
zelfra

g
en
,
B
B
 
1995,

1494.

幌
学
院

）

五
五

一
五
三

札

）

二
八

法
学
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巻
二
号
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115
）

H
en
sen

,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
9.
A
u
fl.

注

）,
11 N

r.
7 R

n
.
43.

116
）

B
T
D
ru
ck
s 14 /6040,

S
.
156.

117
）

C
h
risten

sen
,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
11.

A
u
fl.

注

）,
309 N

r.
7 B

G
B
 
R
n
.
7.
E
v
a
-M
a
ria K

ien
in
g
er,

in
:
M
u
n
ch
-

K
o
m
m
B
G
B
,
5.
A
u
fl.

注
（

））,
309 N

r.
7 R

n
.
2

を
も
参
照
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
立
法
目
的
は
、B

T
D
ru
ck
s 14 /6040

（
連
邦
議

会
文
書
）
の
立
法
資
料
か
ら
は
明
確
で
は
な
い
。
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B
T
D
ru
ck
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.
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注
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G
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a
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u
n
g
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W
M
 
2002,
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F
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o
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h
a
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A
G
B
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ech
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G
B
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E
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d
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u
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a
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m
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N
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A
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o
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n
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g
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r leich
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a
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G
B
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Z
G
S 2004,

17.
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P
eter S

ch
lo
sser,

in
:
S
ta
u
d
in
g
er,

2006

注
（

））,V
o
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.
zu

305ff.
R
n
.
16.
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K
o
ch

注
（

））,W
M
 
2002,

2174.
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）

G
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f v
o
n W
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h
a
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注

）,B
B
 
2002,
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C
h
risten

sen
,
in
:
U
lm
er /B
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n
d
n
er /H

en
sen

,
11.

A
u
fl.

注

）,
309 N

r.
7 B

G
B

 
R
n
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40.
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）

Z
M
R
 
2003,

741 -743.

下
級
審
判
決
で
あ
り
、
確
定
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

123
）

判
決
は
こ
こ
で
、
前
掲
（
注

）
【D4】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
一
九
八
八
年
四
月
二
二
日
判
決
を
援
用
す
る
。

124
）

な
お
、
判
決
は
、
新
民
法
が
適
用
さ
れ
な
い
二
〇
〇
二
年
以
前
締
結
の
契
約
で
も
、
本
文
に
い
う
よ
う
な
免
責
は
、
約
款
規
制
法
九
条
に
よ
り
許

さ
れ
な
い
と
す
る
。

125
）

Z
G
S 2004,

271 -275.

126
）

N
JW

-R
R
 
2005,

1220 -1222.

127
）

W
R
P
 
2006,

389 -390.

128
）

N
JW
 
2009,

1486 -1487 m
it A

n
m
.
v
o
n E

rn
st F

u
h
rich

.

129
）

さ
し
あ
た
り
、
河
上
正
二
「
約
款
と
そ
の
司
法
的
規
制
（
五
・
完
）」
法
学
協
会
雑
誌
一
〇
二
巻
一
二
号
（
昭
和
六
〇
年
）
九
〇
〜
九
一
頁
（
同
『
約

）

五
六

一
五
四

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



款
規
制
の
法
理
』
三
七
六
頁
に
所
収
）、
山
本
豊
「
附
随
的
契
約
条
項
の
全
部
無
効
、
一
部
無
効
ま
た
は
合
法
解
釈
に
つ
い
て
」
法
学
（
東
北
大
学
）

五
〇
巻
五
号
（
昭
和
六
二
年
）
二
〇
二
〜
二
一
一
頁
（
同
『
不
当
条
項
規
制
と
自
己
責
任
・
契
約
正
義
』
一
二
六
〜
一
三
四
頁
に
所
収
）、
石
田
編
・

前
掲
（
注
⑻
）『
注
釈
ド
イ
ツ
約
款
規
制
法

改
訂
普
及
版
』
七
六
〜
八
〇
頁
（
中
田
邦
博
執
筆
）、H

a
rry
 
S
ch
m
id
t,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /

H
en
sen

,
11.

A
u
fl.

注

）,
306 B

G
B
 
R
n
.
14;

C
h
ristia

n G
ru
n
eb
erg

,
in
:
P
a
la
n
d
t,
K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
70.

A
u
fl.
2011,

306
 

R
n
.
6

を
参
照
。

130
）

も
っ
と
も
、
一
九
九
八
年
に
シ
ュ
タ
ウ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
な
か
で
、
Ｅ
Ｃ
不
公
正
条
項
指
令
が
人
身
損
害
に
つ
い
て
免
責

を
完
全
に
禁
止
し
た
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
ケ
ス
タ
ー
・
ヴ
ァ
ル
チ
ェ
ン
の
論
述
（
注

）
は
、
二
〇
〇
六
年
の
新
し
い
版
で
も
維
持
さ
れ
て
い

る
（C

o
ester-W

a
ltjen

,
in
:
S
ta
u
d
in
g
er,

2006

注
（

））,
309 N

r.
7 R

n
.
41

）。

131
）

T
h
o
m
a
s P

feiffer,
N
eu
es S

ch
u
ld
rech

t
-
n
eu
es L

eitb
ild im

 
A
G
B
-R
ech

t,
in
:
B
a
rb
a
ra D

a
u
n
er-L

ieb
/H
o
rst K

o
n
zen

/K
a
rsten

 
S
ch
m
id
t
(H
rsg

.),
D
a
s n
eu
e S

ch
u
ld
rech

t in d
er P

ra
x
is.
A
k
zen

te
-
B
ren

n
p
u
n
k
te
-
A
u
sb
lick

,
2003,

S
.
248 -249.

132
）

プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
は
、
併
せ
て
、
事
故
の
た
め
の
保
険
や
法
定
の
健
康
保
険
が
あ
る
こ
と
は
意
味
を
も
た
な
い
（
も
し
こ
の
こ
と
が
意
味
を
も
つ

の
な
ら
、
約
款
使
用
者
は
、
消
費
者
（
実
際
、
保
険
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。）
に
対
し
て
も
、
典
型
的
に
保
険
の
対
象
と
な
る
損
害
に
つ
い
て
は
保

険
で
ま
か
な
っ
て
く
れ
と
い
え
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。）
と
す
る
。

133
）

そ
の
よ
う
な
学
説
と
し
て
、
た
と
え
ば
以
下
が
あ
る
。G

ra
f v
o
n W

estp
h
a
len

注
（

））,N
JW
 
2002,

20 -21;
A
rn
o
ld

注
（

））,Z
G
S

 
2004,

17;
C
o
ester-W

a
ltjen

,
in
:
S
ta
u
d
in
g
er,

2006

注
（

））,
309 N

r.
7 R

n
.
41.

134
）

K
ien
in
g
er,

in
:
M
u
n
ch
K
o
m
m
B
G
B
,
5.
A
u
fl.

注
（

））,
309 N

r.
7 R

n
.
3

を
参
照
。

135
）

G
ra
f v
o
n W

estp
h
a
len
,
in
:
d
ers.

(H
rsg

.),
V
ertra

g
srech

t u
n
d A

G
B
-K
la
u
selw

erk
e

注

）(S
ta
n
d
:
Ju
li 2000),

F
reizeich

n
u
n
g
s-

k
la
u
seln b

ei leich
ter F

a
h
rla
ssig

k
eit,

R
n
.
2;
C
o
ester-W

a
ltjen

,
in
:
S
ta
u
d
in
g
er,

2006

注
（

））,
309 N

r.
7 R

n
.
41;

M
a
n
fred

 
W
o
lf,
in
:
W
o
lf /L

in
d
a
ch
er /P

feiffer,
5.
A
u
fl.

注

）,A
n
h
.
N
r.
1a E

G
-R
ich
tlin

ie R
n
.
12;

C
h
risten

sen
,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /

H
en
sen

,
11.

A
u
fl.

注

）,
309 N

r.
7 B

G
B
 
R
n
.
6.

も
っ
と
も
、
反
対
説
も
あ
っ
た
（H

en
sen

,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
9.

A
u
fl.

注

）,
11 N

r.
7 R

n
.
41

）。

136
）

し
た
が
っ
て
、
国
内
法
化
と
し
て
適
切
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
疑
問
も
呈
さ
れ
る
（F

ried
rich G

ra
f v
o
n W

estp
h
a
len
,
D
a
s V

erb
o
t

 
v
o
n N

r.
1b d

es A
n
h
a
n
g
s zu

r E
G
-K
la
u
sel-R

ich
tlin

ie 93 /13 /E
W
G
,
Z
G
S 2004,

469

）。

）

五
七

一
五
五

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）



137
）

W
o
lf,
in
:
W
o
lf /L

in
d
a
ch
er /P

feiffer,
5.
A
u
fl.

注

）,A
n
h
.
N
r.
1a E

G
-R
ich
tlin

ie R
n
.
14.

138
）

G
u
id
o C

h
risten

sen
,
in
:
U
lm
er /B

ra
n
d
n
er /H

en
sen

,
A
G
B
-R
ech

t.
K
o
m
m
en
ta
r,
10.

A
u
fl.
2006,

309 N
r.
7 B

G
B
 
R
n
.
23.

139
）

K
o
ch

注
（

））,W
M
 
2002,

2178;
B
en
n
o Z

ieg
ler u

n
d M

a
rk
u
s S
.
R
ied
er,

V
ertra

g
sg
esta

ltu
n
g u

n
d V

etra
g
sa
n
p
a
ssu

n
g n

a
ch

 
d
em
 
S
ch
u
ld
rech

tsm
o
d
ern

isieru
n
g
sg
esetz,

Z
IP
 
2001,

1789.

140
）

効
力
維
持
的
縮
減
が
基
本
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
注
（

）
を
参
照
。

141
）

わ
が
国
で
も
、
加
藤
・
前
掲
（
注

）『
損
害
賠
償
責
任
の
研
究

上
』
五
二
四
〜
五
二
五
頁
（
医
療
の
場
面
で
の
誓
約
書
等
に
つ
き
）
や
清
水
・

前
掲
（
注

）『
消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
当
条
項
の
横
断
的
分
析
』
六
三
、
六
五
頁
、
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
消
費
者
保
護
委
員
会
編
・
前
掲
（
注

）『
消
費
者
契
約
法
の
改
正
』
三
六
頁
、
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
・
前
掲
（
注

）『
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
』
一
一
五
頁
が
こ

の
こ
と
を
援
用
す
る
。

142
）

わ
が
国
で
も
、
山
崎
・
前
掲
（
注

）『
医
事
法
制
学
』
四
二
六
頁
（
医
療
の
場
面
で
の
誓
約
書
等
に
つ
き
）
や
山
本
・
前
掲
（
注

）
私
法
四
九

号
二
一
四
頁
（
同
『
不
当
条
項
規
制
と
自
己
責
任
・
契
約
正
義
』
一
五
五
頁
に
所
収
）
が
こ
の
こ
と
を
援
用
す
る
。

143
）

医
療
の
場
面
で
の
誓
約
書
等
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
高
田
利
廣
・
小
海
正
勝
『
病
院
・
医
院

業
種
別
法
律
相
談
）』（
昭
和
四
八
年
）
八
二
頁
、

菅
野
耕
毅
『
医
療
過
誤
責
任
の
研
究
』（
昭
和
五
七
年
）
一
四
三
頁
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
は
一
種
の
財
産
権
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
そ
の
放
棄
は
可
能

で
あ
る
と
す
る
（
後
者
は
、
結
論
と
し
て
は
誓
約
書
等
の
効
力
を
否
定
す
る
が
。）。
な
お
、
最
近
に
も
、
窪
田
・
前
掲
（
注
⑺
）『
不
法
行
為
法
』
二

五
〇
頁
が
、
文
脈
は
や
や
異
な
る
が
、「
身
体
侵
害
に
つ
い
て
同
意
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
社
会
的
に
許
容
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
評
価

と
、
被
害
者
か
ら
加
害
者
へ
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
行
使
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
質
を
異
に
す
る
問
題
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

144
）

不
法
行
為
責
任
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
制
裁
・
予
防
機
能
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、
窪
田
・
前
掲
（
注
⑺
）『
不
法
行
為
法
』
一
九
頁
は
、
不
法

行
為
責
任
が
現
実
に
果
た
し
て
い
る
機
能
と
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
と
い
う
目
的
と
は
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
橋
本

佳
幸
・
大
久
保
邦
彦
・
小
池
泰
『
民
法

事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
』（
平
成
二
三
年
）
八
五
頁
（
橋
本
執
筆
）
も
、
制
度
の
本
来
的
な

目
的
で
は
な
く
機
能
に
と
ど
ま
る
と
す
る
。

145
）

な
お
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
は
許
さ
れ
な
い
と
解
し
た
と
き
、
契
約
相
手
方
が
自
動
車
レ
ー
ス
な
ど
の
危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
に
み
ず
か
ら
の

意
思
で
参
加
し
て
い
て
事
故
に
な
っ
た
場
合
と
か
、
医
療
の
場
面
で
結
果
的
に
患
者
を
救
え
な
か
っ
た
場
合
な
ど
で
不
当
な
結
果
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
の
懸
念
が
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
、
危
険
の
引
受
け
の
考
え
方
に
よ
り
責
任
を
否
定
で
き
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も

）

五
八

一
五
六

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
条
項
の
有
効
性
（
田
處

博
之
）



事
業
者
や
医
師
の
側
で
最
善
が
尽
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
過
失
が
存
在
せ
ず
、
責
任
そ
の
も
の
が
な
い
こ
と
に
な
る
（
も
と
も
と
免
責
条
項
が

な
く
て
も
、
責
任
が
否
定
さ
れ
る
。）
の
で
、
こ
の
懸
念
は
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

146
）

も
っ
と
も
、
指
令
の
付
表
が
グ
レ
ー
リ
ス
ト
で
し
か
な
い
こ
と
を
強
調
す
れ
ば
、
必
然
で
あ
っ
た
と
も
い
え
な
い
。

147
）

清
水
・
前
掲
（
注

）『
消
費
者
契
約
に
お
け
る
不
当
条
項
の
横
断
的
分
析
』
六
六
頁
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
免
責
禁
止
を
グ
レ
ー
リ
ス
ト
で

は
な
く
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
一
項
目
と
し
た
場
合
の
問
題
点
と
し
て
、
事
業
者
が
保
険
等
で
リ
ス
ク
転
嫁
で
き
な
い
と
き
は
事
業
が
発
達
し
な
い
可

能
性
や
、
事
業
者
が
高
度
な
危
険
を
と
も
な
う
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
見
送
る
可
能
性
を
い
う
。
も
っ
と
も
、
グ
レ
ー
と
す
べ
き
か
ブ
ラ
ッ
ク
と
す
べ

き
か
に
つ
い
て
、
結
論
は
留
保
し
つ
つ
も
、
方
向
性
と
し
て
は
か
な
り
ブ
ラ
ッ
ク
に
近
い
よ
う
で
あ
る
（
グ
レ
ー
と
し
た
場
合
で
も
責
任
制
限
が
認

め
ら
れ
る
の
は
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
し
、
責
任
制
限
が
認
め
ら
れ
る
に
は
約
款
条
項
で
は
足
ら
ず
個
別
の
同
意
が
要
る
と
す
る
。）。

148
）

か
つ
て
、
筆
者
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
約
款
規
制
法
制
定
前
の
裁
判
例
を
分
析
し
て
、
本
文
の
よ
う
な
考
慮
事
情
を
抽
出
し
た
こ
と
が
あ
る
（
拙

著
・
前
掲
（
注

）
早
稲
田
法
学
六
七
巻
三
号
二
七
頁
）
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
き
ち
ん
と
し
た
検
討
は
他
日
を
期
し
た
い
。

以

上

（
平
成
二
四
年
一
月
三
一
日
脱
稿
）

）

五
九

一
五
七

札
幌
学
院
法
学
（
二
八
巻
二
号
）


